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は　じ　め　に

　本報告書は，平成２２年度〜２３年度の２か年にわたり，公益財団法人日本教材文化研究財
団の支援を得て研究した成果の一部をまとめて刊行したものである。
　
１　研究の目的
　平成２０（２００８）年改訂の新学習指導要領において，知識・技能の活用力の育成が重視さ
れたのは周知の通りである。これを受けて，平成２０年度から２年間にわたり，当財団の研
究支援の下に，小学校社会科における習得・活用・探究型学力の育成と評価に関する研究
を行ってきた（日本教材文化研究財団調査研究シリーズ５０『児童・生徒の習得・活用型学
力を育成する社会科学習指導方法と評価に関する研究』平成２２年９月）。そこで明らかにな
ったのは，学力としての「活用する力」の重要性である。つまり，ただ事実的知識や情報
処理能力を身に付けるだけでなく，それらを活用して社会的事象の関係や構造を説明した
り解釈したりする能力，及びその結果としての説明的知識こそが社会科の学力の中核をな
し，人間としての生きる力となるだろうということである。そして，その育成のためには
小・中学校で一貫した指導が必要であり，またそれを正当に評価する手法を単元レベルで
開発することの意義が指摘された。
　そこで，平成２２（２０１０）年から新たに中学校社会科を対象にして，「活用する力」の育成
と評価に関する研究に着手することにした。三分野において，例えば地理的な見方や考え
方，歴史的な思考・判断，政治・経済の見方考え方をどう育成し，評価するのか。先行授
業・評価実践等に学びながら仮説を立て，それに基づく実験授業・評価を通して，現実の
授業と評価の改善に資する授業構成・評価モデルを開発することを目的とした。

２　研究の方法
　研究員各自が分担した領域毎に研究を進め，２か月に１回の会合において成果や課題を
報告する。そして，相互の議論を通して研究の方法や方向性を修正しながら，課題解決に
向けて研究を深めるというやり方で研究を遂行した。
（１）新学習指導要領において，中学校社会科の三分野に期待される活用力とは何かを学
習指導要領や先行研究の分析を通して明らかにする。その際，内容知と方法知の両面
に着目する。

（２）中学校社会科三分野の先行授業実践や評価問題から優れた事例を収集し，それぞれ
における活用力の育成と評価の原理を究明する。

（３）上記（１）（２）を踏まえて，三分野それぞれの活用力を定義し，その育成と評価
のための仮説を設定する。

（４）上記（３）の仮説に基づいて，三分野でそれぞれ適切な単元を設定して授業と評価
のプランを開発する。

（５）上記（４）のプランに基づく実験授業と評価を可能な限り実践し，実践結果の分析・
検討を踏まえて，より確かな活用力の育成と評価のモデルを提案する。
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３　研究計画
　当初に予定した研究計画を示せば，以下のようになる。
　＜１年次＞　①地理・歴史・公民の各分野の活用力を定義する。
　　　　　　　②地理・歴史・公民の各分野の優れた授業・評価実践を収集，分析して，

活用力の育成に資する授業構成と評価の原理を究明し，仮説化する。
　　　　　　　③上記仮説に基づいて，地理・歴史・公民の各分野の授業・評価プランを

一定の単元で開発する。
　＜２年次＞　④開発した授業・評価プランを実践し，データを記録する。
　　　　　　　⑤記録したデータを分析・検討し，仮説の妥当性を検証・評価する。
　　　　　　　⑥検証された事実を下に活用力の育成に資する地理・歴史・公民各分野の

授業・評価モデルを確立し，他の成果とともに公表する。

４　研究の組織
　交通の便を考慮し，大阪府内に勤務ないし居住する社会科教育関係者の中から，研究面
でも教育面でも実績を有する人材を選抜し，下記のような分担で研究組織を編成した。

５　研究の成果と課題
　予定通り，ほぼ２か月に１度のペースで会合を開催し，持ち寄った研究情報や実践報告
について議論することで，課題への認識を深めることができた。そこで，ここに２年間の
研究成果をまとめ，公表することにした。
　報告書は大きく２部構成になっている。第Ⅰ部では，社会科の「活用する力」の育成と
評価に関する理論を扱っている。大学に勤務する３名が，それぞれ「活用する力」の定義
（第１章），育成の理論（第２章），評価の理論（第３章）について論じた。続く第Ⅱ部で
は，中学校に勤務する３名が「活用する力」の育成と評価に関する実践を，それぞれ得意
とする分野を中心にまとめている（１章：地理的分野，２章：歴史的分野，３章：公民的分
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野）。大学に勤務する３名は，地理・歴史・公民の諸分野における先行授業実践から，活用
力に関わる事例を取り上げ批判的に考察した。それとの対照で，本報告書における理論モ
デルや実践の意義を浮き彫りにするためである。執筆者の意図したとおりの提案になって
いるかどうか，大方のご批判・ご叱正をお願いする次第である。
　また，研究組織の起ち上げの段階では想定しなかった人事異動もあって，当初意図した
ような実践に基づく活用力の育成・評価モデルの検証にまでは至らなかった。３名の実践
者はいずれも優れた教育研究能力と経験を有するだけに，モデルの妥当性を実験実証的に
検証し得たならば、本報告書の理論モデルがさらに重みを増したに違いない。その意味で，
きわめて残念と言うしかないが，実践による検証は今後に残された課題としたい。
　最後になったが，本研究をご支援いただいた公益財団法人日本教材文化研究財団に対し，
心より感謝申し上げたい。特に，財団の専務理事新免利也氏と事務局長の佐藤昇氏には，
研究会の運営に関して大変お世話になるととともに，研究面でも貴重なご助言をいただい
た。ここに記して，お礼を申し上げたい。

　　　平成２４年３月
社会科活用研究会　
代表　　原田智仁　
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第Ⅰ部　　社会科の「活用する力」の育成と評価に関する理論 
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第１章　社会科における「活用する力」の意味と基本原理

１　はじめに－本研究の基本的立場－
　平成２０（２００８）年改訂の新学習指導要領で注目を集めた「習得･活用･探究」は，論者に
より多様なとらえ方がなされている。現状を簡潔に図示すると，下記のようになろう。こ
の一番の課題は，原理的研究と実践的研究とが大きく乖離することである。

　 　実践的研究　←―――――――――――――――――――→　原理的研究
　（文科省＝国研の追随）　 　　　　　↑　　　　　 　　　（学力･評価論の見直し）
　　　　　　　　　　　　　　　本研究会の立場
　　＜解説＞
　・実践的研究　　習得･活用･探究をそれぞれ独立した学習過程･学習方法とみなす１）。
　　　　　　　　　習得（基礎基本の学習）→活用（発展的学習）→探究（主体的学習）

　　　　　　　　　　　　　　　　　教科学習　　　　　　　　　　　　総合学習

　・原理的研究　　現行の学力論を習得主義と批判し，向上主義学力論の文脈で「活用」
を位置付ける池野範男の研究２）などが挙げられる。

　本研究の基本的スタンスは，上図に示したように両者の間に位置する。つまり，①現場
の授業改善に資する研究を意図しながらも形式主義･要素主義に流されない，②現場の先
生たちの納得の基に実践しやすい論理構成をめざす，この２点を重視するものである。
　また，「活用する力」（以下，活用力と略称）の育成と評価に関しては，以下の３点に留
意して研究を進める。第一は，指導と評価の一体化である。すなわち，授業（＝指導）を
通して活用力を育成し，生徒の活用力の評価を通して授業そのものを評価し改善に生かす
という原則である。第二は，前記の留意点と並行して，地理・歴史・公民の各分野で活用
力を測るテスト問題の構成原理を明らかにすることである。第三は，多様な評価方法を開
発することである。その点で，向上主義学力論のように学力を総合的に捉えて評価する方
法は，理論的にはともかく現実的な方法とはいえない。ある程度の要素主義を認めつつ，
評価の手段･方法の多元化，多様化をめざす方が現実的で理解されやすいと考える。

２　活用力の定義と指導要録の学力観との関連
　本研究では，活用力を次の二つの側面でとらえたい。

　　　　　　　　　方法知：いわゆる思考力･判断力･表現力，資料活用の技能
　活用力の定義　　　ex. 歴史的思考のスキル，テスト対応方略
　　　　　　　　　内容知：いわゆる知識･理解のうち応用力，転移性のある知識
　　　　　　　　　　ex. 理論（概念的説明的知識），価値（一般的評価的知識）

兼
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献
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　まず，活用力は大きく内容知（いわゆる知識）と方法知（いわゆる技能）とからなる。
内容知は社会の見方・考え方といってもよいものであり，理論（分析的理論，総合的理論）
に関わる概念的説明的知識と，価値（社会の基盤となる価値）に関わる一般的評価的知識
に分けられる。従来，社会科の本質を科学的社会認識形成としてとらえる立場から，活用
力もまた理論的側面に限定されがちであったが，本研究では社会の基盤となる価値，例え
ば民主主義，人権，平等，公正といった普遍的価値（高次の価値）についても内容知に含
めて考えることにした。 
　次に，方法知は思考・判断の能力と，思考･判断したことを表現（説明・論述）する能力
に分けられる。いずれも内容知と密接に結びついてこそ発揮される能力である。つまり，
何らかの内容について考え，決断をするのであり，その意味で思考･判断は社会科固有の
活用力ということができる。ただし，表現は実質的に国語（言語）の活用力といえよう。

図１　現行指導要録の学力の観点と「習得･活用･探究」の位置付け 
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　また，本研究での「活用力」を習得・活用・探究論との関連，及び現行指導要録におけ
る学力の４観点との関連で位置付けると，前頁の図１のようになる。その特色は以下の４
点である。
　第一に，関心（＝問いの自覚）・意欲（＝学習の見通し）は学習の前提でもあり成果で
もある。したがって生徒の関心･意欲を踏まえて学習を組織するとともに，学習を通して
さらに関心･意欲を深めていく必要がある。それが恒常化してこそ，一定の学習態度が形
成されると考える。
　第二に，思考･判断･表現，資料活用技能は「習得」と「活用」の両場面（それぞれの学
力形成の過程）で働く。思考･判断を例にすれば，習得のための思考･判断と活用のための
思考･判断があることになる。
　第三に，習得と活用を区分する鍵は，方法知の側にではなく，内容知にある。情報（事
実的記述的知識）に関わるのが習得であり，概念（概念的説明的知識）や価値（一般的評
価的知識）に関わるのが活用である。
　第四に，「習得」と「活用」は学力論として，また「探究」は学習論としてとらえる。習
得の蓄積が活用につながるのではなく，探究的学習が習得を活用に高めることになる。
このことは文科省・国研の習得・活用・探究論と基本的に異なる点である。

３　社会科における活用力の育成と学習過程
　社会科における活用力の育成と評価に関する理論モデルについては，第２章の中本論文，
及び第３章の峯論文で詳述するが，ここでは学習過程との関連で基本原理を提示する。
　まず，その前に確認しておきたいのが，活用力と深く関わる「思考・判断・表現」の概
念である。第一に，思考とは漠然と思うことではなく，問いを立てて探究することを意味
する。それは，question（質問）がquest（探究）の 派生語であることからしても明らかで
あろう。第二に，判断とは問いに対して一定の結論・決断を下すこと，つまり意思決定を
行うことである。そして第三に，表現とは思考（＝探究）の過程や結果を，口頭や文章で
説明することである。前頁の図１にも示したように，活用力を方法面で支えるのが思考・
判断・表現の能力であることから，以上の定義を銘記しておきたい。
　さて，中等教育段階の社会科授業で一般的な方法は，周知の通り教師の講義による教科
書解説型授業であり，生徒の学習を支援するような考え方はほとんど見られない。だが，
それでは活用力は育たないといってよい。つまり，指導と評価の一体化が成立してこそ，
活用力は育つのである。
　ここでは，活用力の二つの内容知のうち，主として理論の育成に関わる学習過程として
探究学習を，また価値の育成に関わる学習過程として意思決定学習に注目し，それぞれの
学習過程と活用力の関連を考察する。

（１）探究学習における活用力
　社会科における探究学習の基本的な学習過程を図示すると，次頁の図２のようになる。
活用力はこのプロセスの各場面で発揮され育成されると考えられる。まず，①では入手し
た情報等から問題を発見する能力，すなわち問題発見のための活用力が育成される。次い
で②では，知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力，すなわち仮説設定のた
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めの活用力が育成される。そして，③では新たな情報を用いて仮説を検証する能力，すな
わち仮説検証のための活用力が，さらに④では複数の仮説を応用して事象を総合的に説明
する能力，すなわち仮説応用のための活用力がそれぞれ育成されると考えられる。

 
図２　探究学習の過程と活用力

（２）意思決定学習における活用力
　社会科における意思決定学習の基本的な学習過程を図示すると，図３のようになる。

 
 

図３　意思決定学習の過程と活用力

　まず①では，入手した情報から論点を認識する能力，すなわち論点認識のための活用力
が育成される。続いて，②では既有の知識・技能を用いて論点を分析する能力，すなわち
論点分析のための活用力が育成可能である。そして，③では新たな情報を用いて未来予測
をする能力，すなわち未来予測のための活用力が，また④では未来予測に基づいて主体的
に意思決定する能力，すなわち意思決定のための活用力を育成することができると考えら
れる。

（３）社会科における活用力の育成と評価の基本原理
　以上の活用力の定義を踏まえると，その育成と評価の基本原理は次のようにまとめられ
よう。具体的な学習・評価モデルについては次章以降で述べられる。
①社会科固有の内容知・方法知は，ともに具体的な内容に即して初めて習得され，活用さ
　れるものである。つまり内容の伴わない活用力はあり得ない。
②社会科における活用とは，端的に言えば単元毎に探究学習ないし意思決定学習を組織し，
　前述の基本的過程に沿って学習を遂行することである。
③それゆえ，社会科の活用力を育てようとするならば，具体的な題材に即して探究学習，
　ないし意思決定学習を遂行するしかない。
④したがって，社会科の活用力を評価しようとするならば，到達目標としての知識・技能
　を明示した上で，探究ないし意思決定の学習過程を具体的な授業計画書として構成し，
　そこに評価方法（評価計画）も記載することが望ましい。
⑤評価方法としては，授業過程でのワークシートやノート等のポートフォリオ評価の他に，
　目標とした知識・技能を授業で用いたものとは別の事例の中から発見させたり，習得し

情報の入手 → ①問題の発見 → ②仮説の設定 → ③仮説の検証 → ④仮説の応用
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↓　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝理論の習得）

情報の入手 → ①論点の認識 → ②論点の分析 → ③未来予測 → ④意思決定
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↓
　　 　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝価値の習得）
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　た知識や技能を応用して事象を説明・解釈させたりするテスト問題が考えられる。

＜注＞
１）横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校編『習得・活用・探究の授業をつくる：
PISA型「読解力」を核としたカリキュラム・マネジメント』三省堂，２００８年，他

２）池野範男「学力向上に必要なものは？－向上主義学力観とその方策－」『現代教育科
学』No.６３０，明治図書，２００９年３月

（原田　智仁）
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第２章　社会科の「活用する力」の育成に関する理論モデル

１　社会科における「活用する力」育成の鍵
　授業者は，社会科において，「活用する力」（以下，活用力とする）を，どのような学習
内容で，どのような方法によって育成すればよいのだろうか。また，その育成の鍵は何だ
ろうか。このことについて，原田智仁が第１章において示した，学習過程と活用力との関
連をもとに，考えてみよう。
　原田は，学習過程と活用力との関連を，次のように示している。

　＜探究学習の場合の学習過程と活用力＞

 
　①入手した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力
　②知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力＝仮説設定のための活用力
　③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のための活用力
　④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮説応用のための活用力

　＜意思決定学習の場合の学習過程と活用力＞

 
　①入手した情報から論点を認識する能力＝論点認識のための活用力
　②既有の知識・技能を用いて論点を分析する能力＝論点分析のための活用力
　③新たな情報を用いて未来予測する能力＝仮説検証のための活用力
　④未来予測に基づいて主体的に意思決定する能力＝意思決定のための活用力

　ここでは，社会科における活用力の育成を，大きく二つの学習（理論にかかわる探究学
習と価値にかかわる意思決定学習）に分けている。そして，それぞれ，活用力育成の基本
的な学習過程を段階的に示すとともに，それらの学習過程の各段階で育成される，あるい
は期待される活用力も示している。これらは，具体的には次の二つを示唆している。一つ
は，①〜④の育成される，あるいは期待される活用力は，方法知であるということ。もう
一つは，それらの方法知はそれぞれ個々に形式的に育成されるものではなく，最終的に内
容知である「高次の知識」をめざす学習過程において必要とされる方法知であるというこ
とである。すなわち，活用力の育成は，「高次の知識」（理論，価値）の習得，すなわち豊
かな内容知の習得がめざされる授業構成において育成される，ということである。

情報の入手 → ①問題の発見 → ②仮説の設定 → ③仮説の検証 → ④仮説の応用
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↓　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝理論の習得）

情報の入手 → ①論点の認識 → ②論点の分析 → ③未来予測 → ④意思決定
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↓
　　 　　　（既有の知識･技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝価値の習得）
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　なぜ，そのような授業構成が求められるのか。それは，より体系的で間違いの少ない知
識を求めようとすればするほど，より広くて深く正確な思考や判断が求められることにな
るからである。すなわち，思考や判断は，知識を習得するための手段であり，思考や判断
の質は知識の質によって測られるからである１）。
　このようにみてみると，社会科における活用力育成の鍵は，到達目標として設定される
内容知，すなわち学習内容にあるといえる。そして，どのような学習内容で，どのような
方法によって活用力を育成すればよいのかは，より体系的で，より間違いの少ない科学的
な知識（理論），あるいはより普遍的な価値に関わる知識で，＜探究学習の場合の学習過程
と活用力＞に示されたような科学的な探究過程によって，あるいは＜意思決定学習の場合
の学習過程と活用力＞に示されたような合理的な意思決定過程によって育成する必要があ
るといえよう。

２　社会科における「活用する力」を育成する授業構成と単元設計
　前節でみてきたように，社会科において活用力をより豊かに育成するためには，学習内
容をより質の高い知識とし，学習過程を科学的な探究過程，あるいは合理的な意思決定過
程にする必要がある。それでは，どのような内容知，学習内容にすればよいのだろうか。
また，それを踏まえると，どのような授業構成・単元設計となるだろうか。もう少し具体
的にみてみよう。
　社会科の授業は，大きく二つの社会認識を形成する。一つは事実認識であり，もう一つ
は価値認識である２）。先に述べた活用力育成の学習過程を対応させると，事実認識が探究
学習の場合に，価値認識が意思決定学習の場合に対応する。これらのうち，活用力育成に
おいて特に重要となるのは，事実認識に関わる部分である。なぜなら，探究学習の場合に
おいてより体系的で，より間違いが少ない事実認識が求められるのはもちろんであるが，
意思決定においても同様なことが求められるからである。すなわち，意思決定においてよ
り深く，より正確な判断を行うためには，その判断の根拠となる事実認識がより体系的で，
より間違いが少ないことが求められるからである３）。
　事実認識にかかわる知識は，事実的知識と理論的知識に分かれる。社会諸科学の成果と
してより体系的で，より間違いが少なく社会事象を説明する知識が理論的知識である。理
論は，分析的理論と総合的理論からなる４）。
  分析的理論は，地方中核都市論といった特定の事象を越えて同じ類型の事象にみられる
傾向性を説明する理論（類型的理論）や，工業立地論といった類型や地域・時代を越えて
より一般的な説明を与える理論（普遍的理論）のことである。
　総合的理論は，特定の地域に限定されない世界システム論や工業立地論といった普遍
的・類型的な理論のことではない。ある特定の社会（地域，時代）を説明するために構造
化された理論のことである。例えば，広島市を例にすると，広島市は都市計画によって復
興した都市であり，中四国の中心都市であり，国際平和都市と解釈できる。都市計画論で
いえば広島市以外にも名古屋市なども該当するし，地方中核都市論でいえば仙台市や福岡
市なども該当する，また国際平和都市論でいえば長崎市などが該当する。しかし，これら
三つの理論によって包摂され，解釈される都市は広島市に限定されるだろう。ここに広島
市の個性があるといえる５）。このように，特定の社会（地域，時代）を社会諸科学の成果
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に基づいて分析し，構造化したものが総合的理論である。
　このような理論的知識は科学的な知識であり，その習得は科学的な探究過程によってな
される必要がある。なぜなら，理論はただ与えられただけでは知識として内面化しないか
らである。理論は具体的な事例の分析を通して習得され，応用されていくとき，学習者の
見方考え方として内面化されていく６）。
　これらの知識の習得をどこまで質の高い知識としてめざし，活用力を育成するかは，ど
ういう単元設計を行うかによって異なってくる。地理的分野であれば，工業立地論といっ
た事象を説明する分析的理論の習得をめざして対象地域の事象を分析するところまで行う
のか，さらには，その分析的理論を活用して他の地域の事象も分析させ，事象を解釈させ
るとともに分析的理論の一般化まで行うのか（この二つが分析的理論を習得・活用させる
社会科授業），さらには，地域にみられる複数の事象の分析・解釈を通して総合的理論を習
得させ，地域の特色（個性）までも解釈させようというのか，によって異なってくる。
　以上のような知識の質を踏まえて授業構成・単元設計を考えてみると，授業構成・単元
設計の段階性と方向性は，次のように整理することができる。

　　　　　　表１　活用力を育成する授業構成・単元設計の段階性と方向性

 活用力育成の
 段階性・方向性

（筆者作成）

　以上をまとめると，次の３点がいえるだろう。

 

・社会科において活用力を育成するためには，理論的知識を習得・活用させる授業構
成・単元設計とする必要があること。
・意思決定学習の場合においても，理論的知識の習得・活用を必要とする論題設定と
それを踏まえた未来予測，意思決定をさせる授業構成・単元設計とする必要がある
こと。

・「質の高い知識」として習得させる理論的知識を，分析的理論とするか総合的理論
とするかによって授業構成・単元設計が決まり，活用力育成の段階制・方向性も決
まる。

理論的知識を習得・活用させる社会科授業
（事実的知識を習得
させる社会科授業） 総合的理論を習得・活用させる

社会科授業
分析的理論を習得・活用
させる社会科授業

地域を解釈させる地理授業地理的事象を分析・解釈
させる地理授業

（地理的事象を記
述させる地理授業）地理的分野

時代を解釈させる歴史授業歴史的事象を分析・解釈
させる歴史授業

（歴史的事象を記
述させる歴史授業）歴史的分野

社会を解釈させる公民授業社会的事象を分析・解釈
させる公民授業

（社会的事象を記
述させる公民授業）公民的分野

授業構成・
単元設計

分野
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３　活用力を育成する社会科授業の実際―地理的分野を事例として―
　これまで述べてきたことを踏まえて，活用力を育成する「理論的知識を習得・活用させ
る社会科授業」のうち，地理的分野を事例に「地理的事象を分析・解釈させる地理授業」，
「地域を解釈させる地理授業」の実践例を具体的に提示しよう。意思決定学習の場合につ
いては，第Ⅱ部第１章第１節で具体的に示すこととする。

（１）地理的事象を分析・解釈させる地理授業の実際―迫有香「日本の諸地域―他の地域
　　との結びつきを中核とした考察『中・四国地方』の場合―」７）―
　活用力を育成する「理論的知識を習得・活用させる社会科授業」のうち，「地理的事象を
分析・解釈させる地理授業」として，迫有香「日本の諸地域―他の地域との結びつきを中
核とした考察『中・四国地方』の場合―」がある。

ア　迫実践の概要
○単元の目標
　　中国・四国地方の地域的特色を本州四国連絡橋や高速道路等の社会資本整備の影響を
　通して理解する。
○単元の指導計画（全５時間）
　第１時　本州四国連絡橋って何だろう？橋や高速道路開業の効果を予想しよう
　第２時　なぜ明石海峡大橋ができて，徳島の人にプラスの効果をもたらしたのだろう？
　第３時　なぜ明石海峡大橋ができて，徳島の人にマイナスの効果をもたらしたのだろう？
　第４時　浜田自動車道は，地域にどのような影響を与えたのだろうか？
　第５時　中国・四国地方の諸都市がいかに「ストロー」効果という共通の地域的課題を
　　　　現実に受け止め，町を活性化しようとしているか調べ，単元を通じ，「中国・四
　　　　国地方」とはいかなる地方なのかをまとめよう
○学習展開の概要

学習過程主な生徒から引き出したい知識主な問い時
学習課題Ⅰ◎明石海峡大橋は徳島の人にどのよう

な影響を与えたのだろうか？予想し
てみよう。

１

問い１

事実１

仮説１

○明石海峡大橋架橋後のメリット
　・天候の影響を受けない輸送の実現
　・四国地方の住民の生活向上
　・物流の広域化
　・所要時間の短縮
　・交流人口の増加
　・出荷量を伸ばしている農産物の誕生
　・観光コースとしての魅力
◎規模の大きな都市と小さな都市を結ぶ交
通手段が整備されると，小さな都市の商
業は発展する。

◎明石海峡大橋は，徳島の人にどのよ
うなプラスの効果を与えたのだろう
か？説明してみよう。

２

仮説１の応
用・反証事

・みんな徳島から出て行った。
・フェリー会社の人が困った。フェリーに

○だけど，困ったことも起きました。
　それはどんなことだと思いますか？

３
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例１

問い２

事実２

　乗る人が少なくなった。
・観光客によって治安が悪化した。

・阪神方面への購買流出率の増加
・徳島県から京阪神地方への平均訪問回数
と泊数の増加
→徳島県で徳島の人がものを買わなくなっ
て，徳島のものを売る人がもうからなく
なった。
→日帰り観光客が増えて，徳島県で買い物
をする人が減ってしまった。

◎なぜ，「明石海峡大橋」ができて「困
ること」が起きたのだろう？

　資料を読み解き，説明してみよう。

仮説２
直接的スト
ロー効果

仮説２の応
用・予測

学習課題Ⅱ

他の事例２・広島への買い物客の増加と浜田市での店
舗数，売り上げの減少
・徳島市と同じようなシャッター商店街と
なっている。
・従業員数の減少 

○新聞記事を読み，「なぜアルパークに
島根ナンバーの車が急増したのか」予
想を立てよう！

◎浜田自動車道は，地域にどのような
影響を与えただろうか？説明してみ
よう。

４

反証事例２

新たな問い
３
事実３

仮説３
間接的スト
ロー効果

・大型小売店やショップの出店が，地元小
売店に打撃を与えている。

○山陰には競争店が少なかったから。
○浜田自動車道ができて広島に近くなり，
商品の輸送が簡単になったから。
◎広島に行かなくても，浜田の人は，広島
や全国の商品が郊外型大型小売店で買え
るようになったけれど，浜田で商業をし
ている人は，ますます自分の店で商品が
売れなくなってしまった。

◎なぜ高速道路が開通した後に，郊外
型大型小売店が浜田市に出店したの
だろうか？

仮説２と仮
説３のまと
め

◎直接的ストロー効果
　高速交通手段の整備によって，消費者の購買行動が地元から大都市へと大きく
変化し，それにともなって地元商業が打撃を受ける。

◎間接的ストロー効果
　高速交通手段の整備によって，物流の時間短縮が図られ，郊外型大型小売店な
どの出店が増加し，郊外型大型小売店での消費が，地元商業に打撃を与える。

仮説２・３の
反証事例３

学習課題Ⅲ・
問い４

・地鶏で勝負しようとしている。
・日帰り観光客の増加を期待
・四国地方の知事の発言「ピンチをチャン
スに変えることができる。」

◎なぜストロー効果を心配する地方自
治体が，高速道路無料化を歓迎して

５

◎明石海峡大橋ができて，徳島の人が，徳島で買うよりも様々な種類から商品を
選ぶことができる店舗の多い京阪神地方で買い物をするようになり，徳島県で
ものを売る人たちにとっては，もうけを大都市である京阪神に吸い取られてし
まうという困った現象が起きた。そのことが明石海峡大橋ができる前後の大き
な変化である。

　↓
◎橋のような高速交通手段の開業によって，地方都市から大都市への買い物客が
増加し，地方都市の販売店の収益が減少する。まるで大都市がストローをくわ
えた口であれば，ストロー（ここでは高速交通手段）を通して，地方の拠点性
が吸われていくような現象をストロー効果という。
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（迫有香学習指導案 http://home.hiroshima-u.ac.jp/kusahara/２００８video/akashiohashi.html，２０１２年２月

１０日閲覧より筆者作成）

イ　迫実践の特質と限界
　迫実践の本単元の目標は，学習指導案には中国・四国地方の特色を理解させることとな
っているが，実際は地域経済学による空間構造を説明する法則である「ストロー効果」と
いう理論（分析的理論）を習得させることをねらいとしている。学習内容は，「ストロー効
果」の下位に位置付く「直接ストロー効果」と「間接ストロー効果」，そしてそれらを具体
的に説明する事例としての明石海峡大橋と徳島，浜田自動車道と島根（浜田）にみられる
社会的事象である。本単元の主な学習内容を図に示すと，次の図１のようになる。
　また，本単元の学習過程は，基本的な学習過程として，事実をもとに「なぜ」と問い，
仮説を立てて検証する科学的な探究過程となっている。つまり，本単元は，中国・四国地
方の地理的な事象を取り上げ，科学的な探究過程によって地域経済学の理論を習得させ，
地理的事象を分析，解釈させる授業であるといえる。

事実４

仮説４

・観光業の売り上げ増加
・観光業による活性化期待・高速道路無料
化歓迎
◎規模の大きな都市と小さな都市を結ぶ，
高速交通手段が整備されると，輸送や物
流の利便性が増すと同時に，小さな都市
の商業は衰退するが，観光業は発展する
可能性がある。

　いるのだろうか？説明してみよう。

学習課題Ⅳ

まとめ○中国・四国地方とは，中国地方と四国地方の９県をまとめた呼称である。
○中国・四国地方は，現在，本州四国連絡橋や高速自動車道等の交通体系の整備や
瀬戸内海の環境保全など，両地方の共通の課題について協議会が設置されてい
る地域区分である。他地域との結び付きの視点で両地方を見ると，中山間地域
の過疎地域を抱え，都市との結び付きを可能にするために高速道路網が整備さ
れている。

○高速交通手段の整備によって他地域との結び付きが深まった反面，その結果も
たらされる経済的な地域の変容である「ストロー効果」を生んだ。

○ストロー効果によって収益が大都市へ吸収され，地元商業は打撃を受けたが，
観光業を中心にまちの活性化を図ろうとしている。

○観光名所や特産物は，中国・四国地方独自の自然環境や歴史的要因が生み出して
いる。

◎中国・四国地方とはどのような地方な
のだろう？他の地域との結びつきの
視点から説明してみよう。

規模の大きな都市と小さな都市を結ぶ，高速交通手段が整備されると，輸送や
物流の利便性が増すと同時に，小さな都市の商業は衰退するが，地域の歴史的
要因や自然環境が生み出す観光資源を中心に観光業は発展する可能性がある。

唖 阿娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

愛 挨娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

唖

愛 挨

哀
哀
哀

阿
哀
哀
哀
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図１　迫有香「日本の諸地域―他の地域との結びつきを中核とした考察『中・四国地方』
　　の場合―」の主な学習内容
（迫有香学習指導案 http://home.hiroshima-u.ac.jp/kusahara/２００８video/akashiohashi.html，２０１２年２月

１０日閲覧より筆者作成）

　さらに，本単元の特筆すべき点は，生徒の知識の変革的成長を意図した単元設計にある。
本単元では，問題を探究することによって理論を仮説として習得した後，その仮説では説
明できない事象（反証事例）に出会わせ，新たな「なぜ」の問題を設定，探究させること
によって，生徒に習得させる理論（仮説）をさらに深化・拡大させていくように単元設計
されている。具体的には，第１・２時で，本単元の導入を図り，生徒が容易に導出できる
であろう明石海峡大橋ができたことによる徳島の人へのプラスの効果を仮説として設定さ
せる。次に第３時で，明石海峡大橋ができて起きた「困ること」に出会わせ，「なぜ，『明
石海峡大橋』ができて『困ること』が起きたのだろう？」と問い，探究させることによっ
て「直接的ストロー効果」を習得させる。次に，他の事例（浜田自動車道）に応用（活用）
させることによって「直接的ストロー効果」は明石海峡大橋にのみに限定される理論では
なく一般的な理論であることを検証させた後，「直接的ストロー効果」では説明できない新
たな事象（反証事例：郊外型大規模小売店の出店）に出会わせる。そして，「なぜ」と問い，
「間接的ストロー効果」を習得させる。そして，第５時で，中国・四国地方の諸都市がい
かに「ストロー」効果という共通の地域的課題を現実に受け止め，町を活性化しようとし
ているかを調べさせ，単元を通じ，「中国・四国地方」とはいかなる地方なのかをまとめさ
せている。
　以上のように，迫実践による本単元は，中国・四国地方にみられる交通網の整備とそれ
に伴う諸都市の変化を分析，解釈させることによって，変革的に生徒の知識を成長させ，
分析的理論である「ストロー効果」を習得させようとする探究学習の授業であるといえる。
　しかし，本単元の限界も単元設計にある。それは，本単元は地域の特色を解釈させるこ
ととなっているにもかかわらず，実際は地理的事象の分析，解釈に留まっていることであ

◎ストロー効果とは，地域経済学の空間構造の法則の一つ。高速交通手段の整備によって，地方
都市の拠点性が低下することである。

直接的ストロー効果…高速交通手段の整備によって，地方から大都市への買い物客の増加と地方
都市の衰退などがおこる。

　　　　　　　　　　事例：明石海峡大橋と徳島 　　　　　     　　　　　　　　　（第３時）
間接的ストロー効果…高速交通手段の整備によって，地方都市への郊外型大型店出店と地元商店

街の衰退などがおこる。
　　　　　　　　　　事例：浜田自動車道と島根（浜田）　　　　　　　　　　　　（第４時）

＜地域の対応策＞
　　地域色を打ち出すことによる観光業などの収益拡大策　　　　　　　　　　　　（第５時）
　　（四国の知事の発言「ピンチをチャンスに」，浜田商工会議所の取組）
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る。そのため，第１時〜第５時の前半部分までと第５時の後半部分で，展開に断絶がみら
れる。具体的には，第５時の後半に「◎中国・四国地方とはどのような地方なのだろう？
他の地域との結びつきの視点から説明してみよう。」という地域の特色を問いながらも，
最終的なまとめは，「規模の大きな都市と小さな都市を結ぶ，高速交通手段が整備される
と，輸送や物流の利便性が増すと同時に，小さな都市の商業は衰退するが，地域の歴史的
要因や自然環境が生み出す観光資源を中心に観光業は発展する可能性がある。」という中
国・四国地方を越えた一般的な理論的説明になっている。ここに，本単元が「地理的事象
を分析・解釈させる地理授業」として優れた実践として成功しているが，「地域を解釈する
地理授業」としての単元設計上の限界がみられる。

ウ　迫実践が示唆するもの―活用力を育成する探究学習―
　以上のような迫実践を活用力の育成からみると，本単元は，活用力を育成する優れた社
会科（地理）授業であるといえる。具体的には，第１節で示した活用力の育成の「探究学
習の場合の学習過程と活用力」に対応させると，迫実践では，反証事例との出会いによっ
て「①入手した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力」を，「なぜ」の
問いの探究過程によって「②知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力＝仮説
設定のための活用力」，「③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のための活
用力」を，そして「直接的ストロー効果」と「間接的ストロー効果」をもとに地域の対応
策を解釈させることによって「④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮
説応用のための活用力」を育成することができているといえる。
　このように，本単元は，地理的事象を分析・解釈させることを通して分析的理論を習得・
活用させる，典型的な活用力を育成する探究学習のモデル授業といえる。

（２）地域的特色を解釈させる地理授業の実際―山本憲令「私たちの県（熊本）を調べよ
　　う」８）―
　活用力を育成する「理論的知識を習得・活用させる社会科授業」のうち，「地域を解釈さ
せる地理授業」として，山本憲令「私たちの県（熊本）を調べよう」がある。

ア　山本実践の概要
○単元の目標
　＜社会的事象への関心・意欲・態度＞
   ・「なぜ」問題を自ら発見し，その答えを自ら追究する。
　＜社会的な思考・判断＞
　 ・因果の法則的仮説を設定できる。
　＜資料活用の技能・表現＞
　 ・工業がさかんである，さかんでないなどの相対的抽象的な変数を観察・測定できる
　　 変数に変換し取り出すことができる。
　 ・比較をするために，条件を同じにする加工処理ができる。
　＜社会的事象についての知識・理解＞
　 ・「熊本県の特色」を理解する。
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　　　（略…「単元の展開計画」の◎部分に該当）
○単元の指導計画（４時間計画）
　第１小単元　熊本県の人々の所得が少ないのはなぜだろうか。（１時間）
　第２小単元　なぜ，熊本県は工業が盛んでないのだろうか。（１時間）
　第３小単元　熊本県の農家の人々は，収入を増やすにはどうすればよいだろうか。（２
　　　　　　　時間）
○単元の展開計画 

主な生徒から引き出したい知識学習課題時
◎工業でさかんでないならば，所得が少ない。卸売業がさか
んでないならば，所得が少ない。日本においては，農業が
さかんであるならば，所得が少ない。熊本県は，工業がさ
かんでなく，卸売業もさかんでない。しかし，農業がさか
んである。このため，熊本県の人々の所得が少ない。

１ ．熊本県の人々の所得が少ない
のはなぜだろうか。

１

○熊本県の一人当たりの県民所得は，日本の中で47都道府県
中36位で，日本の中で所得の低い方である。

○日本では，工業のさかんな都道府県（県民一人当たりの工
業生産額），卸売業（県民一人当たりの卸売り販売額）のさ
かんな都道府県で県民一人当たりの所得が多い。

○日本では，工業においては，能率のよい機械の導入により，
工業従事者一人当たりの生産額が増加したので，所得が増
加した。

　　しかし，農業においては，機械を導入したが，農業従事
者一人当たりの耕地面積は増加しなかったので，労働時間
は短縮したが，生産額は増加せず，所得もふえなかった。

①熊本県の人々は日本の中で所得
が多い方だろうか，少ない方だ
ろうか。

②日本ではどんな産業のさかんな
都道府県で，所得が多いのだろ
うか。

③日本では，工業がさかんである
と所得が多いのに，なぜ農業が
さかんであると所得が少ないの
か。

◎日本は，工業原料を海外から輸入している。このため，資
源立地型の工業は臨海部でさかんである。そしてできるだ
け大消費地に近いところに立地する。熊本県は，大消費地
から遠い。このため，熊本県は工業がさかんでない。

２ ．なぜ熊本県は工業がさかんで
ないのだろうか。

２

○熊本県の県民一人当たりの工業生産額は，日本の中では少
ない方であり，工業はさかんではない。

○水などをのぞいて，工業原料が製品より量が多い工業は，
資源の産地に近い方が輸送費が安くなり，資源の産地に近
い方がよい。工業原料より製品の方が量が多い工業は，消
費地に近い方が輸送費が安くなり，消費地に近い方がよい。

○日本は，鉱産資源の大部分を海外から船で輸入している。
　このため資源立地型の工業は港に近く，かつ，消費地に近
い方が，輸送費が安くなる。このため，日本では，工業は
臨海部で人口密度の高い地方の近くでさかんである。

○日本では，大消費地から遠いならば，工業がさかんでない。
　熊本県は日本の大消費地から遠い。このため，熊本県では
工業がさかんでない。

○熊本県では，大消費地以外をおもな出荷先とする工業なら
ば，不利な条件の影響が少ない。

○熊本県では，日本全体と比較するとＩＣを中心とする電子機
器，二輪車や船舶などの輸送機器，食料品工業の生産額の
割合が高く，これらの産業がさかんだといえる。

○熊本市にＮＥＣ，大津町に本田技研，長洲町に日立造船，嘉
島町にサントリーの工場がある。

①熊本県は日本の中で，工業がさ
かんな方なのだろうか。それと
もさかんな方でないのだろうか。

②工業は消費地の近くの方がよい
のだろうか，資源の産地に近い
方がよいのだろうか。

③なぜ日本では，工業は臨海部で
人口密度の高い地域でさかんな
のだろうか。

④なぜ，熊本県は工業がさかんで
ないのだろうか。

⑤熊本県では，不利な条件の影響
の少ない工業はどんな工業だろ
うか。

⑥熊本県では，日本の中でどんな
　工業がさかんだろうか。

⑦熊本県のどこで，どんな工場が
　あるだろうか。

３ ．熊本県の農家の人々は，収入
をふやすためにどうすればよい
だろうか。

３
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（山本憲令「わたしたちの県（熊本県）を調べよう」，高山博之・水山光春編著『中学社会 課題解決力

を育てる授業の設計 地理』日本文教出版，２００４年，pp.８５-９７より筆者一部抜粋修正。）

イ　山本実践の特質と限界
　山本実践の本単元の目標は，「所得と産業」，「工業立地」，「農業条件と所得」のそれぞれ
一般的傾向性（分析的理論）の習得とその活用を通して，熊本県の地域的特色を解釈し，
説明させることをねらいとしている。学習内容を時間毎に整理すると，次の図２のように
なる。
 

○農家の人々が収入をふやすには，Ａ収入のよい仕事に転
業・転職する。Ｂ農業とともに収入のよい農業以外の仕事
もする（兼業）。Ｃ経営規模を大きくして，収穫量をふやす。

　Ｄ土地生産性の高い作物に転換する。
○Ａ転業・転職に必要な条件
　　（ア）その地方に収入のよい仕事があること。
　Ｂ兼業に必要な条件
　　（ア）その地方に収入のよい仕事があること。（イ）農

業労働時間を短縮して，農業以外の仕事をすることが可
能であること。

　Ｃ経営規模拡大して収入をふやすための条件
　　（ウ）地価・地代が安く収入が拡大できること。（エ）

資金が準備できること。
　Ｄ作物転換に必要な条件
　　（オ）土地生産性の高い作物生産が可能な自然条件であ

ること。（カ）市場に出荷できること。（エ）資金が準
備できること。

○賃金指数の高い都道府県は兼業農家率が高い。賃金指数の
　高い都道府県は農家減少率が高い。農地地価の安い都道府
　県は農家一戸あたりの農地増加率が高い。

①農家の人が所得をふやすにはど
　んな方法があるだろうか。

②農家の人が所得をふやす各方法
　を実行し，所得をふやすには，
　どんな条件が必要か。

③②で予測したことは本当か。

○農業以外に収入のよい仕事が少ないならば，転業・転職や兼
業をする農家は少ない。熊本県では，全国と比べて，収入
のよい仕事は少ない。このため転業・転職や兼業をしている
農家の人は少ない方である。農地の地価や地代が，耕地を
拡大して収益が得られるほど安くないならば，経営規模を
拡大する農家は少ない。熊本県では農地の地価は全国の中
では安い方であるが耕地を拡大して収益が得られるほどに
は安くない。また，地代は安いが貸してくれる農地は少な
い。このため，経営規模を拡大している農家は少ない。土
地生産性の高い作物生産が可。

○熊本県の植木町を中心とした鹿本地方ではスイカの促成栽
培がさかんである。熊本県の八代地方では，トマトの促成
栽培がさかんである。熊本県の横島町を中心とした玉名地
方では，イチゴの促成栽培がさかんである。

④熊本県の農家の人は，所得をふ
やすにはどの方法をとったらよ
いだろうか。

⑤熊本県のどこで，どんな農産物
の生産がさかんだろうか。

４
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第１時<１>　所得と産業の関係についての分析的理論の習得（ａ）とそれを活用した
日本の県民所得と産業の関係についての傾向性の習得（ｂ）

　　　<２>　日本の県民所得と産業の関係についての傾向性を活用した熊本県の所
得と産業の関係の一般的共通性（ｃ）と地方的特殊性の発見・解釈（ｄ）。

第２時<１>　工業立地についての分析的理論（＝工業立地論）の習得（ｅ）とそれを
活用した日本の工業立地の傾向性の習得（ｆ）

　　　<２>　日本の工業立地の傾向性を用いた熊本県の工業立地の一般的共通性（ｇ）
と地方的特殊性の発見・解釈（ｈ）

第３･４時　農業収入を増大させるための一般的な条件（分析的理論）の習得（ｉ）と
それを活用した日本の農業条件の傾向性の習得（ｊ）と熊本県の農業条件の
一般的共通性（ｋ）と地方的特殊性の発見・解釈（ｌ）

　※（ａ）〜（ｌ）の記号は，筆者が説明上，便宜的に記したものである。

図２　山本憲令「私たちの県（熊本）を調べよう」の主な学習内容
（山本憲令「わたしたちの県（熊本県）を調べよう」，高山博之・水山光春編著『中学社会 課題解決力

を育てる授業の設計 地理』日本文教出版，２００４年，pp.８５-９７より筆者作成。）

　そして，図２中で記した学習内容の（ａ）〜（ｌ）を地域との関係で整理すると，次の図
３のようになる。

図３　山本憲令「私たちの県（熊本）を調べよう」の主な学習内容と地域との関係
（山本憲令「わたしたちの県（熊本県）を調べよう」，高山博之・水山光春編著『中学社会 課題解決力

を育てる授業の設計 地理』日本文教出版，２００４年，pp.８５-９７より筆者作成。）

　本単元の学習内容は，図２，３にみられるように，地域との関係性から大きく三つの学習
内容に分けることができる。具体的には，地域を越えた分析的理論，日本の傾向性，熊本
県の地域的特色（一般的共通性と地方的特殊性）となっている。それらは，説明の範囲の

熊本県（個別）→日本→（一般）普遍
地域

時

熊本県の産業と所得の
関係の一般的共通性（ｃ）
と地方的特殊性（ｄ）

→日本の産業と所得の関
係の傾向性（ｂ）

→産業と所得の関係の分
析的理論（ａ）

1

熊本県の工業立地の一
般的共通性（ｇ）と地方
的特殊性（ｈ）

→日本の工業立地の傾向
性（ｆ）

→工業立地の分析的理論
（ｅ）

2

熊本県の農業条件の一
般的共通性（ｋ）と地方
的特殊性（ｌ）

→日本の農業条件の傾向
性（ｊ）

→農業収入を向上させる
一般的条件（分析的理論）
（ｉ）

3・4
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広い，より一般的な知識から，説明の範囲をより限定する個別的な知識に向かうようにな
っている。そしてそれらに対応するように，第１時では産業と所得の関係について，第２
時では工業立地について，第３・４時では農業条件について学習するようになっている。
　本単元の学習過程は，基本的には，五つの段階による学習過程が構成されている。それ
は，「Ⅰ　事実を獲得し，問いを設定する→Ⅱ　分析的理論（仮説）の設定→Ⅲ　分析理論
（仮説）を活用した日本の傾向性の検証・習得→Ⅳ　熊本県への日本の傾向性の応用（活
用）・検証→Ⅴ　熊本県の地方的特殊性の発見・解釈」となっている。この基本的な学習
過程と図２，３で記した学習内容の関係を整理すると，図４のようになる（図４中の①〜④
は，先に示した山本実践の単元展開の各時間に記してあるものと一致する）。

図４　山本憲令「私たちの県（熊本）を調べよう」の基本的な学習過程と各時間の学習過
程・学習内容との関係

　　（※熊本県への日本の所得の傾向性の応用（ｃ・ｄ）は，第１時で熊本県の傾向性は，①の過
程，すなわち，熊本県の所得の日本の中での位置を確認して問いを設定する過程と，そ
の後の②，③の過程で日本の傾向性を習得することによって，間接的に検証されること
になっている。）

（山本憲令「わたしたちの県（熊本県）を調べよう」，高山博之・水山光春編著『中学社会 課題解決力

を育てる授業の設計 地理』日本文教出版，２００４年，pp.８５-９７，図２，図３より筆者作成。）

　図４に示すように，山本実践は，第１時での熊本県の地域的特色についての学習展開が
弱いものの，単元全体を通じて，事実から問いを設定し，一般的な理論的知識を仮説とし
て設定し，その仮説を日本全体を取り上げた検証によって日本の傾向性を習得させ，さら
にその日本の傾向性を活用して共通するところから熊本県の一般的共通性を，共通しない
ところから熊本県の地方的特殊性を発見・解釈させるものとなっている。すなわち，問い，
仮説，検証といった科学的な探究過程を踏まえているといえる。
　以上のことから，山本実践は，複数の産業に関する理論を包摂させることによって熊本
県の地域的特色を発見・解釈させる探究学習の授業であるといえる。
　一方，本授業には課題もみられる。本授業での熊本県の地域的特色の解釈は，複数の産

第３・４時第２時第１時時間

基本的な学習過程 内容過程内容過程内容過程

①①Ⅰ　事実を獲得し，問いを設
定する

（ｉ）①（ｅ）②（ａ）②Ⅱ　分析的理論（仮説）の設定

（ｊ）②③（ｆ）③（ｂ）③Ⅲ　分析理論（仮説）を活用し
た日本の傾向性の検証・習得

（ｋ）④（ｇ）④（ｃ・ｄ）※Ⅳ　熊本県への日本の傾向性
の応用（活用）・検証

（ｌ）⑤（ｈ）⑤⑥⑦Ⅴ　熊本県の地方的特殊性の
発見・解釈
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業に関する理論それぞれからみた日本と熊本県の共通点と相違点の解釈に留まっている。
すなわち，熊本県とはいったいどういうところか，と地域的特色を産業以外も含めたより
総合的な解釈をさせるところまでは至っていない。加えて，なぜ，熊本県の地域的特色を
産業に関する理論に限定して解釈していく必要があるのか。この点についても合理的な説
明を欠いているといえる。ここに，この授業の限界があるといえよう。

ウ　山本実践が示唆するもの―活用力を育成する探究学習―
　以上のような山本実践を活用力の育成からみると，本単元は，活用力を育成する社会科
（地理）授業であるといえる。具体的には，第１節で示した活用力の育成の「探究学習の
場合の学習過程と活用力」に対応させると，山本実践では，事実の獲得によって「①入手
した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力」を，一般的な分析的理論
を仮説として設定させることによって，「②知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定す
る能力＝仮説設定のための活用力」を，そして日本全体を取り上げて分析的理論を仮説と
して検証させることによって「③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のた
めの活用力」を，そして（総合的に解釈させるところに課題を残すものの，）複数の日本
の傾向性をもとに熊本県の共通性や特殊性（地域的特色）を発見・解釈させることによっ
て「④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮説応用のための活用力」を
育成することができているといえる。
　このように，本単元は，分析的理論を習得・活用させることによって地域を解釈させる，
典型的な活用力を育成する探究学習のモデル授業といえる。

＜注＞
１）森分孝治「社会科における思考力育成の基本原則―形式主義・活動主義的偏向の克服
　　のために―」『社会科研究』第４７号，１９９７年，pp.１-１０参照。
２）森分孝治「市民的資質育成における社会科教育―合理的意思決定―」『社会系教科教
　　育学研究』第１３号，２００１年，pp.４３-５０における「図１　社会認識の構造」参照。
３）前掲２），p.４５参照。
４）分析的理論と総合的理論については，以下のものを参照。
　・森分孝治「連載 社会科授業構成の理論１０　開かれた科学的認識形成の授業構成（二）
　　―子どもと社会科学―」『教育科学 社会科教育』Vol.２０，No.２３８，明治図書，１９８３
　　年１月，pp.１０５-１１３
　・森分孝治・棚橋健治「社会科教授能力の形成―社会科教育学講義と社会科授業観の変
　　革―」，広島大学教育学部教育方法改善研究委員会編『人間発達の実験的・実証的研
　　究能力形成のための教育方法の改善』，１９８４年，pp.１６４-１８４
　・森分孝治『現代社会科授業理論』明治図書，１９８４年，pp.１１０-１２１
５）広島市を例にした授業の詳細については，社会認識教育学会編『中学校社会科教育』
　　学術図書出版社，２０１０年，pp.５８-６２を参照
６）森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書，１９７８年，pp.１３９-１４０，pp.１６４-１
　　６５参照。
７）迫有香学習指導案
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　　（http://home.hiroshima-u.ac.jp/kusahara/２００８video/akashiohashi.html）（２０１２年２月
１０日閲覧）

８）山本憲令「わたしたちの県（熊本県）を調べよう」，高山博之・水山光春編著『中学
　　社会 課題解決力を育てる授業の設計 地理』日本文教出版，２００４年，pp.８５-９７

（中本　和彦）

 



－ 27 －

第３章　社会科の「活用する力」の評価に関する理論モデル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　社会科の活用力，何を評価すればよいのか
　学習者の何が，どのように変わったのかを明らかにすることが，評価の目的である。そ
れは授業のさまざまな目標に関わらず，学習者に身についた知識・技能・態度の変容によ
って，学習の事実が明示されることを意味する。本研究における「活用する力」の評価に
もあてはまる。以下，社会科における活用力を知識・技能・態度から言及する。
○　知識
　　森分孝治氏は，主観的知識の構造を「事実」的知識，概念的知識，価値的知識に分け
ている。また，客観的知識の構造を，事実的知識（事実），一般的説明的知識（理論），
一般的評価的知識・一般的規範的知識（価値）に分類している１）。
　　岩田一彦氏は，事実関係的知識（記述的知識，分析的知識，説明的知識，概念的知識）
と，価値関係的知識－規範的知識に分類する２）。両氏をはじめ，多くの研究者が知識の
質・構造について若干の修正を加えてきているが，大きな変更はなされていない。本研
究においても事実的知識と価値的知識に二分し，原田氏の定義による概念的・説明的知
識を理論（分析的理論，総合的理論），一般的・評価的知識を価値（社会の基盤となる価
値）とする。
○　技能
　　認識の結果としての静態的な知識に対して，「する」「できる」など動詞次元の行為が
想起される。例えば，地図を読み取る技能，それを数値としてデータ化し表現する技能，
記述的な知識を結びつけ，そこから大胆な仮説を形成する思考技能などがある。あるい
は，グループで調査研究を進めたり，話し合いや意見交換したりするコミュニケーショ
ン技能など，認知的な側面から行動に及ぶ「技能」の広範さゆえに，社会科で育成を図
る評価対象が曖昧なものとなる。本研究では，「社会の見方・考え方」の変容に限定し，
思考・判断に関わる技能に焦点化する。
○　態度
　　授業への参加姿勢から市民としての社会参加や直接的な行動まで，態度は社会認識を
通して，公民的資質育成の目標とされる。本研究が目指す活用力が，学習者の社会的な
態度に直接的・間接的にどのようにかかわるかについては扱わない。また，情意的側面
としての主観的な価値判断は認知的側面に限定して取り扱う。　

２　社会科の「活用する力」をどのように評価するのか
（１）到達目標と学習過程の可視化
　社会科において，内容のともなわない活用力はあり得ない。また，方法は学習過程の違
いに反映される。原田氏は，活用力を育成する学習の基本形として，「到達目標としての
知識・技能を明示した上で，探究ないし意思決定の学習過程を具体的な授業計画書として
構成し，そこに評価方法（評価計画）も記載することが望ましい」としている。そこで，
単元における評価規準の基本形として，到達目標となる知識と技能の組み合わせを整理す
ると次のようになる。
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表１　単元の評価規準の基本形

（本書１１頁をもとに筆者作成）

　これにより，各単元においてどのような知識を，どのように学習過程に組み込むかが明
示される。例えば，地理教科書（東京書籍『地理７０８』平成１８年２月発行，pp.３４-３５）をも
とに，単元「日本の広さを調べよう」の学習の流れを想定し，そこでの活用力をどのよう
に評価すればよいかについて考えてみよう。
　単元計画として，まず教科書の記述内容に関して，主語と述語を補い一文からなる命題
の形に置き換える（資料１）。見開きの本文は，２１の命題から構成される。各々の命題に記
される内容を右側に示したものが，対応する個別的な事実的知識である。それぞれについ
て，１〜６は日本列島の構成，面積，形状，国境線による日本の領域の画定，７・８は日本
の経済水域と各国の経済水域の対応として抽出できる。９・１０は１〜６の領域に基づいた
日本の経済水域の価値を示すものである。次の１１〜２１は領域をめぐる問題として，北方領
土が取り上げられる。北方領土の構成，資源，戦前・戦後の歴史，人的交流，日本政府の
見解などが示される。
　教科書の記述内容は，１〜１０日本の領域と１１〜２１北方領土を併記し，「主権国家の範囲の
画定が，経済権益において重要である」ことを概念的にとらえさせ，説明することができ
るように構成されている。本文以外に，教科書に記載される資料は，地図【日本の領域と
経済水域】，模式図【領土，領海，領空の区分】，写真【北方領土の人々との交流】，年表
【日本の領土返還の歴史と北方領土】である。また，その他の読み物資料地理にアクセス
として，日本の最南端である沖ノ鳥島が取り上げられる。そして，「沖ノ鳥島」の記述内容
も命題化し分析すると，資料２のようになる。
　ここで，次のような活用する力が想定される。（ゴチック体は表１の記号を用いる。）
　沖ノ鳥島の事例をもとに，①ａとしては，資料２の８から「なぜ日本政府は３００億円をか
けて護岸工事を行ったのか」を見出すことが考えられる。結論としては，４が理由となる。
このとき「護岸工事はどのようなものか」工事の具体的な事実的知識が集められることも
考えられる。しかし，工事の金額や施行の内容・方法からは護岸工事を行った理由を導く
ことはできない。②ｂとして，「経済水域を確保するためではないか」という仮説を設定す
ることによって，４の知識を理由とすることができる。そして，この仮説は資料１の知識

④仮説応用のた
めの活用力

③仮説検証のた
めの活用力

②仮説設定のた
めの活用力

①問題発見のた
めの活用力

技能

事実的知識

ｄ 複数の仮説を
応用して事象を
総合的に説明で
きる

ｃ 新たな情報を
用いて仮説を検
証できる

ｂ 知識・技能を
用いて問題に関
する仮説を設定
できる

ａ 入手した情報
をもとに問題を
発見できる

概念的・説明的
知識（理論）

⑧意思決定のた
めの活用力

⑦未来予測のた
めの活用力

⑥論点分析のた
めの活用力

⑤論点認識のた
めの活用力

技能

価値的知識

ｈ 未来予測に基
づいて主体的に
意思決定できる

ｇ 新たな情報を
用いて未来予測
できる

ｆ 既有の知識・
技能を用いて論
点を分析できる

ｅ 入手した情報
から論点を認識
できる

一般的・評価的
知識（価値）
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内容が理解されていて導き出されるものである。すなわち，４の事実的知識は「経済水域
の価値」の理解を前提に問題化される。「なぜ経済水域がなくなると問題なのか」に対す
る回答としての概念的・説明的知識がなければ，４の重要性を見出すことはできない。つ
まり，②ｂと③ｃは「経済水域の価値」の下位の知識として，日本の面積・形状・位置・国
境，経済水域に対する各国の対応という事実的知識の理解が必要になる。④ｄは，例えば

資料１　地理教科書の内容構造　　単元「日本の広さを調べよう」

（東京書籍『地理７０８平成１８年２月発行pp.３４-３５より筆者作成）

どこまでが日本？日本の領域

１　日本列島は，北海道，本州，四国，九州の四つの大きな

島と周辺の小さな島々から成り立っています。

２　（日本列島は）国土面積は約38万㎢（である。）

３　（日本列島は）北海道から沖縄までおよそ3000km（で

ある。）

４　（日本列島は）弓のようにのびています。

５　日本と外国との国境線が海上に引かれています。

６　そこまでが日本の領域となるわけです。

７　近年，多くの国々は経済水域で得られる水資源や鉱山資

源を沿岸国のもの（としている。）

８（多くの国々は，沿岸国のものとすることを）たがいに認

め合っています。

９　日本には沖ノ鳥島，南鳥島のような離島がある。

10　経済水域は国土面積の10倍以上にもなります。

　領域をめぐる問題

11　北海道の東にある北方領土は，歯舞諸島，色丹島，国後

島，択捉島から成り立っています。

12　（北方領土には）かつて日本人がくらし（ていた。）

13　（北方領土の）周辺の海域は，こんぶやかになどの水産

資源が豊富でした。

14　（北方領土は）日本固有の領土で（ある。）

15　（北方領土には）現在日本人は住んでいません。

16　（北方領土は）第二次世界大戦後にソ連に占領され

17　（北方領土は）ソ連が解体された後も，ロシア連邦に引

き続き占拠されているからです。

18　（北方領土は）1992年からはビザなしでの交流がはじ

まった。

19　（北方領土は）日本人の元島民とロシア人の現島民との

相互訪問が行われています。

20　日本は，北方領土の返還を求めている。

21　（北方領土の返還は）いまだに実現されていません。

事実的知識 → 概念的知識
日本列島の構成島
の位置

日
本
の
領
域

主
権
国
家
の
範
囲
の
確
定
は
、
経
済
権
益
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

経
済
水
域
の
価
値

北
方
領
土
問
題
の
背
景
と
対
応

各国の経済水域へ
の対応

日本の経済水域
の面積

日本列島の面積

日本列島の長さ

日本列島の形状

日本の国境領域

日本の経済水域

日本の構成

北方領土の現在

戦前の北方領土
の歴史

北方領土の日本
政府の見解

戦後の北方領土
の歴史

北方領土の人的
交流

北方領土の外交

北方領土の構成

北方領土の資源
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北方領土と沖ノ鳥島を事例として，「なぜ北方領土『問題』なのか」を問うことで評価でき
よう。さらに主権国家とは何か，国境線と経済水域との関係について，総合的にその理由
が書けるかどうか，また最近の竹島や尖閣諸島を巡る国際関係などの例を利用してそれら
を説明することができるかどうかなどを見ることが考えられる。

（２）知識と問いの一致
資料３は，資料１の事実的知識・概念的知
識に対応した問いである。事実的知識を導
く問いは，「いつ，どのくらい，どのよう
か，何か」になる。概念を導く問いは，「日
本の領域はどのように画定されるか」，「各
国は経済水域にどのように対応しているか」
であり，経済水域の価値についての影響・
結果・理由・類似性・傾向性などの知識が
導かれる。これが「なぜ主権国家が持つ領
域の画定が外交問題になるのか」の説明に
使用される。すなわち，経済水域の確保が
沿岸国に水資源や鉱山資源などの経済的な
恩恵をもたらすことが説明される。
以上，問いと導く事実的知識を一致させる
ことにより，知識間をつなぐ知的技能を見
る作問が可能となることが示される。そこ
で，表１の①ａ〜④ｄの活用力を評価する
具体的な問題例を前述の教科書の内容にあ

資料２　単元「日本の広さを調べよう」読み物資料「沖ノ鳥島の護岸工事」内容構造

地理にアクセス  沖ノ鳥島の護岸工事

1　日本の南端は,沖ノ鳥島（東京都）です。

2　【（沖ノ鳥島（東京都）は】無人島です。

3　【（沖ノ鳥島（東京都）は】満潮時には，写真のように大

小二つほどの大きな岩が海上に1mほど顔を出すだけとなっ

てしまいます｡

4　【（沖ノ鳥島（東京都）】この島がなくなってしまうと,

日本は約40万㎢もの経済水域を失ってしまいます｡

5　日本の国土面積が38万㎢です。

6　【（沖ノ鳥島（東京都）の経済水域は】いかに広大な水域

かがわかります。

7　日本政府はこの島を波の浸食から守る（ために）

8　【日本政府】は約300億円をかけて護岸工事を行いました｡

沖ノ鳥島による
経済水域の面積

沖ノ鳥島の位置

事実的知識 概念的知識

沖ノ鳥島の現状1

沖ノ鳥島の現状2

日本の面積

水域との比較

日本政府の対応

工事費用

沖ノ鳥島に
よって，日本
の主権の
及ぶ領域
が拡大す
る。

沿岸国は
経済水域
における経
済 権 益を
得る。

事実的知識を導く問い 概念的知識を導く問い

な
ぜ
領
域
の
確
定
が
外
交
問
題
に
な
る
の
か

日本列島はどのような島から

構成されるか

日本の領

域はのど

ように確

定される

か

各国は経

済水域に

どのよう

に対応し

て い る

か。

各国は，経済水域にどのよ

うに対応しているか

日本の国土面積と経済水域

の面積の比はいくらか。

日本列島の面積はどれくらいか

日本列島はどのような形状か

日本の国境はどのようか

日本の経済水域はどのようか

どのような離島があるか

資料３　事実的知識・概念的知識を導く問い
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わせて示したい。

 

ａ　問題発見のための活用力＝入手した情報をもとに問題を発見できる

資料Ⅰ　日本の南端，沖ノ鳥島（東京都）は無人島です。満潮時には，大小二つほ
どの大きな岩が海上に１ｍほど顔を出すだけとなってしまいます。しかし，この
島がなくなってしまうと，日本は約40万㎢もの経済水域を失ってしまいます。
日本の国土面積が38万㎢ですから，いかに広大な水域かがわかります。日本政
府はこの島を波の浸食から守るために，約300億円をかけて護岸工事を行いまし
た。

　　問１　資料Ⅰから，一般常識では考えられないことを見つけて，簡単に書け。
　　（予想される回答）日本政府が約300億円もかけて島の護岸工事をしていること。
ｂ　仮説設定のための活用力＝知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定できる
　　問２　問１の理由として考えられることを，資料１から見つけて簡単に書け。
　　（予想される回答）島が無くなると，日本は約40万㎢もの経済水域を失うから。
ｃ　仮説検証のための活用力＝新たな情報を用いて仮説を検証できる

資料Ⅱ　日本列島は，北海道，本州，四国，九州の四つの大きな島と周辺の小さ
な島々から成り立っています。国土面積は約38万㎢，北海道から沖縄までおよ
そ3000km，弓のようにのびています。地図帳で日本の周辺を見ると，日本と外
国との国境線が海上に引かれています。つまり，そこまでが日本の領域となる
わけです。また，近年，多くの国々は経済水域で得られる水資源や鉱山資源を
沿岸国のものとすることをたがいに認め合っています。日本には沖ノ鳥島，南
鳥島のような離島があるので，経済水域は国土面積の10倍以上にもなります。

　　問３　問２の理由としてもっとも重要な情報は何か，資料Ⅱから見つけて書け。
　　（予想される回答）経済水域で得られる水資源や鉱山資源を沿岸国のものとする

ことをたがいに認め合っている。
　　問４　問２の理由を説明するために資料Ⅱでは足りない情報は何か，書け。
　　（予想される回答）日本の領域（領海）と経済水域の範囲を示すもの（地図）
　　　　　　　　　　　国境と経済水域の違い
ｄ　仮説応用のための活用力＝複数の仮説を応用して事象を総合的に説明できる
　　問５　沖ノ鳥島の護岸工事の理由と，北方領土がロシアから返還されない理由と

の共通点を考えて書け。
　　（予想される回答）経済水域における水資源や鉱山資源を確保のため
　　問６　沖ノ鳥島の護岸工事や北方領土問題と関連の深い，最近の時事的なトピッ

クを見つけて，なぜ関係するのかを説明せよ。
　　（予想される回答）竹島や尖閣諸島の問題を示し，主権国家がもつ領域および経

済水域から利害の対立が起きていることを説明する。
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　事実認識の活用について，具体的な題材に即して，学習の流れと評価方法を示した。次
に，一般的・評価的知識（価値）とその活用について検討してみよう。

（３）推論過程・論証の構造の吟味
　価値認識に関わる活用力は，表１の⑤〜⑧が到達目標として示される。前項に引き続き，
沖ノ鳥島をもとにした学習を想定する。例えば，次のような主張である。

　日本の沖ノ鳥島による経済水域は認められない。経済水域を縮小すべきである。

　この場合，経済水域が認められない根拠は何かが問われる。経済水域は，沿岸からの
２００海里（１８５２ｍ）をさす。前提には領土の確定がある。すなわち，沖ノ鳥島は領土か否か
が争点になる。海洋法に関する国際連合条約を見てみよう。

資料４　　海洋法に関する国際連合条約
第１２１条 第１項　島とは，自然に形成された陸地であって，水に囲まれ，高潮時にお

いても水面上にあるものをいう。
　　　　第３項　人間の居住又は独自の経済的生活を維持することのできない岩は，

排他的経済水域又は大陸棚を有しない。 
第６０条　第８項　人工島，施設及び構築物は，島の地位を有しない。これらのものは，

それ自体の領海を有せず，また，その存在は，領海，排他的経済水
域又は大陸棚の境界画定に影響を及ぼすものではない。

　資料４から表１⑤「論点認識のための活用力＝ｅ入手した情報から論点を認識できる」か
は，沖ノ鳥島が人工島（構築物）であり，島ではないという主張を見出すことができるか
どうか，になる。⑥「論点分析のための活用力＝ｆ既有の知識・技能を用いて論点を分析で
きる」は，沖ノ鳥島の護岸工事がなされたことを既有知識として，その根拠とすることで
ある。⑦「未来予測のための活用力＝ｇ新たな情報を用いて未来予測できる」は，沖の鳥
島により経済水域が拡大することをもとに，現在，生起している竹島や尖閣諸島における
領土問題と結びつけるなど，他の社会事象に同様の問題を見出すことができることである。
そして，⑧「意思決定のための活用力＝ｈ未来予測に基づいて主体的に意思決定できる」は，
その問題に対して判断し意思決定できることである。
　次のような作問例が考えられる。 
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ｅ　論点認識のための活用力＝入手した情報から論点を認識できる
　問１「日本の沖ノ鳥島による経済水域は認められない」という主張がある。それは
なぜか。海洋法に関する国際連合条約の第121条及び第60条をもとに説明しなさ
い。

　（予想される回答）海洋法第121条によれば，「島とは，自然に形成された陸地であ
って，水に囲まれ，高潮時においても水面上にあるものをいう」また，第60条
によれば，「人工島，施設及び構築物は，島の地位を有しない」とある沖ノ鳥
島は護岸工事によって人工的に保たれている島であり，また第60条3項の人が
住んでいないという事実により島とはいえず，よって領土沿岸からの200海里
経済水域は認められない。

ｆ　論点分析のための活用力＝既有の知識・技能を用いて論点を分析できる
　問２　次の資料を見て，何が争点になっているかを見つけて書け。

　　韓国の主張・日本の主張　新聞記事　　（略）　 　　　　　　　　　　　　　　

　（予想される回答）韓国，日本のそれぞれの主張は何か。いずれかの立場に立って，
自らの主張点をいくつか見つけて箇条書きで書けている。

ｇ　未来予測のための活用力＝新たな情報を用いて未来予測できる
　問３　今後，両国においてどのような主張がなされるか，論を補強する資料をで

きるだけ，多く見つけて書け。
　（予想される回答）
　　韓国　独島として歴史的にも韓国の領土である。
　　日本　島根県に属している。
ｈ　意思決定のための活用力＝未来予測に基づいて主体的に意思決定できる
　問４　どのような解決策が考えられるだろうか，自分の考えを書け。
　（予想される回答）
　　さまざまな視点から検討し，合意形成に向けての調整案が出せる。
　　いくつかの根拠をあげ，自らの考えを論理的に展開できている。領土問題解決
の難しさが書けている。



－ 34 －

　上記の問２〜４については，トゥールミン図式を利用することも考えられる。

　

図１　  トゥールミン図式
　Ｄ：根拠や事実をもとに，それをどのようにＷ：理由づけてＣ：主張を導き出し，さらに理由
を何によってＢ：裏付けるのか，Ｒ：例外となる反証や留保条件Ｑ：限定などを示し，主張・結論
がどのように導かれたのか，その構造を整理できる３）。

　例えば，図１は「竹島は日本の領土である」とする日本の主張である。これに対し，反
論を問うことも可能である。また，Ｄ・Ｗ・Ｂ・Ｒ・Ｑ・Ｃのいくつかを示しておき，いずれ
かを書かせることもできよう。また，Ｂに対し「利害が伴う」ならばどうかという疑問も
提出できる。前提となるＢの裏付けをさらにどのように証明するのかを問題にすることも
できよう。このように，一般的・評価的知識（価値）の活用力について，正当化過程を吟
味することで評価することができよう。以上，表１の単元の評価規準の基本形に沿う地理
の具体の作問例を示してきた。次節では，例を歴史に変えて，さらに評価問題作成の具体
を示し，授業場面において一般化される評価モデルを提案する４）。

３　社会科における「活用する力」の評価問題をどのように作成するか
（１）探究に関わる評価問題
　探究に関わる評価問題は，社会のしくみ・社会構造を説明する仮説の形成と，それらの
分析過程を見とるものとしてつくられる。例えば，歴史の問題を作成する。
 

Ｄ：事実・根拠
サンフランシスコ平和条約の起
草で，韓国は日本が放棄すべき
領土に竹島を含めるよう要請し
たが，米国は竹島が日本の管轄
下であるとして拒否した。

Ｒ：留保条件
米国が日本との関係に利害がな
い限り

Ｃ：主張・結論
竹島は日本の領土
である。

Ｑ：程度
多分，恐らく

Ｗ：理由
米国は国際的な公正の見地から
判断した。

Ｂ：理通の裏付け
利害が伴わなければ公正な判断
ができる。
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　問１の構成は，絵画資料から〔情報の取り出し〕を行い，次に〔分析の視点を与える〕
さらに〔情報の整理〕をさせることが必要である。そして，〔仮説の設定〕により，理由を
説明させるものとなっている。その際，Ｘの資料を学習者が使用することにより推論可能
な工夫が必要となる。次の問２は，問１で習得された学力による応用問題になる。

　問２（１）は，追究したい問いを出させることで，情報をどのように取り出すかを見る。
（２）は歴史研究の方法としてインターネットを利用し必要な情報を取り出し整理して，
定期市が開催された場所を特定し，その傾向性を考え合わせる。これは問１（３）の理由
付けの検証を意図している。そして，（３）は発展問題として，ある概念（町の形成）を象
徴する絵画資料との比較から，一般性や共通性を見出すものとして構成する。このように
歴史における評価問題の作成では，社会事象・概念の識別・確認を行い，獲得している知
識や概念を適用させることが考えられる。小問では，なぜそのように考えたのか，その理
由を，資料を用いて説明させる工夫をすることである。その際，個々の資料に対する解釈
を段階的に示させることが必要になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問１　資料を見て，あとの（１）〜（３）
の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）資料を見て，気づいたこと，思った
こと，考えたことを書け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）絵の中の人物はどのような仕事をし
ているか，推測して書け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）このような屋敷は，山の頂上や山間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部につくられず，交通や水利の便の
良い場所に作られたのはなぜか，その理由をＸの資料と関連させて説明せよ。
Ｘ…武士（荘官も含め）らが役目として，税の取り立てや定期市の開催など経済活動
に携わったことが理由として述べられるような資料を用意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問２　次の資料を見て，あとの（１）〜（３）
の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）資料から追究したい問いを書け。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）○日市，○日町がつく地名をインターネ

ットで調べなさい。どのような場所にあ
るか，その傾向性を書け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）宿場町，城下町，門前町の中から絵画資
料を一つ選び，読み取れることを書け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注…町を形成する要素は何か，一般性・共
通性についての解釈を書かせる問い
を工夫する。

（『新しい歴史』東京書籍，P.64より）

（『歴史資料集』新学社，P.47より）
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（２）意思決定に関わる評価問題
　次に，意思決定に関わる評価問題の例を示す。例えば，歴史上の人物や政策に対する評
価問題を作成することができる。その際，事実と価値を区別させる，自らが判断した内容
とその結論を導いた手続きを示させるなどの工夫ができる。

　ア　人物評価の例
（１）次の資料をもとに，田沼意次に対する評価をしなさい。
　　Ａ「幕府と商人中心の賄賂政治」，Ｂ「貿易奨励による経済政策」の見解
（２）田沼政治の評価が分かれるのはなぜか，資料Ｃをもとに事実と価値を区別して執筆
者の判断に下線を引け。

　　Ｃ「賄賂政治批判をした辻善之助『田沼時代』岩波文庫などからの一部引用」
（３）当時の人々は，田沼政治をどのように見ているのか，Ｄから読み取れることを書け。
　　Ｄ落書「白河の清きに魚も住みかねて…」

　イ　政策評価の例

　ア，イは歴史上の人物や政策に関わる意思決定に対する評価を行い，その判断過程をみ
る。そこでは利用される資料の選択，妥当性や適切性が問われる。また，資料を根拠にし
て，どのように自らの評価が正当化されているのか，その過程を見る。前述のトゥールミ
ン・モデルの利用による主張や根拠，理由付け，情報・証拠の利用が適用できよう。
　評価手段については，論述式やレポートなどの記述が要求される。

次の資料をもとに，老中阿部正広の政策に対する評価をしなさい。

　嘉永7（1854）年2月10日，再度訪れたペーリー艦隊が横浜に上陸した。老中阿部正
弘は，一方では朝廷に報告し，他方では諸大名や儒者，浪人，町人にいたるまで意
見を徴した。彼は御三家の一つ水戸藩主徳川斉昭を海防参与とし，越前藩主松平慶
永や薩摩藩主島津斉彬に接近した。　　　　　　　　注…水戸藩は攘夷派

（１）幕府の勢力が衰えていたことを，幕藩体制のしくみから説明せよ。
（２）島津斉彬に接近する必要があったのはなぜか，阿部のねらいを推測して書け。
（３）右の表をみて，ａ・ｂの問いに答えよ。
　　ａ　1858年に老中井伊直弼は，日米修
好通商条約を締結した。その理由を
表から推測して書け。

　　ｂ　1857-58年の「意見なし」について，
現在の日本の政治に通じるところが
ある。それはどのようなことか，簡
単に書け。

（４）1854年日米和親条約を結んだ阿部正弘の決断について，資料を収集し，評価しな
さい。（レポート　字数指定）

開国をめぐる諸藩の変化
1857-58年1853年54藩，34藩
   11.7％　 3.7％積極的交易論
   47.0％　25.9％許容論
   11.7％　48.1％拒絶論
    8.8％　14.8％開戦論・攘夷論
   20.8％　 7.4％意見なし

朝日百科『日本の歴史』93，p.140より作成
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４　社会科における「活用する力」の評価観点―問いと求める回答の一致―
　事実的知識・価値的知識のそれぞれにおいて，活用の段階，問いと導かれる回答が想定
される。回答は知識の質と構造によって区別される。事実的知識における活用は知識の積
み上げの論理性であり，価値的知識における活用は知識の利用の妥当性である。換言すれ
ば，事実的知識の活用では探究における論理性のプロセス，価値的知識の利用では意思決
定における正当化のプロセスの違いを見出すことができる。次のような表に整理できよう。

　評価手段としては，授業過程でのワークシートやノートのポートフォリオ評価の他に，
授業で用いたものとは別の事例の中から目標とした知識・技能を発見させたり，習得した
知識や技能を応用して事象を説明・解釈させたりするテストが考えられる。 

導かれる回答問い評価観点技能

数字，人名，位置・地
名，年号，用語，語
句，固有名詞など

・情報・データ，資料の
読み取り，比較
・問題の特定（問題は何
か）

ａ入手した情報をも
とに問題を発見でき
る

①問題発見のため
の活用力

事
実
的
知
識
の
活
用

個別的・説明的知識

既有知識との結合
資料

・予想，理由付け（なぜ
そのようになっているか）
・仮説，論理的推論（多
分〜だろう〜である）

ｂ知識・技能を用いて
問題に関する仮説を
設定できる

②仮説設定のため
の活用力

一般的・説明的知識
仮説の験証

・検証，解釈，理由の裏
付け
（〜から，〜によると，
〜である）

ｃ新たな情報を用い
て仮説を検証できる

③仮説検証のため
の活用力

理論・法則
概括的・説明的知識

・複雑な推論，解釈，応
用，総合（他にはないか，
一般的に〜である，と同
じである）

ｄ複数の仮説を応用
して事象を総合的に
説明できる

④仮説応用のため
の活用力

評価的・規範的知識・論点・争点は何かｅ入手した情報から
論点を認識できる

⑤論点認識のため
の活用力

価
値
的
知
識
の
活
用

評価的・規範的知識を
導く論理構造

・理由は何か，
（どのように正当化され
るか）

ｆ既有の知識・技能を
用いて論点を分析で
きる

⑥論点分析のため
の活用力

評価的・規範的知識の
正当化過程の吟味

・価値判断，理由付け
（〜はよい，悪い，すべ
き，すべきでない）

ｇ新たな情報を用い
て未来予測できる

⑦未来予測のため
の活用力

理論・法則
概括的・説明的知識

・意思決定，選択（どち
らがよい）

ｈ未来予測に基づい
て主体的に意思決定
できる

⑧意思決定のため
の活用力
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＜注＞
１）森分孝治『現代社会科授業理論』明治図書，１９８４年pp.５９-８０
２）岩田一彦『社会科の授業設計』明治図書，１９９１年，p.１０５
３）スティーヴン・トゥールミン著，戸田山和久，福澤一吉訳『議論の技法』東京図書，
２０１１年

４）評価問題の開発の論理について，日本教材文化研究財団『思考力・判断力を問う中学
校社会科テスト問題の開発研究』２００８年を参考にされたい。

（峯　明秀）
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第Ⅱ部　社会科の「活用する力」の育成と評価に関する実践 
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第１章　地理的分野における「活用する力」の育成と評価

１　「活用する力」に関する地理の先行実践分析と課題
　活用力を育成する地理的分野の授業については，第Ⅰ部第２章において探究学習の場合
を例示した。ここでは，まず活用力を育成する意思決定学習の先行実践を取り上げてその
特質と限界を述べる。次に「活用する力」に関する評価問題について，第Ⅰ部第２章にお
いて取り上げたものとは別の探究学習の先行実践を取り上げ，その実践例の特質と限界，
活用力評価への示唆について述べていく。

（１）意思決定型地理授業分析―硲茂樹「東北地方の人口を増やすためには，どうすれば
よいだろう。―人口減少は，地域社会にどのような影響があるのか―」１）―

　意思決定学習の地理授業として，硲茂樹「東北地方の人口を増やすためには，どうすれ
ばよいだろう。―人口減少は，地域社会にどのような影響があるのか―」がある。

ア　硲実践の概要

○小単元の構成（４単位時間）
　Ⅰ　東北地方の概観（自然環境，東北各県の位置と歴史，人々の暮らし，土地利用と
　　産業，交通網など）
　Ⅱ　仙台とその都市圏の拡大（拡大する仙台市とその周辺地域の変貌，人口の過密・
　　過疎化にかかわる課題）
　Ⅲ　人々の暮らしと産業（米作りと果樹栽培，伝統工業と新しい工業）
　Ⅳ　交通の発達と地域の変貌（交通網の整備と暮らしの変化）

○ファックス教材による展開
　上記の小単元の学習展開に対応して，以下のようなファックス教材が活用される。
　 フ ァ ックス教材 １…「Ⅰ東北地方の概観」で使用。人口分布の様子を交通網の整備と

関連させて考えさせる。
　　　　　　　　２…「Ⅱ仙台市とその周辺地域」で使用。過疎地域と過密地域におけ

る生活面で困っていると思われることを，写真をみて自由に書き
出させる。

　　　　　　　　３…「Ⅳ交通の発達と地域の変貌」で使用。
　　　　　　　　　　①鉄道と道路網，伝統的な産業と新しい産業（ＩＴ関係中心）の分

布を地図に書き入れさせる。
　　　　　　　　　　②東北地方への新しい工業の進出は地域にどのような変化をもた

らすかを予測させる。
　　　　　　　　　　③人口を増加させるためのアイデアを書かせる。その際，理由と

実現のために必要となる条件，その後の影響などを書かせ，ア
イデアの有効性を検証させる。

○硲実践のファックス教材にみる「問い」と「答え」
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　※（ａ）～（ｆ）の記号は，筆者が説明上便宜的に記したものである。
（硲茂樹「東北地方の人口を増やすためには，どうすればよいだろう。―人口減少は，地域社会にどの

　ような影響があるのか―」，大杉昭英編『中学校社会科活用学習のファックス教材集―地理編―』明治

　図書，２０１０年，pp.７４-７７より筆者作成。）

　ファックス教材 １
　　問い：岩手県の主要都市の人口はどのように分布しているか考えてみよう。また，

なぜそのように分布しているのかまとめよう。
　　　　　（人口分布にどのような特色があるか。）
　　答え：人口分布は交通の発達している平地に見られる。
　　　　　　→人口分布と交通，地形との関係の考察（ａ）
　ファックス教材 ２
　　問い：教科書や地図帳などから過密地域と過疎地域の写真を探し，それぞれについ

て生活面で困ると思われることを書き出してみよう。
　　答え：人口過密地域では，交通渋滞や住宅問題，開発の問題など。
　　　　　過疎化の地域では，交通の不便さや商店の減少，自治の維持の困難など。
　　　　　　→過疎・過密地域でみられる問題の発見（ｂ）
　ファックス教材 ３
　①問い：地図に鉄道網と道路網，伝統的な産業と新しい産業の分布（ＩＴ関係中心）を

書き入れよう。
　　答え：交通網と新旧産業の分布
　　　　　　→新しい産業の立地についての考察（ｃ）
　　　　　　（交通網の整備や広い工業用地の確保と新しい産業の立地との関係）
　②問い：この新しい産業が進出してきたことは，その地域にどのような変化をもたら

すか。
　　答え：（人口の増加，商店街の活性化や新しい店舗の建設などサービス業の拡大，
　　　　　地方自治体の税収の増加と道路の整備，など）
　　　　　　→工業進出による地域への影響についての考察（ｄ）
　③問い：東北地方の人口を増加させるためのアイデアを考えてみよう。
　　　ｓｑ：私のアイデア
　　　　　その理由
　　　　　実現のためには，どのような条件を整える必要があるか。
　　　　　周囲への影響はどうか。
　　　　　考えたアイデアは有効であるか。
　　答え：（「もっと高速道路を整備する」）
　　　　　（条件…工事費や環境問題，土地収用など様々な課題）
　　　　　　→人口増加のための提案（ｅ）とその検証（ｆ）
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図１　ファックス教材の実際（ ３ ③部分）
（硲茂樹「東北地方の人口を増やすためには，どうすればよいだろう。―人口減少は，地域社会にどの

　ような影響があるのか―」，大杉昭英編『中学校社会科活用学習のファックス教材集―地理編―』明治

　図書，２０１０年，p.７７より。）

イ　硲実践の特質―活用力を育成する意思決定学習―
　本単元は，東北地方の地域的特色を捉えさせるとともに，過疎・過密問題について考え
させ，東北地方の人口を増やすためにはどうすればよいか，過疎問題の解決について意思
決定させることをねらいとしている。
　第Ⅰ部で述べられた意思決定の場合の学習モデルに，硲実践の概要にある人口分布と交
通との関係（ａ），過疎・過密地域でみられる問題（ｂ），交通網と新しい産業との関係（ｃ），
工業進出による地域への影響（ｄ），人口増加のための提案（ｅ）とその検証（ｆ）を当ては
めると，次のようになる。

図２　硲実践の意思決定学習の過程

③東北地方の人口を増加させるためのアイデアを考えてみよう。

　↓実現のためには，どのような条件を整える必要があるか。

　↓周囲への影響はどうか 考えたアイデアは有効であるか。

　　↑その理由

⇨

私のアイデア（「どこで〈地図を活用〉）」「どのようなこと」等を踏まえて考える）

よい影響 結論（根拠をあげて提案しよう）

悪い影響

情報の入手→①論点の認識→②論点の分析→③未来予測→④意思決定
　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　　　↓
　　　　（既有の知識・技能）　（新たな情報の入手）（高次の知識＝価値の習得）

（ａ）・（ｂ） （ｄ） （ｅ）

（ｃ） （ｆ）
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　まず，岩手県の交通網と人口分布の主題図の読み取りを通して人口分布と交通との関係
（ａ）を獲得し，さらに，教科書や地図帳などに掲載されている写真から生活面で困る過
疎・過密地域で見られる問題（ｂ）を獲得する。これらの情報から，明示的ではないけれ
ども，東北地方には人口分布に疎密があってさまざまな問題が引き起こされおり，解決の
必要性があり（①論点の認識），それは交通との関係から引き起こされていることが認識さ
れる（②論点の分析）。次に交通網と人口分布の読み取りに加えて新しい工業が進出するこ
とによる人口増加や地域活性化についての新たな情報を入手することによって（ｃ），これ
も明示的ではないけれども，「交通網を整備すれば人口が増える」，「新しい工業が進出す
れば人口が増える。また地域も活性化する」という理論的な知識を習得・活用して未来予
測をし（ｄ），東北地方の人口を増加させるためのアイデアを提案（意思決定）する（ｅ）。
そしてさらに，その自分のアイデアについて実現可能性の視点から検証して自分のアイデ
アを再評価し，より高次の提案へと高めるようになっている（ｆ）。
　このように，硲実践は活用力を育成する意思決定の学習モデルの典型事例として位置付
けることができる。

ウ　硲実践の限界性―硲実践改善の方向性―
　上記のように活用力を育成する硲実践ではあるが，課題もみられる。それは意思決定の
質的保証の問題である。本単元は，過疎地域の人口を増加させるにはどうしたらよいか，
という問いの解決に向け，交通網の整備や新しい産業の進出が人口の増加をもたらす，と
いう一般的な傾向性（分析的理論）を根拠に，人口増加のためのアイデアを提案するもの
になっている。第Ⅰ部第２章でも述べたように，意思決定においてより深く，より正確な
判断を行うようにするためには，その判断の根拠となる事実認識がより体系的で，より間
違いが少ないことが求められる。すなわち，意思決定の根拠となる分析的理論の質の高さ
が，意思決定の質の高さを保証するといえる。しかし，本単元における意思決定の根拠と
なる分析的理論は，「交通網を整備すれば人口が増える」，「新しい工業が進出すれば人口
が増える。また地域も活性化する」というもので，生徒にとって比較的容易に習得可能な
ものであり，知的に挑戦するレベルのものではない。ここに，本単元の意思決定の質の保
証における限界性がみられる。
　それでは，本単元を具体的にどのように改善したらよいだろうか。その改善の方向性は
本単元に内在している。本単元では，図１にみられるように，ファックス教材 ３ ③にお
いて，「私のアイデア」の限界性を条件や影響面から批判・吟味（検証）させるものとなっ
ている。ここを充実させるのである。東北地方の過疎地域で人口増加が容易に進まないの
はなぜか。それは「私のアイデア」くらいでは過疎地域の人口を増やそうにも容易には増
やすことができないからである。より本質的な問題がそこにあるからではないだろうか。
そもそも社会問題が問題として立ち現れるのは，これまで多くの人たちが考え，取り組ん
できたけれども，未だに解決せず，未だに問題として認識されているからではないか。本
来は，ここから東北地方の人口を増やすにはどうしたらよいか，という真の意思決定学習
を始める必要があるのではないだろうか。その際は，おそらく東北における人口増加を期
待したいが，思うように解決しない本当の社会問題が問題として浮き彫りになり，生徒は
問題を目の前にして立ち止まり，迷い，容易に意思決定して提案することができない状況
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になるだろう。しかしそのような状況から絞り出した意思決定だからこそ，その問題と解
決に向けた生徒の意思決定は生徒にとってとても切実で，自らの知識と価値を総動員させ
た，より貴いものとなるのではないだろうか２）。

（２）活用力を評価する地理テストの実際―単元「経済成長と消費に沸くアジア」の評価
　　問題―
　ここでは，まず活用力を評価する評価問題の実際について，具体的にみていく。そして，
次に指導と評価の一体化の視点から，評価問題と授業実践例との関係をみていき，その評
価問題の特質と限界性，活用力の評価問題への示唆を述べることとする。

ア　中本和彦実践「経済成長と消費に沸くアジア」３）の評価問題
　活用力を育成する「理論的知識を習得・活用させる社会科授業」のうち，「地域的特色を
解釈させる地理授業」として，中本和彦実践「経済成長と消費に沸くアジア」がある。そ
の評価問題として示されているものが，以下のものである。

 問　近年，砂糖の国際価格が上昇し，日本でも砂糖の値段が高くなってきています。
 　　なぜ砂糖の価格が上昇しているのでしょう。天候不良による価格の上昇ということ
以外に，アジアの国々の経済成長や消費生活と関連づけながら説明しなさい。
　（※「砂糖の国際価格の動き」については，独立行政法人農畜産業振興機構ＨＰ参照。）

（中本和彦「『見方・考え方』を中核にした地誌学習―経済成長と消費に沸くアジア―」，小原友行・永

田忠道編著『「思考力・判断力・表現力」をつける中学地理授業モデル』明治図書，２０１１年，p.６５より。）

　どのような解答が考えられるだろうか。そして，この評価問題を解くには，どのような
学力が必要であろうか。まず，前提として砂糖が嗜好品に関わるものであるという知識が
必要であろう。次に，砂糖の価格の上昇という変化の理由が問題の意図として問われてい
ることを読み取る必要がある。そして，それらを踏まえた上で，日本を含めた国際的な砂
糖の価格の上昇と，アジアの国々の経済成長や消費生活の変化との関係を考察すること，
その考察の結果を表現することが必要である。ただし，その考察のためには，「アジアは
人口が多い」，「アジアは近年急激に経済成長をしている」，「アジアは経済成長に伴って消
費が拡大している」という事実的知識の他に，「経済成長が嗜好品の消費を高める（誇示的
消費）」，「（供給量が一定の場合）需要の増加は価格を上昇させる」という理論的知識が
必要である。この評価問題を解く最大の鍵は，理論的知識，特に誇示的消費についての理
論的知識を習得しており，活用することができるか，という点にある。解答の一例を示す
ならば，次のようになろう。
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解答例
　 巨大な人口をもつアジアの国々は，近年，（開放政策や市場の自由化などによって外
国企業の進出や工業化が進み，）急激に経済成長しており，それに伴って人々の嗜好品
の消費が増加し，砂糖の消費も増加している。そのため，砂糖の国際需要を押し上げ，
砂糖の国際価格を上昇させている。

　それでは，どのような授業実践に基づいた評価問題なのか，次に実践の概要をみてみよ
う。

イ　中本和彦実践の概要
○単元目標（以下Ｉ～Ⅳは単元展開ＰＡＲＴⅠ～Ⅳに対応）
　【社会的事象についての知識・理解】
　Ⅰ　「アジアの経済成長と消費生活の様子」と「コーヒー」を事例に，アジアの人々の
生活と自分たちの生活との関わりを理解する。

　Ⅱ　「経済の自由化」が，巨大な人口を抱えるアジアを急激な経済成長に向かわせたこ
とを，インドを事例に理解する。

　Ⅲ　「消費社会論」を用いて説明されるインドの消費生活を理解するとともに，その応
用として説明される消費に沸くアジアの社会について理解する。

　Ⅳ　経済成長し，消費に沸くアジアと日本の経済成長期，及び現在の消費生活を比較す
ることによって，日本について理解する。

　【社会的な思考・判断・表現】
　Ⅰ　アジアを概観し，自分たちとの関わりを考察する中で，「なぜ」の問いをもつことが
できる。

　Ⅱ　なぜ，インドが急激な経済成長を遂げているのか，人口や言語などといったインド
の潜在的条件と「経済の自由化」を関連付けて考察することができるとともに，その
考察結果をアジアの他の国々についても活用して考察することができる。

　Ⅲ　なぜ，インドが豊かな消費生活をしているのか，「消費社会論」をもとに考察し，イ
ンド社会を解釈することができるとともに，その考察結果をアジアの他の国々につい
ても活用して考察することができる。

　Ⅳ　アジアの経済成長と消費生活の考察結果を活用して日本の経済成長期，及び現在の
消費生活について考察することができる。

　◎上記の考察，解釈した結果を，資料やモデル図を用いて説明することができる。
　【資料活用の技能】
　◎上記の考察の過程で，資料から的確な情報を読み解くことができる。
　【社会的事象への関心・意欲・態度】
　◎　習得した知識を活用して，アジアの国々や日本，さらには他の地域の共通性・相異
性を，関心を持って見つけだそうとする。

　◎　アジアの国々や日本，さらには他の地域における共通性や相異性が見られたとき，
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習得した知識を意欲を持って積極的に活用し，説明しようとする。
　◎　追究活動の中で，他者の説明や解釈に耳を傾け，自らの説明や解釈に誤りがあれば
それを受け入れ，修正し，さらにより深く追究しようとする態度。

○単元計画（全８時間）
　Ⅰ　アジアへの扉　　　　　　　　　　　　…２時間
　Ⅱ　経済成長するアジア　　　　　　　　　…２時間
　Ⅲ　消費に沸くアジア　　　　　　　　　　…３時間
　Ⅳ　日本　日本への応用（活用）　 　　　　…１時間
○単元展開
 学習内容おもな問い・指示過程

・中国，インド，ベトナム，インドネシアなどの
都市部，農村部等の写真
（◎都市部の豊かな消費生活が（都市部で）見ら
れる一方で，（農村部では）貧しい生活をして
いる様子が見られるところ。貧富の差がある
ところ。）

・これらの写真は，どこの国の写真だと思
いますか？

ア
ジ
ア
概
観

１Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
（
ア
ジ
ア
へ
の
扉
）

○新聞には，新興国の消費量が増えてコーヒー
の値段を上げざるを得ないと書いてある。ア
ジアの豊かな生活をしている人々がコーヒー
をよく飲み始めたから，コーヒーの値段が上
がるのではないだろうか。
○経済的に豊かになることで，コーヒーをはじ
め，自動車や携帯電話など様々なものを消費
するようになっていると言える。

○なぜ，私たちの身の回りでコーヒーの
値段が上がっているのでしょう？

○なぜ，アジアの国々でコーヒーの消費
量が増えているのでしょう？

ア
ジ
ア
と
私
た
ち

２

○アメリカとインドの言語は同じ英語であり，
コミュニケーションがしやすい。
○インドとアメリカとの地理的な位置関係は，
真反対であり（アメリカが夜のときにインドは
昼間），事業を２４時間体制で業務を行うことが
できる。
○インドは人件費も安い。
○大学への進学が高まっており，優秀な人材が
豊富である。
○インドは１９９１年に経済危機に陥った。そのと
きに就任したラオ首相が「新産業政策」を実施
し，「経済の自由化」を推し進め，外国の企業
の進出，大幅な規制緩和を行った。それによ
って，外国の企業が進出した。
○外国の企業は，安い賃金と人口が１１億人と多
いインドの巨大市場を目当てにしてインドに
進出してきた。

◎なぜ，インドは経済成長しているので
しょう？

○なぜ，ＩＴ産業が発展しているのでしょ
う？

○なぜ，インドでは最近になって経済が
発展したのだろう？

イ
ン
ド
の
経
済
の
自
由
化
と
経
済
成
長

３Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
（
経
済
成
長
す
る
ア
ジ
ア
）

◎アジアの国々は，いったいどんなと
ころと言えるでしょう？

唖 阿娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

愛 挨娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

唖

愛 挨

哀
哀
哀
哀

阿
哀
哀
哀
哀

◎なぜ，アジアの国々，特に中国やインドを中心とした国々は，経済成長しているの
でしょう？

◎なぜ，アジアの人々は豊かな消費生活をしているのでしょう？

◎なぜ，アジアの国々，特に中国やインドを中心とした国々は，経済成長しているの
でしょう？
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 ◎なぜ，インドは経済成長しているのだ
ろう？まとめてみましょう。

◎経済的危機に陥ったインドは，「経済
の自由化」によって自由主義体制へと
転換を図った。そのため，「巨大な人
口（市場）」，「安い人件費」，「英語」，
「優秀な人材」といった潜在的条件が
整っているインドに外国企業が進出し，
技術と資本が投入され，高い経済成長
を遂げている。

（例えば，中国における鄧小平を中心とした「改
革・開放経済」への転換，世界一の人口，安い
賃金，日本企業や各国の進出などを調べて，
発表する。）

◎「経済の自由化」が進められる中で，「巨大な
人口（市場）」，「安い人件費」などを求めて外
国企業が進出し，技術と資本が投入され，ア
ジアの国々は高い経済成長を遂げている。
（◎…「経済の自由化」，「高い経済成長」，「巨大な
人口」などを用いて各自が解釈し，論述する。）

○アジアの他の国々でも，経済成長の理
由としてインドと同じようなことが言
えるだろうか？調べてみよう（自由化政
策，人口，安い賃金，外国企業の進出
など）。

　ここまでの学習を通して

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長

４

○経済的に豊かになったから，人々がコーヒー
をはじめ，様々なものを買うようになった。

○「中間層」と呼ばれる比較的に経済的に豊かな
人々が増えていて，その人たちが買っている。
○「高価であること」で他に対する優越感に浸っ
ている。（必要からではなく）優れた自分を見
せたいという欲求を満たすための消費（誇示的
消費）が生まれている。
○アメリカン・スタイルの広告などによってアメ
リカン・スタイルの消費が促されている（依存
効果）。

○味覚や嗜好，生活習慣が洋風化するようにな
ってきている。
○豊かさのために子どもの大学進学を希望する
ようになってきている。
◎豊かになった中間層が，アメリカン・スタイル
の広告によって，消費を促され，マクドナル
ド，洋服，洗濯機などを消費している（依存効
果）。それらの消費によって，振るまい方，味
覚，価値観（清潔感）などが変化させられ，ア
メリカン・スタイルの生活習慣となっていった
り，カフェ・ブームに見られるようなアメリカ
ン・スタイルの消費によって欲求を満たすため
の消費（誇示的消費）を生み出したりしている。

◎なぜ，インドの人々は豊かな消費をし
ているのでしょう？２時間目の学習を
思い出してみましょう。

○どんな人々が買っているのでしょう？

○なぜ，カフェブームが起こっているの
でしょう？なぜ豊かになったら，人々
はコーヒーを飲むようになるのでしょ
う？

○このような消費は，インドの人たちに
どのような影響を及ぼすでしょうか？

◎なぜ，インドの人々は豊かな消費をし
ているのでしょう？

イ
ン
ド
の
豊
か
な
消
費
生
活　

−
カ
フ
ェ
ブ
ー
ム
と
ヨ
ガ
人
気
−

５Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅲ
（
消
費
に
沸
く
ア
ジ
ア
）

◎なぜ，アジアの国々，特に中国やイ
ンドを中心とした国々は，経済成長
しているのでしょう？

◎アジアの国々は，いったいどんなと
ころと言えるでしょう？

唖 阿娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

愛 挨娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

唖

愛 挨

哀
哀
哀
哀

阿
哀
哀
哀
哀

◎なぜ，アジアの人々は豊かな消費生活をしているのでしょう？

インドの潜在的条件

経済の自由化

外国企業の進出

自由主義経済体制

高い経済成長

人口 人件費

英語 人材

技術 資本
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 ○急激な社会，価値観の変化へのとまどいや不
安，あるいは消費社会を生き抜く上でのスト
レスなどを解消し，癒されるために，「インド
的なもの」をお金で買うという，新たな消費を
生み出している。

・「インド的なもの」へ回帰しようとする動きは，
ヒンドゥー・ナショナリズム運動など，政治的
な影響も及ぼしている。

○なぜ，ヨガや巡礼ツアーといった「イン
ド的なもの」（ヒンドゥー的なもの）が
見直されてきているのだろう？

６

・それでは，これまでのインドの人々の消費についての学習を，次の図を用いてまとめてみ
ましょう。

◎なぜ，インドの人々は豊かな消費をしているのでしょう？
◎経済の自由化によって外国企業が進出し，経済成長する中で「中間層」が拡大し，巨大な
市場を見込んだ外国企業は，宣伝・広告活動や訪問販売・ローンによる販売戦略を導入（社
会的側面）して消費への欲求，さらには消費による優越感の醸成を図る。「中間層」は，
豊かさによる消費への欲求を満たし，優越性の確認を図ろう（精神的側面）と自動車やテ
レビなどの耐久消費財やファーストフード店，カフェなどでのサービスの消費を行う（物
質的側面）。そのような消費は，これまでのヒンドゥー的な慣習に替わって，アメリカン・
スタイルを拡大させ，それらを享受するための就職や教育での競争を加熱させる（社会的
側面）。競争は，さらなるアメリカン・スタイルの価値追求と，急激な変化や競争に疲れた
り，不安になったりした人々にヒンドゥー･アイデンティティの確認を希求させる（精神的
側面）。そしてそれがさらなる教育への投資とアイデンティティ確認のためのヨガや聖地
巡礼などの文化的消費を生み出すことになる（物質的側面）。そのようなヒンドゥー回帰へ
の動きは，ヒンドゥー・ナショナリズムの台頭（社会的側面）へと社会の変化を起こして
いく。

（例えば，中国における「中間層」の生活の様子，
上海のショッピングモールの様子，自動車販
売台数，スターバックスコーヒーなどの進出，
日本旅行客の買い物行動，愛国心運動などを
調べて，発表する。）

◎「経済の自由化」などによる経済発展の中で，「中
間層」が増大し，豊かさによる消費の欲求と誇示
的欲求を満たすために，嗜好品や耐久消費財など
を中心に豊かな消費をしている。また，豊かな消

○アジアの他の国々でも，インドと同じ
ような消費生活や社会の様子が見られ
るだろうか？調べてみよう。

　ここまでの学習を通して

ア
ジ
ア
の
豊
か
な
消
費
生

７

◎なぜ，アジアの人々は豊かな消費生
活をしているのでしょう？

経済の自由化

社
会
的
側
面

外国企業の進出

中間層の増大

宣伝・広告

訪問販売・ローン

アメリカンスタイル

の拡大（＝ヒンドゥ

ー的慣習の衰退）

就職・教育の競争

物
質
的
側
面

教育への投資

文化的消費（ヨガ,

聖地巡礼etc.）

自動車・テレビなど

の購入

ファーストフード店・

カフェでの飲食

精
神
的
側
面

アメリカンスタイル

の価値追求

ヒンドゥー・アイデン

ティティの確認

消費への欲求

優越性の確認

ヒンドゥー・ナショナ

リズムの台頭
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（中本和彦「『見方・考え方』を中核にした地誌学習―経済成長と消費に沸くアジア―」，小原友行・永
田忠道編著『「思考力・判断力・表現力」をつける中学地理授業モデル』明治図書，２０１１年，pp.５４-６５
より筆者一部抜粋修正。）

ウ　中本実践評価問題の特質と限界―指導と評価の一体化の視点から―
　以上のような授業実践と先に示した評価問題との関係を指導と評価の一体化の関係から
みてみよう。
　本実践単元は，中学校学習指導要領社会の地理的分野「ウ　世界の諸地域」を意図して
つくられたものである。「ウ　世界の諸地域」の内容の取扱い及びその学習指導要領解説
（以下「解説」）には，次のように述べられている。

　（内容の取扱い）

 ウ　ウについては，州ごとに様々な面から地域的特色を大観させ，その上で主題を設け
て地域的特色を理解させるようにすること。その際，主題については，州の地域的特
色が明確となり，かつわが国の国土の認識を深める上で効果的であるという観点から
設定すること。また，州ごとに異なるものとなるようにすること。

　　＜『解説』＞
   「この中項目は，世界の各州を対象として，それぞれの①州内に暮らす人々の生活にか
かわり，かつ②我が国の国土の認識を深める上で効果的な観点から州内の特色ある地理的
事象を基に主題を設定し，その追究を通してそれぞれの州の地域的特色を理解させること
を主なねらいとしている（『解説』，p.３２，下線①・②筆者）。

　そのため，本単元は，「解説」の①，②の二つのポイントに対応するよう，次のように単
元設計されている。
  

　費を維持・発展させるための教育的・文化的消
費も活発になっている。その一方で，急激な
生活の変化は，自国の文化へのアイデンティ
ティを目覚めさせ，アイデンティティを確認
するための消費なども生み出している。

（◎…「中間層」，「誇示的消費」，「アメリカン・ス
タイル」などを用いて各自が解釈し，論述する。）

活

◎日本もアジアの国です。日本と比べてみよう。
○日本の高度経済成長期，洗濯機や冷蔵庫など，人々はどんな思いで買い物をしていたのだ
ろう？

○私たちは，ブランドのバッグや服など，どんな気持ちで買い物をしているだろう？
○なぜ，多くの人が勉強し，受験し，大学へ行こうとするのだろう？
○なぜ，京都や奈良を旅行する人が多いのだろう？
○日本では，農村と都市ではどのような差が見られるだろうか？あるいは見られないだろう
か？また，それらはなぜか？

　（オープンエンド）

日
本
へ
の
応
用
（
活
用
）

８Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅳ
（
日
本
）

◎アジアの国々は，いったいどんなと
ころと言えるでしょう？
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①アジアに暮らす人々の生活にかかわる内容
　　　…経済成長とともに豊かさを増すアジアの消費生活を取り上げ，主題としている。
②わが国の国土の認識を深める効果的な観点
　　　…「消費社会論」を見方・考え方（理論）として中核とする。そしてインドの消

費生活を事例として「なぜ」と問い，その背景と影響について追究することを
通して「消費社会論」を習得させ，その見方・考え方を活用して他のアジアの
国々に応用し，共通性や相異性からアジアの地域的特色を理解させる。さらに，
日本にも活用・応用させることによって，我が国の経済成長期，及び現在にお
ける消費生活を考察させる。また，そのために，導入部分に日本とのつながり
を感じさせる工夫をして単元全体の布石を打っている。 

　加えて，表現力の育成においても以下のような表現活動の工夫がなされている。

①「なぜ」の問いに対する表現活動
　　「なぜ」の問いに対して仮説を立て，資料によって検証するといった科学的探究の過
程に沿いながら，生徒自らが自分の考えを発露することができるよう工夫している。
②習得した理論を活用して社会を説明する表現活動
　　習得した見方・考え方（理論）を活用して社会を説明する場を設定している。例えば，
モデル図を用いて説明し，文章化する場を設けている。
③習得した理論を活用して地域を解釈する表現活動
　　習得した理論を活用して地域を解釈し，論じる場を設けている。例えば，「アジアっ
ていったいどんなところ？」と，地域を解釈する場を見方・考え方（理論）を習得す
るごとに複数回設定している（知識の成長）。

　先述したように，評価問題を解く最大の鍵は，消費社会論の下位の理論である「誇示的
消費」であった。また，評価問題は，砂糖の国際価格の上昇を事例に，アジアでの経済成
長と消費生活の変化が日本を含めた国際的な影響を及ぼしていることを問うものであった。
加えて，その考察の結果を文章として説明させることを求めていた。これらは，上記の単
元設定のポイントや表現力育成のポイントに示された指導と合致する。さらに授業で育成
した思考力を問うため，授業では扱っていない砂糖を事例として取り上げることによって，
単なる授業の再生によるテストを巧みに避けるように意図されている。中本実践の評価問
題は，まさに指導と評価が一体となったものといえる。
　ただし，その授業と評価の一体化から先に示した評価問題には限界もみられる。授業で
の大きな学習内容の柱は，アジアの経済成長の理由と豊かな消費生活の理由である。具体
的には，授業では，「◎なぜ，アジアの国々，特に中国やインドを中心とした国々は，経
済成長しているのでしょう？」，「◎なぜ，アジアの人々は豊かな消費生活をしているので
しょう？」と問い，考察させていた。そのため，評価問題においても，「アジアの国々の経
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済成長や消費生活と関連づけながら説明しなさい」となっていた。しかし，この評価問題
では，アジアの経済成長の理由については，十分に解答を迫ることは難しい（先に示した
解答例中の（　　）の部分）。この点については，別の評価問題の設定が必要だろう。

エ　中本実践評価問題が示唆するもの―活用力の育成と一体となった評価―
　中本実践における評価問題は，活用力の育成と評価にどのような示唆を与えるだろうか。
探究学習の過程と活用力は，次のようなものであった。

　＜探究学習の過程と活用力＞

 
　①入手した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力
　②知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力＝仮説設定のための活用力
　③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のための活用力
　④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮説応用のための活用力

　これに当てはめてみると，中本実践評価問題は，問題文と砂糖の国際価格のグラフから
題意を読み取り（①入手した情報等から問題を発見する能力），習得している誇示的消費と
いう消費社会論や市場価格のメカニズムを仮説として設定して（②知識・技能を用いて問
題に関する仮説を設定する能力），問題文と砂糖の国際価格のグラフから事実的な知識を
用いて仮説を批判，吟味し（③新たな情報を用いて仮説を検証する能力），経済成長（経済）
と消費生活（社会）という複数の視点から消費社会論や市場価格のメカニズムといった複
数の理論を用いて総合的に説明することをせまる（④複数の仮説を応用して事象を総合的
に説明する能力）問題であるといえる。まさに，中本実践評価問題は，活用力を評価する
問題の典型であるといえる。そしてそれは，評価と一体となった活用力を育成する指導
（実践）から生まれた評価問題であるといえる。

＜注＞
１）硲茂樹「東北地方の人口を増やすためには，どうすればよいだろう。―人口減少は，
地域社会にどのような影響があるのか―」，大杉昭英編『中学校社会科活用学習のファ
ックス教材集―地理編―』明治図書，２０１０年，pp.７４-７７

２）森分孝治「『なるほど!!』『どうすべきか』」，『教育科学 社会科教育』No.３８３，明治
図書，１９９３年１１月，p.１０参照。

３）中本和彦「『見方・考え方』を中核にした地誌学習―経済成長と消費に沸くアジア―」，
小原友行・永田忠道編著『「思考力・判断力・表現力」をつける中学地理授業モデル』
明治図書，２０１１年，pp.５４-６５　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（中本　和彦） 

情報の入手 → ①問題の発見 → ②仮説の設定 → ③仮説の検証 → ④仮説の応用
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↓　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝理論の習得）
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２　地理的分野における「活用する力」を育成する授業提案

（１）はじめに　
　持続可能な社会を形成するためには，社会に参画し，自立した行動ができる主権者を育
成することが求められる。社会科教育においても，環境問題，資源・エネルギー問題，貧
困の問題，地域紛争等の現代的課題に対する関心と解決に向かう意欲・態度を高め，身近
な場所や地域から改善・変革していこうとする実践的な態度を養う必要がある。
　そのためにも第三世界の地域や国に対する豊かな興味・関心や確かな認識・理解を育む
ことは欠かせない。とくに南北格差の背景や構造，格差が拡大するメカニズムを解明して
いくことが，現代的課題を認識するための起点となり基盤となると推察する。
　今回，「活用する力」を育成する授業提案として，「世界の諸地域」，「（ウ）アフリカ」
の単元（全９時間）を取り上げることにした（中学２年生・実践は平成２１年度，２学期）。
アフリカ州の地域的特色や人々の生活の様子に関する理解を基礎に，極度の貧困が発生し，
解決できないでいることに対しての探究活動を行う。「どのような問題が，なぜ起こるの
か？」「なぜ解決が困難なのか？」等について多面的，多角的に考えさせたい。さらに
「貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現するために世界は何をすべきか？」というこ
とについて自分の考えを１０００字で述べさせる。
　ここでは，原田氏が第Ⅰ部第１章において示した活用力育成の学習過程に基づき，単元
の前半部分では「探究学習」のモデル，後半部分は「意思決定学習」の学習モデルを参照
している。

　【単元の前半】：「探究学習」の学習モデル
　　　　　情報の入手⇒①問題の発見⇒②仮説の設定⇒③仮説の検証⇒④仮説の応用
　【単元の後半】：「意思決定学習」の学習モデル
　　　　　情報の入手⇒①論点の認識⇒②論点の分析⇒③未来予測⇒④意思決定

　このような一連の探究学習活動・意思決定学習において，地理的・歴史的知識や概念を
グローバル課題の解決に活用させたいと考える。

（２）活用する力を伸ばす単元開発をめざして
ア　単元計画の改善
　年間指導計画における単元の配列と各授業の改善に取り組む。「活用する力」を伸ばすた
めにも単元・授業の各レベルにおいて「活用の場面を組み込む」という方法で改善を図る。
　改善案として，単元を「①事実認識過程」「②概念探究過程」「③意思決定過程」の三
段階で構成する（図１）。確かな事実認識，知識をもとに概念を形成し，これらの知識や概
念を活用して意思決定に向かわせたい。
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図１　単元の構成

イ　三段階の学習過程に基づく単元構成
　「①事実認識過程」「②概念形成過程」では教師の指導を軸にして，知識や概念，基礎
的な学習技能の形成を目指す。「③意思決定過程」では生徒が自ら課題を設定し，概念探
究過程で習得した概念や技能を活用し，資料読解をベースにした探究に取り組ませる。さ
らに，社会的論争問題に対する意思決定を行うことも視野に入れる１）。
　「②概念探究過程」を原田氏が示す，探究学習の場合の学習モデル「③意思決定過程」
の意思決定学習の場合の学習モデルで構成する。「②概念探究過程」「③意思決定過程」
の基盤になるのは「①事実認識過程」であり，この過程で学んだ知識を「②概念探究過程」や
「③意思決定過程」において活用できるように計画する。
ア）　 事実認識過程―知る段階―
　社会科学の知見によって吟味された視点や枠組みに基づいて，「事実（社会的事象）」を
選択し，分析や総合を重ねていくことによって確かな社会認識が育まれる。「それ（社会
事象）は何か？」という問いに対して観察眼を働かせ，知識に基づいて社会事象をとらえ
る力を鍛えることがこの過程の目的である。論理的思考や批判的思考を発揮させ，事実は
どうなっているのかということについて問題意識をもって見る（観る）眼を培いたい。
　このためにも，観察して読み取った事実を素材にして，「子どもが興味を持ち，考え込
まざるを得ない課題」「実社会・実生活に直結した課題」などを提示する必要がある２）。
イ）　 概念探究過程－分かる段階－
　この過程では，資料を通して事実を認識した上で，概念を探究することを目的する。と
くに，疑問や知的好奇心を高める資料を知識体系と関連づけて提示し，因果関係，階層関
係，相関関係等，多様な関係に対する問いや気づきを促すことを重視とする。授業では
「情報の入手→①問題の発見→②仮説の設定→③仮説の検証→④仮説の応用」の過程で構
成する。
　「なぜか？」という問いに対して説明する活動が中心になる。資料の読解を通して，「つ
まり～」という抽象度の高い説明と「例えば～」という具体性のある説明，さらに「なぜ
なら～」という，根拠（証拠）を示した説明を加味することによって，より高次の概念や
理論が習得される。個別の知識と概念的知識を統合し，仮説を設定し，検証しながら概念
相互の関係を広げることを通して，応用力や説明力の広い，豊かな知の習得に結びつけて

事実認識

《 知 る 》

習 得 重 視 型 単 元

活 用 重 視 型 単 元

概念探究

《 分 か る 》

意思決定

《広げ・深め、表現する》

熟考し主張する力解釈し説明する力観察し記述する力
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いくことができる。
ウ）意思決定過程－考えを広げ，深め，表現する段階－
　この過程では「どうしたらいいか？」という問い（課題）に対する答えを探究すること
を目的とする。そのために「情報の入手→①論点の認識→②論点の分析→③未来予測→④
意思決定」の過程により授業を構成する。獲得した知識や概念を活用し，教師が設定した
テーマに基づき，自ら課題を設定し探究する過程において，有効な資料の活用を促す。社
会的な論争問題について自分と他者の見解を比較し，解釈の相違を比較したり，合意を形
成したりしながらさらに考えの質を高めさせていくような学習も組み込んでいきたい。

（３）活用する力を支える読解力
　多様なテキストの読解とそれに伴う解釈や熟考，評価によって，ＰＩＳＡ型読解力は向上
し，基礎的な知識とスキルの習得につながる。「書かれたテキストを理解し，利用し，熟
考する」ことは「習得・活用・探究」と同義であり，国語科だけでなく，すべての教科・
領域に通じる重要な学習プロセスであるといえる。ただし，社会科として求められる固有
の読解力の内容と育成すべき方法を明らかにすることが肝要である３）。

ア　活用する力のコアとしての「資料リテラシー」
　社会科授業の生命は資料である。社会科では，とくに資料の読解を基盤とした問題発見
力や問題解決能力，社会科固有の情報活用能力を鍛えることが要請される。本校では，た
とえば，統計データ，地図，年表，写真，景観等を読解する力を高めるため，「資料リテ
ラシー」という用語を用いて小中連携教育を行っている。資料リテラシーは，「資料の特性
に応じて，読み取り，解釈したことを論理的に表現（記述・説明・主張）する能力」であ
る。資料リテラシーは以下の三つの過程に分類することができる。
　①資料の収集・観察－気づいたこと・分かったことを読み取る。
　②資料の分析・解釈－疑問点を出す，予想し，仮説を立てる，他の資料を使って調べる。
　③資料の編集・表現－資料を批判的に吟味する，わかったこと・考えたことを表現する。

イ　資料リテラシーを鍛え，活用する力を高めるための指導方略
ア）問いを構成する指導の充実
①　能動的な受信者を育て，当事者化を促す
　連続型，非連続型テキストを資料として活用するためには，単に資料から多くの情報を
取り出すだけでは不十分である。事実認識，概念探究，意思決定の各過程において，価値
のある「問い」を「問い続ける」ことで読解の質を高めていくことができる。
　そのためには，知的な探究を促す「問い方」の指導が要請される。社会事象に対し「自
分ならどうするのか？」「自分はどうなのか？」といった当事者としての主体的，自発的
な問いかけも必要になってくる。
②　資料からの問い方を教える
　生徒に資料を示して事実をとらえるための視点や方法を習得させ，活用できるようにす
る指導が求められる。問い方のモデル・事例を示すなどして，どう問うことが有効，適切
かを教える必要がある。
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図２　資料リテラシーを高める問い方の例

イ） 書く活動の充実化
①　「書く活動」のレパートリーを拡充する
　書く活動のレパートリーを拡充し，気づきや考えを記述させることが思考力の育成に通
じる。記述文，説明文，主張文だけでなく，取材メモ，図解（関係図・模式図・概要図等），
スケッチ等，書く活動には多様なジャンルがある。考える活動は書く活動と一体であり，
書く活動のレパートリーを拡充することは，論理的思考をはじめ多面的，多角的に考える
学習を促すことにつながる４）。
②　言語活動の充実－国語科との連携を生かす－
　学習指導要領改訂の特色の一つとして「言語活動の充実」がある。新教育課程の中心的
課題は，「生きる力」としての考える力であり，これらの能力は「言語活動の充実」を通し
て実現されるものである。
　国語科だけでなく，すべての教科・領域において「考える力」を「言語活動」と結びつ
け，総合的，一貫的に高めていくことが要請される。社会科では，資料読解と言語活動を
結びつけ，相互に高めるという指導と評価のあり方が問われる。
　しかし，資料を的確に読解する能力が子どもに育っていなければ，単に知識の詰め込み
になってしまう。資料リテラシーを小学校から計画的，継続的，系統的に高める指導を工
夫していかなければならない。
ウ） 各段階に応じた「書く活動」を位置づける
①　事象を観察し，読み取った事実を具体的に書く－事実認識過程における「記述」－
　事実認識過程においては，教師が示した，価値のある，有効な視点に基づいて事実を見
る眼を鍛えていく。そのためには「注意深く観察したことをもとに，詳しく具体的に記述
する」ことを中心に授業を展開する。資料を観察して考えられることや言えることは何か，
分かることは何かということを数多く列挙させ，記述させる。

○事実認識のレベル　
　社会的事象を観察し，記述（描写）する中で，疑問を持たせたり，発見を促したりする。
　①位置に関する問い：どこにあるか。どこに何があるか。どのように分布しているか。それ
　　　　　　　　　　　はなぜか。
　②形態に関する問い：どんな形をしているか。それはなぜか。
　③変化に関する問い：どう変化したのか。変化にどんな法則性があるか。それはなぜか。
○概念探究のレベル　
　知識や概念に基づき，見えない構造や関係，機能を説明する。
　①構造に関する問い：どのような仕組みになっているか。部分と全体はどう関係しているか。
　②原因に関する問い：原因は何か。何が問題になっているのか。どんな問題があるのか。
　　　　　　　　　　　なぜ解決が困難なのか。
　③関係に関する問い：何と関係しているのか。どのような相関関係・因果関係があるか。
○意思決定のレベル
　資料を読解することを通して論理的な意見を構成する。
　①価値に関する問い：どんな価値があるのか。どのような価値観に基づいて考えるのか。
　②立場に関する問い：どのような人々のどのような立場から考えるのか。他の立場から考え
　　　　　　　　　　　るとどうなるか。
　③視点に関する問い：どのような視点で考えるのか。他にどのような視点があるのか。
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②　関係を解釈し，概念や法則を書く―概念探究過程における「説明」―
　社会的事象を理解するということは，その特色や事象間の因果関係，階層関係，相関関
係等を説明できるということである。事実を認識するだけではなく，全体の文脈の中でど
う位置づけられるのか，どういう意味や価値があるのかということについて解釈できると
いうことである。「事象間の関係（因果・階層・相関）を解釈し，説明する」ことを中心
に授業を展開させながら，多様な資料に基づいて，より説明力の高い概念，汎用性の高い
法則へと到達させるようにするのがこの過程における授業の目標である。
③　考えを根拠に基づき，明確に書く―意思決定過程における「主張」―
　意思決定は概念や技能を活用して課題解決に向かうことでもある。自ら課題を設定し，
仮説を立て，資料を収集・読解し，解決方法や提案を主張文という形に構成させる。
　社会科では問題の解決だけでなく，問題の複雑さ，問題発生のメカニズム，解決の困難
さ，問題解決のための条件等について探究し，解明し，論述することも不可欠である。
　課題の探究とともに，課題に対する価値判断や意思決定を伴う過程においては，再度，
概念探究や事実認識に立ち返り，検討を加えることも求められる。

（４）単元名「アフリカ」―アフリカから考える，持続可能な社会のあり方―
ア　単元設定の理由
ア）地域形成のダイナミズムを理解し，問題発生のメカニズムを考える
　学習指導要領（平成２０年版）では「基礎的・基本的な知識を習得する学習」を実施した
あとで「それらの知識を活用」し，「主題を設定し追究する中で，地域的特色が明らかにな
る」学習活動を組織することが期待されている。このことは，地理教育全体に貫かれてい
る視点であるといえる。
　「（ウ）アフリカ」では，以下の主題例が示されている。

アフリカ＜主題例＞モノカルチャー経済下の人々の生活
“第一次産品にたよるアフリカ諸国の人々は，どのような生活をしているのか”という
問いを立て，アフリカ諸国の主要産品，主要国の経済状況と生産物，貿易の様子，主要
生産品とアフリカに暮らす人々の生活との関連，旧宗主国など先進国との結び付きなど
を追究すると，アフリカの脆弱な経済基盤とその理由が明らかになり，アフリカの地域
的特色の理解につながる。

　主題例では，「アフリカの脆弱な経済基盤とその理由」を明らかにすることで，地域的な
特色を理解するという構成になっている。ただし脆弱な経済から脱しきれない要因は複雑
であり，地理的側面だけでなく，歴史的，政治的要因について学習する場が不可欠である。
　とくに，アフリカにおける貧困問題の背景には，歴史的に形成されてきた脆弱な経済，
政治システムがある。また，急激な人口増大，内戦，病気，不平等な資源配分等によって，
極度の貧困から脱しきれていない状況が続いている。
　政治，経済，社会等，複雑に関連づけられる問題の構造を明らかにしながら，解決の困
難さを認識させるとともに解決に向けての展望について考えさせたい。
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イ）グローバルな視野からアフリカの問題を考える
　アフリカが抱える様々な課題は，環境問題，貧困問題，飢餓や紛争，疾病等，極めて深
刻であり，世界全体が共有し，解決を急ぐべき課題である。持続可能な社会について考え
るためにも，アフリカ（ここではサハラ以南のアフリカ＜５０か国＞を指す）の国々に対す
る地理，歴史，政治，経済に関する確かな認識や理解は必須課題である。
　すでに国連のミレニアム開発目標（MDGｓ）には，２０１５年までに極度の貧困を半減させ
ることやHIV／エイズの蔓延を食い止めること，さらには初等教育を完全に普及すること
等が示されている。
　１９９３年には第１回アフリカ会議が東京で開催され，以来，５年ごとに日本で開催されて
いるが，目標の達成には多くの難問がある。グローバルな国際協力と市民の支援をいっそ
う促進すべき時代にきている。
ウ）地域形成のダイナミズムを理解し，問題発生のメカニズムを考える
　アフリカはかつて様々な王国が栄え，独自の文化が育まれてきた地域である。しかし，
アフリカは生徒にとって「暗黒大陸」である。アンケート調査によるとアフリカについて
は偏見に満ちたイメージを持っている者が多い。
　本単元ではグローバル化する貧困問題を軸に，地理的，歴史的背景，政治，経済的特色，
他地域とのつながり等について多面的・多角的に考えさせていく。アフリカにおける地域
形成のダイナミズムや問題発生のメカニズムについて，多様な資料の読解に基づいて論理
的に考える能力や態度を育みたい。
エ）言語活動の充実に向けて
　多様な資料を読み取り，解釈し，主張や合意を構成していくことを重視する。その際に，
文献資料やＩＣＴを充実し，これらを積極的に活用し生徒の学習を深化させていきたいと考
える。ただし，生徒が主体的に学ぶためには，その条件として適切な資料を整え，生徒が
自由に選択し，活用できるようにすることが重要である。
　今回，教師の方で資料（アフリカの地理や歴史，アフリカの貧困問題を理解し，考える
上で基礎となる統計や地図，図書，新聞記事等の資料〈「アフリカデータブック」〉）を
作成し，生徒に配布した。全体把握ツリーや因果関係マップの作成を通して，考えたこと
を図化する学習活動に取り組ませた。学習の成果物として，１０００字提言文を作成させる。

イ　単元の計画（全９時間）
　夏休みに「地域探究レポート」に取り組ませる。発展途上国に暮らす人々の生活の様子
や文化を探究し，発展途上国に対しての関心を高めていくことを目的とする。
　単元の前半では，アフリカの地理・歴史を大観させる。後半では，アフリカの貧困問題
を軸に，客観的な資料に基づき実態把握や原因究明を行う。その上で，「アフリカにおけ
る貧困問題とはどのようなものか？」，「なぜ貧困問題が起こるのか？」「貧困削減を達成
し，持続可能な社会を実現するために世界は何をすべきか？」等について探究し，地理・
歴史の知識を活用しながら考えさせる。
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図３　各過程における主題と活動

ア）事実認識過程：アフリカはどのような地域か？・どのように形成されてきたのか？
　アフリカ地域がどのようにして形成されてきたのかという点について，自然，文化，歴
史の視点から学ぶ。とくに，民族や宗教，言語の分布を無視した国境線策定が，以後の国
家の形成に多くの支障をきたしていることに気づかせたい。
　「発展途上国・アフリカ」という側面だけでなく，独自の歴史的発展を遂げてきた歴史
や多彩な民族文化にも触れ，関心を高めさせていきたいと考える。
①アフリカはどのような自然・社会環境にあるのか？
　―地図・統計年表を活用してアフリカの社会を大きくとらえる―（１時間） 
　アフリカの位置，地域区分，地形，気候，人口，民族，宗教，言語の分布等について統
計地図等を利用して知る機会を設ける。アフリカを自然・人文の側面から大観させる。
　とくに植民地分割競争の名残としての人為的な国境に着目させる。民族や宗教，言語の
分布を無視したこれらの国境線策定が，以後の国家の形成に多くの支障をきたしているこ
とに気づかせる。
②モノカルチャー経済の何が問題なのか？ 
　―一次産品の輸出に依存することの問題点を考える（１時間）―
　アフリカ諸国の主要輸出入品や輸出入額について，教科書や地図帳，教師が準備した統
計資料等で調べさせる。一次産品の輸出に依存した経済（モノカルチャー経済）の様子を
統計資料から把握するとともに，その問題点について考えたことを書かせる。教科書や地
図帳，『統計要覧（古今書院）』を使って，単一の農産物や資源の輸出に頼るアフリカの実
態について説明する。
③アフリカはどのような歴史を歩んできたのか？
　―地図や年表を活用して地域形成の歩みを理解する（１時間）―
　アフリカ史は一般に，「①ヨーロッパとの接触以前」，「②奴隷貿易時代」，「③植民地時
代」，「④解放と独立の時代」に分類することができる。これらの各時代の特色を把握する
ことが地域的特色を理解するための基盤である。アフリカ史を大観し，現代のアフリカが
抱える問題とそれらの問題の実態や原因，解決方法を考えることの意義について認識させ
たい。授業の内容としては，９７５年，１４９７年， １６６０年， １６６０年， １７５０年， １８９０年， １９３９
年のアフリカの歴史地図（米山俊通<１９８６>『アフリカ学への招待』，NHKブックス）を見
せ，アフリカの発展，沿岸部から内陸部に向けて侵略が進められていった経緯を説明した。 

おもな活動主題学習過程

資料（アフリカデータブ
ック）の読解と解釈

アフリカはどのような地域か？・どのように形成
されてきたのか？—アフリカの地理や歴史を大
きくとらえよう！—

（1）事実認識過程
《知る段階》

全体把握ツリーの作成と
考えの記述

貧困とはどのような問題なのか？
—資料の読解を通して，アフリカの貧困問題の
実態をとらえよう！—

（2）概念探究過程
《分かる段階》

因果関係マップの作成と
考えの記述

貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現する
ために世界は何をすべきか？—資料の読解をも
とに考えたことを提言文にまとめよう！—

（3）意思決定過程
《考えを広げ，
　　深める段階》

1000字提言文の構成と作
成
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図４　単元プラン 

活用の観点からの留意点生　徒　の　活　動主　　題時
間

・事前にレポートの構成（目的・方
法・内容と結果の考察・感想や今
後の課題）について指示する。
・レポートの形式にしたがって構成する。

・発展途上国に暮らす人々の生活の文化を
探究することを目的に地域探究レポート
の作成に取り組む。地域の図書館やイン
ターネット等を利用させて調べる。

一　

斉

地域探究レポート
　発展途上国に暮らす
人びとの生活や文化
について調べよう

夏
休
み

・地図帳を見て，地形区分，気候区
分からアフリカの自然的特色をま
とめる。
・アフリカの人口分布，民族，宗教
等の分布図から読み取れることを
記述する。
・資料の読解に基づいてアフリカを
地域区分し，その理由を記述する。

・アフリカの自然と人文について白地図に
まとめる。

・白地図におもな都市の位置や交通網，産
業について整理するとともに，今まで学
習してきた地域（中国・アメリカ合衆
国・ドイツ）と比較し，気付いたことを
まとめる。

・人口ピラミッドや貿易統計等を読み取り，
アフリカ社会の全般的な課題点について
考え，列挙する。

一　

斉

①アフリカはどのよう
な自然・社会環境に
あるのか？

　地図・統計年表を活
用してアフリカの社
会を大きくとらえる

１

・統計資料を活用して，アフリカの
産業や貿易の特徴，モノカルチャ
ー経済の歴史的背景についてまと
める。
・日本がアフリカから輸入している
農産物や資源等について調べる。

・アフリカ諸国の主要輸出入品や輸出入額
について統計資料で調べたことをまとめ
る。

・一次産品の輸出に依存した経済（モノカ
ルチャー経済）の様子を統計資料から把
握するとともに，その問題点について考
えたことを書く。

一　

斉

②モノカルチャー経済
の何が問題なのか？

　一次産品の輸出に依
存することの問題点
を考える

１

・歴史的分野で学んだ知識や歴史教
科書や歴史資料集を活用してアフ
リカ史の概要をワークシートに整
理する。
・ヨーロッパの発展の経緯をアフリ
カの視点で見直す。

・アフリカ年表を読み取り，歴史を大観す
る。また歴史地図をもとにアフリカで栄
えた王国やその後の奴隷貿易，植民地分
割の様子について知る。
・アフリカと欧米先進国との関わりの変化，現
代社会における南北問題について理解する。

一　

斉

③アフリカはどのよう
な歴史を歩んできた
のか？

　地図や年表を活用し
て地域形成の歩みを
理解する

１

・アフリカ諸国の一人当たりのＧＤＰ
や世界の最貧国の分布図，統計グ
ラフ等，放送番組等を読み取り，
アフリカ固有の問題点を説明する。
・複数の原因を探し，相互の関係に
ついて考える。

・資料を根拠にして貧困がどのような広が
りや深まりを持った問題であるか，紛争
との関連等，具体的な例をあげながら全
体把握ツリーで整理する。

・シエラレオネやルワンダ（放送番組）の
事例，コンゴ民主共和国（新聞記事）に
ついて背景をつかむ。

個　

人

④貧困とはどのような
問題なのか？

　資料（アフリカ・デ
ータブック）を読解
し，貧困問題がどの
ような問題か，どの
ような問題と関連し
ているかを考える

２

・極度の貧困状態がどのような事態
を引き起こすのか，社会にどのよ
うな影響を及ぼすのかについて予
想したこと，とくに重要な点につ
いて作成した関係マップを使って
おたがいに説明しあう。

・極度の貧困からどのような問題が発生し，
それがさらにどのような問題を引き起こ
すか（問題の連鎖）について班で話し合
って考える。
・関係マップを相互に交換し，重要なキーワー
ドを選びながら問題相互の関係を整理する。

班

・貧困問題の本質的な原因について，
因果関係マップを使って図示する。
また，作成した図に基づいて考え
を整理する。

・アフリカの貧困問題の原因について
説明文を書くための構想を練る。

・因果関係マップの作成を通して，貧困の
原因について「なぜ」を繰り返しながら
問題の原因を探り，解決の困難性につい
て発見する。

・貧困問題においてもっとも重要な原因に
ついて自分の考えを整理する。

個　

人

⑤貧困の本当の原因は
何か？

　貧困の原因を考え，
重要度が高い（本質
的な）ものについて
考える２

・貧困問題の構造的な要因について
気付いたことを班で相互に交流し，
問題の深刻さについて発表する。

・アフリカが貧困問題からの真の原因をふ
まえて，持続可能な社会の実現に向けて，
これから解決すべき課題は何かについて
話し合う。

班

・私たちの税金が具体的に何にどう
使われるべきか，世界全体で取り
組むべきことは何かということを
資料に基づき，新聞の社説を参考
にして主張を論理的に記述する。
・班で話し合いながら意見を出し合
い，推敲する。提言文は新聞の読
者の欄に送付する。

・貧困の削減が持続可能な社会の実現に向け
て世界的な課題であることに気付かせる。
・貧困を削減するために世界の果たすべき，
もっとも重要なことを提言文にまとめる。
（1000字）

・グローバル課題と日本，地域等の課題と
のつながりについて気付いたことを発表
する。

個
人
・
班

⑥貧困削減を達成し，
持続可能な社会の実
現に向けて日本の果
たすべき役割は何か
？

　提言文を作成し，自
分の主張を訴える

２

アフリカはどのような地域か？どのように形成されてきたのか？＜事実認識＞

貧困とはどのような問題なのか？　貧困の本当の原因は何か?＜概念探究＞

貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現するために世界は何をすべきか？＜意思決定＞
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イ）概念探究過程：貧困とはどのような問題なのか？・貧困の本当の原因は何か？
　アフリカを大観する学習のあと，探究学習（貧困問題に焦点化した発展的学習）を行う。
テーマは「アフリカから考える，持続可能な社会のあり方」である。おもな目的としては
「アフリカの貧困問題の解決に向けて，自分の考えを深めること」「このことを通して，
社会や世界のあり方について考えを深める（探究する）こと」の二点である。
　今回の授業では資料リテラシーの中でも統計の活用力を向上させることも目標の一つで
ある５）。アフリカデータブックには，たとえば，「アフリカの一人当たりのＧＤＰ」「アフリ
カの経済成長率」等の統計グラフがある。授業では複数のビデオ番組（たとえば，『データ
マップ　６３億人の地図―寿命―，NHK，２００４年放送』）も使用し，生徒の興味・関心が高
まるように工夫した。

ウ）意思決定過程：貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現するために何をすべきか？
（３時間）

　「貧困削減を達成し，持続可能な社会の実現に向けて日本の果たすべき役割は何か？」
について，資料に基づいて論点を認識し，分析しながら，自ら意見を構成させる学習活動
である。「全体把握ツリー」「因果関係マップ」を活用し，アフリカの貧困問題に関して，
資料に基づき「世界が取り組むべき課題」について書かせる。授業の一例をあげる。

【授業の目標】＜社会的な思考・判断・表現＞
　・多様な資料の読解に基づき，貧困問題の原因を考えることを通して，問題解決に向け
ての課題を明らかにすることができる。

 準備物指導上の留意点生　徒　の　活　動学習内容

・アフリカの地
図
・中程度の貧困
と極度の貧
困
・一人あたり
の年間所得
・世界の平均寿
命
・アフリカデー
タブック

・「1820年から1992年の極度
の貧困にある人々」等のグ
ラフ（貧困の割合・人数）
を示す（パワーポイント）。
・統計地図を見せて，アフリ
カでは依然として極度の貧
困から抜け出せていないこ
とを確認させる。
・前回記述した200字の文章
（因果関係マップを作成し
て）を読ませる。

・「極度の貧困にある人々」
の割合のグラフと人数のグ
ラフがどう変化したか予想
する。

・二つの折れ線グラフからわ
かることを発表する。

・前時までの学習を振り返り，
貧困問題にはどのような問
題があるのかについて発表
する。

・本時の学習の目的について
把握する。

・前時までの復
習

・本時のねらい
・アフリカで極
度の貧困が
起こってい
る現状を統
計グラフで
確認する。

導
入
５
分

・因果関係マッ
プ

・ワークシート

・「因果関係マップ」を見て，
貧困問題がどのようなこと
がらと関係しているのかに
ついて確認させる。
・特に深刻な影響を与えてい
る，重要度が高いと考える
原因を三つ選ばせる。
・一つに絞らせる。
・4人の班で話し合わせる。
・説明は各自1分とする。

・「因果関係マップ」を眺め，
貧困問題が深刻化している
原因について，重要と考え
るものを選び，ワークシー
トに記入する。

・なぜそれが重要なのかにつ
いて因果関係マップを用い
根拠を示して説明する。

・「因果関係マ
ップ」を活用
し，貧 困 問
題の原因に
ついて考え
る。

展　
　

開

アフリカの貧困問題に
おいて，特に重要度が
高い原因は何だろう？
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（５）成果と課題についての考察
　授業実践の成果と課題について，授業者として考えたことを以下に述べることにする。
○興味や関心を高める教材の開発
　　活用する力を育成する授業づくりのポイントは，生徒の興味・関心を高める教材の開
発に負うところが大きい。今回の授業でも，統計資料だけではなく，ビデオ教材（NHK
放送番組）の視聴，読み物教材（図書・新聞記事）の読解等，多様な資料を生徒に見せ
て，興味・関心を高めるように配慮した。魅力ある教材により，興味や関心を高めるこ
とが，自ら学び，考えようとする意欲，活用する力の土台になると考える。
○資料の見方・資料からの考え方
　　今回の授業では，「アフリカデータブック」と称する資料集を教師が作成し，生徒に配
布した。ただし，資料を配布するだけでは生徒の活用力を高めることはできない。①全
体読み，②吟味読み，③創造読み，というように読解の方法を具体的に指示したり，資
料に対する「問い方」，統計グラフを読み取るための視点や手順を教えたりすることで，
資料に対して広く，深い読み取りが可能になったと考えられる。
○三分野の関連　総合的学習との関連
　　今回，地理・歴史・公民を融合した単元を開発した。このことにより，三分野の相互
活用が促されると考える。今回は２年生の実践であったが，３年生での公民的分野の先
取り的な学習となっている。たとえば，公民的分野の目標に，「社会の諸問題に着目さ
せ，自ら考えようとする態度を育てる」「世界平和の実現と人類の福祉の増大のために，
各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことが重要であることを認識させる」
ことが示されている。このことも今回の単元内容と関連づけられている。
○小中連携の視点から
　　統計リテラシーや地図リテラシー等は，小学校段階から意図的，計画的に身につけて
おくべき能力である。小中において，このような能力の系統表を定めるような連携の仕
方も有効である。資料読解の基準を系統表に基づいて定め，単元や授業の構成に生かし
ていくことで，連携がいっそう進展するものと考える。

・以下の二つの項目に留意し
て方法について考えさせる。

・ワークシートを交換させる。
・何名かの生徒に発表させる。

・貧困の悪循環から抜け出し，
問題を解決していく上で，
取り組むべき課題を考え，
ワークシートに書く。

・各自で書いたことを班内で
交換する。

・個人で考えたことを発表す
る。

・原因究明を通
して貧困問
題を解決す
るための方
策について
考えを深め
よう。

　
　
　

分

４０

新聞記事
・NPO法人・
　TFTの紹介
（日本経済新
聞09/10/19）

・「仕組み」をつくることの
重要性に気付かせる。
・「1000字提言文」の作成に
向けて見通しを持たせる。
・国連開発計画，ミレニアム
開発目標（MDGs）等を示す。

・新聞記事を読む。
・具体的な事例を通して，ア
フリカの貧困問題に対する
関わり方についてのヒント
を得る。

・「1000字提言
文」の作成に
向けて見通
しを持つ

ま
と
め　

５
分

アフリカが「貧困の悪循
環」から抜け出すために
世界はどういうことに
取り組むべきだろう? ○貧困問題の解決につ

ながる，重要度が高
いものであること。
○実現可能性があり，
具体的なものである
こと。
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　今後の課題点については以下の通りである。
・「貧困問題」にポイントを絞って学習に取り組ませたことで，確かに生徒の課題意識を
高めることができたが，「アフリカ地誌」の理解に関しては不十分さが残った。動態的地
誌における指導のあり方についてのさらなる実践研究が必要である。
・習得した知識や技能をどれだけ活用しているか，あるいは活用力がどのように高まって
いるのかについての検証が不十分である。他の単元についても，活用の場面を組み込ん
でいるものの，活用力に大きな差があることが課題である。単元レベルでの活用型授業
の構成とともに，一単位時間における活用場面の工夫が必要である。
・活用する力を高めるためには，活用重視型単元を構成し，知識や技能を活用する場面
（調べる活動・考えを表現する活動等）を比較的長い時間，組み込むことが重要である。
そのための時間を確保するためにも，よりいっそう，習得型単元における指導の充実が
求められる。

＜注および参考文献＞
１）岩田は，「『知る』は社会事象の存在を認識することであり，『わかる』は社会事象間の
関係を認識することである。『考える』は社会的論争問題に一定の価値判断をすること
である」と述べている。「知る」は事実認識過程，「わかる」は概念探究過程，「考える」
は意思決定過程と置き換えることができよう。〈岩田一彦著『社会科固有の授業理論・
３０の提言―総合的学習との関係を明確にする視点―』明治図書，２００１年，pp.９１-９２〉

２）言語力育成協力者会議では，「思考や言語力の育成方策について（報告書案）」におい
て，「思考や論理は，的確であることが基礎となる。そのため，事実を記録する，描
写する，報告するなどの活動を発達の段階に応じて適宜行い，正確に理解したり，分
かりやすく伝えたりするなどの技能を体系的に身に付けることが必要となる」として
いる。

３）国立教育政策研究所（２００７）『生きるための知識と技能３　ＯＥＣＤ生徒の学習到達度
調査（ＰＩＳＡ）２００６年調査　国際結果報告書』，ぎょうせい）

　　北は，社会科の読解力には，以下のような具体的な能力が包含していると述べている。
すなわち「①資料に当たって，問題解決しようとする意志力」「②資料から事実を公
正かつ多面的にとらえる力」「③事実を操作し全体的な傾向や特色を考える力」「④
学習問題を解決に導く力」「⑤資料の限界性に気づく力」である。

　　北俊夫「社会科における『読解力』向上の課題」『教育展望』，教育調査研究所，第５１
巻，第４号，２００５年，p.２３

４）大西によると，「報告文を書く『活用型』の記述力の育成を目標にするとしたら，言語
活動として，書き手主体・受け手・目的・内容・叙述の方法という五要因を明確にす
るとともに，（中略）観察した事象をできるだけ忠実に『記述』し，その事象が何故そ
のようにして発現したのか『説明』するとともに，見学によって学び得たことについ
ての感想，意見を述べる（論述する）技能が要求されることを分析しておくことが必
要である。」と述べている。

　　大西道雄「文書対応記述力の育成と『場』」『国語教育』，明治図書，No.７０４，２００９年，
p.１６
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５）木村は，「統計データの５段階読み」として，①傾向（規則性）読み・予測読み，②関
係・関連づけ読み，③モデル化（定式化）読み，④高次元・異次元の知（情報）への
変換読み，⑤新しい知（情報）の創造読み，の項目を示している。

　　このような段階性やカテゴリーを意識してカリキュラムを構成することは，小中高を
一貫した社会科を構築していく上でも有効である。

　　木村捨雄著『進む情報化社会の統計リテラシー』東洋館出版社，２００５年，p.９

（井寄　芳春）
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３　地理的分野における「活用する力」の評価計画と実践分析

（１）単元における評価と年間を通した評価
ア　単元における評価　
　「活用する力」の評価については二層に分けて考える。すなわち「単元における評価」
と「授業全体を通した評価」である。「単元」は「活用を重視した単元」と「習得を重視
した単元」の２種類で構成する。全単元にしめる前者の割合は約２割，後者は約８割であ
る。今回の単元「アフリカ」は「活用を重視した単元」となる。また「授業全体を通した
評価」については，「資料リテラシー」「書く力」の二つの能力で考える。「資料リテラシ
ー」は社会科固有の能力であり，「書く力」は教科を超えた，あるいは教科の基盤となる能
力である。
　今回の単元における評価規準，評価方法について図１に示す。定期テストだけでなく，
レポートやワークシート，１０００字提言文等を利用して評価する。知識・理解については，
ペーパーテスト（定期テスト）を利用する。その他の観点については，生徒の記述内容を
評価する。「概ね満足である」「すぐれている」「基準を満たさない」の３段階で評価し，
評価情報を蓄積し，評定へとつなげる。

図１　単元における観点と評価規準

イ　授業全体を通した評価
ア）資料リテラシーを高める指導と評価―統計リテラシーと地図リテラシーに着目して―
　授業全体を通して「資料リテラシー」を高めるための指導・評価を行う。本単元では，「ア
フリカデータブック」を作成し，資料リテラシーの向上を目指している。資料リテラシー
に関しては，例えば，統計リテラシーや地図リテラシーがあり，図２，図３のような評価
規準を定めている。このように，小学校３年生からの評価規準を作成することを通して，
活用する力を高めるための，効果的な小中連携が進むものと考える。

評価方法観点ごとの評価規準観点

・課題探究レポート
・1000字提言文

統計グラフを読み解いたり，テレビ番組を視聴したりす
ることを通してアフリカの諸問題，グローバルな課題に
関心を持ち，主体的に調べ持続可能な社会の実現に対す
る意見を構成することができる。

社会的事象への関
心・意欲・態度

・1000字提言文
・因果関係マップ
・200字感想文

既習事項やアフリカに関する地理的・歴史的知識を活用
しつつ，様々な資料から読み取ったことを解釈した上で，
提言文(主張文)の形式にまとめることができる。

社会的な思考・判
断・表現

・ワークシート
・アフリカデータブ
ックの記述

地図や統計グラフ等を読解し，課題を予想したり，新た
に発見したりするとともに，これらの資料を活用して仮
説を設定し，課題を探究することができる。

資料活用の技能

・ワークシート
・定期テスト
・全体把握ツリー

アフリカの貧困問題がどのような問題と関連づけられて
いるのか，またこれらの問題の地理的・歴史的背景，社
会構造を認識し，理解することができる。

社会的事象につい
ての知識・理解
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図２　統計リテラシーの評価基準（スタンダード）

図３　地図リテラシーの評価基準（スタンダード） 

中学２・３年生５・６・中学１年生小学３・４年生

・統計データから背後の概念を
読み取ることができる。
・統計データを関連づけ，因果
や対立，包含等の関係を読み
取り，記述することができる。
・社会事象を説明するために統
計グラフを選択することがで
きる。

・統計グラフから分かったこと，
気付いたことを既習事項や知
識と関連づけて記述すること
ができる。
・統計グラフを比較し，疑問点
や矛盾点を記述することがで
きる。
・統計グラフから社会的意味を
見出すことができる。

・事象を数量的にとらえ，統計
で客観的，実証的に表すこと
の良さを理解できる。

・統計グラフの数値をもとにし
て全体傾向を読み取ることが
できる。統計グラフを変化や
大小等に対して予想を記述す
ることができる。

事実認識過程

・統計グラフを批判的に読み取
ることができる。確かな統計
データを選択して探究するこ
とができる。
・統計データからその背後に潜
む本質や仕組みを導き出し，
モデル化（定式化）を通して，
他の事象に適応して説明する
ことができる。

・統計グラフに対して他者の読
み取ったことを取り入れて，
より深い気付きを導くことが
できる。
・複数の統計データの傾向から，
より高次の，また次元の異な
る本質的な特性の読解へと発
展させることができる。

・統計グラフから読み取ったこ
とをもとにして説明すること
ができる。

・観察，調査したことを統計グ
ラフに加工して，読解し，説
明することができる。

・統計グラフの変化の傾向から
将来の予測を立てることがで
きる。

概念探究過程

・意思決定のために，説得力の
ある複数の統計データを使い，
論理的に表現することができ
る。
・提案力を高めるため複数の統
計データを使い，他者と合意
を形成しながら，共同して論
理的な主張文を執筆すること
ができる。

・統計データから課題を構成す
ることができる。
・複数の統計グラフを比較し，
読み取ったことをもとに，筋
道を立てて論述することがで
きる。
・インターネットのデータを収
集し，課題を探究することが
できる。

・統計グラフから読み取れるこ
とを分析し，統計的探究プロ
セスを生かし課題を設定する
ことができる。

・考えたことをまとめる際に，
統計グラフを引用することが
できる。

・作成したアンケートを利用し，
自分の主張を構成することが
できる。

意思決定過程

発展期カリキュラム
（中学２・３年生）

基礎充実期カリキュラム
（５・６・中学１年生）

基盤形成期カリキュラム
（小学３・４年生）

・縮尺の異なる地図を比較する
ことを通して，読み取ること
ができる内容を整理し，地域
の特性について記述すること
ができる。
・主題図と一般図を併用し，地
域事象や地域課題，地域間の
結びつき等について記述する
ことができる。

・新旧の地図を比較し，関連づ
けながら地域の変化の様子や
予想される理由について記述
することができる。
・地図や空中写真，景観写真を
読み取り，自然的，人文的特
色記述することができる。略
地図を描き，整理することが
できる。

・学校から家まで，また学校近
辺の場所で観察したことを点
や線に記号化し，自分なりに
地図を作成し，まとめること
ができる。

・身近な場所の土地利用（住
宅・商店・工場等）の様子に
ついて観察したことを文章で
記述することができる）。

事実認識過程

・環境問題等 ， 自然的現象と人文
的現象が相互に関連する地理
的課題について，地図と文章
を使って説明することができる。
・南北問題等の国際的な経済的
課題，民族問題等の政治的課
題について，地図を通して空
間的な因果関係を説明するこ
とができる。

・協同的に多様な地図を読解し，
分布や土地利用の変化の原因
や立地条件について主題図を
作成して説明することができ
る。
・分布図等の主題図を作成し，
分布や立地の理由や条件につ
いて複数の主題図を活用し，
説明することができる。

・場所の観察をもとに，農業や
工業のさかんな地域の分布の
特徴について記述し，その原
因や理由について調べ，地図
を用いて説明することができ
る。

・身近な地域で問題になってい
ることについて，地図を作成
して表現することができる。

概念探究過程

・資源エネルギー問題，人口問
題に関して，地図化すること
によって空間的次元から課題
を整理し，政策上の提案をす
ることができる。
・現代社会における地理的課題
について，論理的な主張を構
成するために地図を利用する
ことができる。

・ルートマップを用いて野外観
察や野外調査の計画を立てる
ことができる。野外で収集し
た資料に基づき課題を探究す
ることができる。
・地理的課題に対する主張と根
拠を明らかにしつつ，地図も
活用して，主張文（意見文）
を構成し，論述することがで
きる。

・調査体験を通して気づいたこ
とや地図を読解して気づいた
ことを関連付けて整理するこ
とができる。

・主題図を作成し，それを使っ
て自分の考えを述べることが
できる。

・総合的学習で調べた内容につ
いて地図を利用して整理し，
発表することができる。

意思決定過程
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　本単元では，以下の項目を重視した授業構成をこころがけた。
　○統計リテラシー
　　・複数の統計グラフを比較し，読み取ったことをもとに，筋道を立てて論述すること

ができる。
　○地図リテラシー
　　・地理的課題に対する主張と根拠を明らかにしつつ，地図も活用して，主張文（意見

文）を構成し，論述することができる。
イ）書く力を高める指導と評価―記述・説明・主張に着目して―
　「学習指導要領解説・社会編」では，「改善の基本方針」として，「各学校段階の特質に
応じて，習得すべき知識，概念の明確化を図るとともに，（中略）各種の資料から必要な情
報を集めて読み取ること，社会的事象の意味，意義を解釈すること，事象の特色や事象間
の関連を説明すること，自分の考えを論述することを一層重視する方向で改善を図る」と
ある。本校では図４のように，記述，説明，主張をキーワードに，これらの書く力を高め
る指導方略を段階的，系統的に高めていく。このような表を下敷きにし，書く力の柱とな
るスタンダードを仮説的に策定する作業を進め，評価活動に生かしていく。

図４　各発達段階における「書く」指導のあり方

発展期
（中学２・３年生）

基礎充実期
（５・６・中学１年生）

基盤形成期
（小学３・４年生）

・新聞のニュースをもと
に政治，経済，国際関
係等のできごとに関す
るキーワードを抽出さ
せる。
・身近な地域における諸
課題について，福祉や
環境等の視点から発見
したことを，記録させ
る。

・野外調査において，詳
細に観察したことや聞
き取ったことを地図に
記録し，記述させる。
・一つの事実がどのよう
に伝えられているかを
複数の新聞記事で確か
め，その異同について
話し合わせる。

・社会見学等で，対象を
詳しく観察させ，気付
いたことや疑問に感じ
たことをカードに数多
く書き出させ，一定の
視点から分類させる。

・取材ノートを作らせ，
インタビューして分か
ったことを書かせる。

記　述

・社会事象の多様な関係
（因 果・対 立・包 含・
階層等）を，知識と資
料をつき合わせながら
解 釈 さ せ，説 明（記
述・図解）させる。
・学習内容と実生活，実
社会とを往還的に説明
させる。

・関係図や模式図，概念
図等を通して，知識や
概念の関連性について
まとめ，構造化させる。
・全体としてどのような
広がりをもった問題で
あるのかを解説記事を
モデルに文章で説明さ
せる。

・資料から読み取ったこ
とを既習事項や知識と
関連づけて説明させる。

・「つまり～」という表
現で，見たこと，調べ
たことを説明文の形で
書かせる。また，「例
えば～」の表現で事例
を挙げる練習をさせる。

説　明

・社会的課題に対して当
事者としての自分の在
り様，生き方をふまえ
たより説得力のある主
張文を書かせる。
・他者の立場を想像し，
その立場からどのよう
な主張が導き出せるか
を予想し，合意点を探
らせる。

・課題に対する予想や仮
説を明らかにしてから
複数の資料を収集し，
それらを引用して意見
文や主張文を書かせる。
・図表やグラフなどを読
み取り，それらを使い，
新聞の社説をモデルに
して，目的に沿った主
張文を書かせる。

・「～によると」等，資
料を引用し，根拠にし
ながら，考えを書かせ
る。

・体験したことがらや集
めた資料と自分の意見
を分けて書かせる。

・相手意識や目的意識を持
たせ，主張したい点が明
確な文章を書かせる。

主　張
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（２）授業における評価の実際
ア　概念探究過程－「ツリー」と「マップ」
の作成－
ア）貧困とはどのような問題なのか？
　　　―実態を把握する―（２時間）
　アフリカの貧困の実態や現状について統計
資料の読解等を通して「全体把握ツリー」を
作成させる。アフリカにおいて貧困が紛争や
飢餓，感染症，平均寿命等にどのような影響
を及ぼしているか，また貧困が社会をどのよ
うな状況に陥れているかについて予想し，問
題点について考えさせていく。
　「貧困問題とは例えばどのような問題なのか？」「どういったことが起こると考えられ
るのか？」「どのような問題と関連付けられているか？」というテーマについて，Ｂ４の
用紙にキーワードと矢印を使って発想や発見を広げていくという学習活動である（図５）。
資料（アフリカデータブック）をもとに，「国全体」「地域社会」「個人・家族」の三つの
視点から図解させる。この図解の評価については，「国全体」「地域社会」「個人・家族」
の三つの視点からキーワードを選択しているか，キーワードの量（３０個以上が基準）と内
容（既習事項の活用），「国全体」「地域社会」「個人・家族」のカテゴリーを超えた関係
を発見しているか等の観点でみる。
　作業を終えた後，作成した「全体把握ツリー」を見て，考えたことを２００字で書かせた
（図６）。図キーワードの量（発想の広がり）や２００字の文章の内容をもとに評価する。下
線部にあるように，発想の広がりとともに貧困問題の複雑さ，解決の困難さが認識される。
貧困をめぐる社会の構造的な問題に対する認識が深まっているかどうかを評価する。

図５　全体把握ツリー（生徒作品） 
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図６　生徒が書いた２００字感想文（下線部は筆者）

イ）貧困の本当の原因は何か―原因を究明する―（２時間）
　全体把握ツリーの作成のあと，「因果関係マップ」に取り組ませる。極度の貧困問題が発
生する背景や仕組み，解決が進まない原因について等，複雑な因果関係について資料を読
解しながら図に表現していくという学習活動である。
　方法としては，キーワードと矢印を使って，ウェビング状に図を展開していく（図７）。
問題解決に向けて貧困問題の原因や背景を階層化しつつ，「なぜ？」「どうしてか？」を幾
度も繰り返しながら何が重大な原因になっているのかについて探らせていく。
　この図解の評価については，選択したキーワードの量（３０個を基準）と内容（既習事項
の活用），キーワード間の関連づけの量と質（矢印の向き，矢印の使い分け），上位概念の
抽出等の観点でみる。多様なキーワード間の因果関係について多面的・多角的に考えてい
るかどうかを評価する。
　作業を終えた後，作成した「因果関係マップ」を見て，考えたことを２００字で書かせた
（図８）。アフリカにおける貧困問題がどのような関係の中で生じ深刻化してきたのか，
いかに解決が困難なのかということについて，学んだ知識を活用して書いているかどうか
を評価する。因果関係マップを用いて貧困問題の原因についてグループ（４人）で発表し
あい，相互に評価させる。このような相互評価の場を通して，自他の考えを比較させ，新
たな発見を促すことができる。
　生徒の文章には「悪循環」，「繰り返し」，「地
球単位（の問題）」といった表現が見られる。
ある事象の結果が他の事象の原因となり，その
結果が，もとの事象の原因にもなっているとい
ったことが生じていることに気付くようになる。
　図解作業によって因果関係が複雑に入り組ん
でおり，この問題の根の深さ，深刻さを認識し
ていることがわかる。
　このことは，ある問題の解決方法が別の問題
を引き起こしてしまうというジレンマへの気付

貧困問題とはどのような問題なのか？

○貧困問題とは，国，地域社会，個人等が貧しくなることで起きる問題です。例えば，国全体での貧
困は，まず，経済や貿易にダメージを与えます。そして，そのようなダメージは，次の国に住んで
いる人々の生命に悪影響を与えます。そうして，餓死者などが増えると，働き手が減り，経済にダ
メージを与えます。このように貧困問題とは，なかなか脱け出せない問題です。

○何か一つ起こると，そこからどんどん，いろいろな問題が続いていって，悪循環になっている。食
料が不足し，人口が減少したりして，貧困問題が原因で，国が一つ滅びかねない。これは，一つの
国ががんばったところでどうにかなるような問題じゃなくて，世界が貧困をなくそうとしないと，
どんどんひどくなっていくだけ。先進国の人たちは，もっと貧困問題について知っていくべき。い
つか世界に広がりかねない。

○貧困問題は，自然によるものや人が起こしたものなど様々だ。例えば，砂漠化や干ばつ，内戦によ
るものなどもある。自然によるものは，防ぐことは難しいけれど，人の起こしたものは防いだり，
改善したりすることができると思う。だから，貧困問題は私たち一人ひとりが真剣に取り組めば，
無くすことができるものだと思う。また，世界全体で考えていかなければならないものだと思う。

グループでの相互評価活動の様子
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きへとつながり，短期的で部分的な解決策が必ずしも長期的，全体的な解決につながるわ
けではないという問題意識へと発展していくものと考える。

図７　因果関係マップ（生徒作品）

図８　生徒が書いた２００字感想文（下線部は筆者）
 

貧困問題の原因は何だろう？・なぜ解決が難しいのだろう？

○貧困問題は，国家がちゃんと機能していないことからの連鎖反応によるものが原因だと思う。国の
発展が進まないから自立ができず，食料不足や治安が悪化していることなどが考えられる。これら
の原因にも戦争による軍事費の増加などが絡んでいる。また，なぜ解決しないのか。それは戦争で
あるし，就学率が低いということもあるが，国内が平和ではなく，貧富の差が大きいということで
はないだろうか。つまり，悪循環になっているのではないだろうか。

○紛争や内戦が貧困問題の原因だと思います。なぜなら，紛争や内戦をすることで，土地が荒れて，
農業のできない土地になってしまうし，人手が足りないのに，子どもは兵士として内戦，紛争に行
ってしまうからです。それに，農業ができないことで，食料不足になり，また食料の奪い合いにな
り，紛争，内戦となるので，また土地が荒れるという，繰り返しとなっているので，なかなか解決
しないのだと思う。

○貧困問題の原因は数えきれないほどあります。たとえば，農業が砂漠化，異常気象のためできない，
自国だけでは何もできないけど，お金がないために他の国にも頼れない…，と考えるといくつも出
てきます。では，なぜ解決が難しいかというと，まず紛争や内戦が絶えないことが大きな問題です。
それに発展途上の国はモノカルチャー経済が多いので，発展しにくいということもあります。これ
は地球単位で解決すべき問題です。
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イ　意思決定過程－「１０００字提言文」の作成
ア）提言文（主張文）の評価
　「貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現するために世界は何をすべきか？」につい
て考えたことをもとに１０００字で提言文（主張文）の作成に取り組ませる。
　文章の構想・構成にあたっては，以下の二点を示した。
　①貧困問題の解決につながる重要度が高いものであること。
　②実現可能性があり，具体的なものであること。
　１０００字提言文を作成するにあたっては，事前に構成メモ（図８）を作らせ，教師が内容
を確認してから執筆に取り組ませる。とくに，「既習の知識を活用しているか」「資料に基
づいて記述しているか」について評価する。提言については，貧困の悪循環から脱け出す
ために，どのような仕組みを作ることが求められているかについて考えるように促した。
　先述した「基盤形成期（小学３・４年生）」の段階を十分に踏まえた上で，「基礎充実期
（５・６・中学１年生）」の達成基準をクリアし，さらに「発展期（中学２・３年生）」
を目指させる。図９は生徒が書いた提言文である。おおむね構成メモに沿って文章を組み
立て，記述している。

（３）評価結果の分析から
　「活用する力」を育成するためには，多様な活用する場面を保障し，指導し，評価する
ことが求められる。とくに記述・説明・主張のように，文章でまとめたり，考えたことを
書いたりする機会を数多く設け，その内容を評価する。このことが「活用する力」の育成
にも直接，つながっていくものと考える。評価結果の分析から今後重視したい指導のあり
方について述べることにする。
○資料に基づいて考えたことを書く　
　資料を準備し，生徒には資料の内容を根拠にして書かせるように指導する。一つの資料
の読解だけでなく，複数の資料を比較することが，考えを深める上で有効である。ただし，
資料を与えたら質の高い解釈や説明ができるというものではなく，読解に習熟させ，レベ
ルアップを図らなければならない。このような点からも子どもの発達段階に応じた評価規
準やルーブリックを作成し，それに照らしつつ読解指導を計画的，継続的に進めていくこ
とが望ましい。最初はメモ程度で気付いたことを数多く書かせる（「量」の指導）。次に重
要な気づきを文章化させる（「質」の指導）。「ツリー（樹形図）」や「ウェービングマッ
プ」を描くことも有効である。
○論理的な文章の型・モデルの提示
　１０００字の提言文（主張文）を構成させるために，一定の形式や型にのっとって論理的な
文章を構成させた。資料のデータや文章を引用させて記述することにより，論理的な記述
力が身に付き，さらには論理的思考が高まったものと考えられる。
　論理的な文章のモデルとして，新聞の社説等を読ませ，その構成を分析させた上で提言
文を作成させる。提言文については，キーワード使い，短文で主張内容を組み立てるよう
に指導する。このような指導は国語科とタイアップして行うことが望ましい。場合によっ
ては国語科の教員に指導してもらうこともあり得る。
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図９　１０００字提言文（生徒作品） 

【アフリカと先進国の連携】Ａ女
　私は，貧困削減を達成し，持続可能な社会を実現するために「貧困国と先進国との連携」が重要だ
と思います。具体的には，先進国の企業と国家が手を組んで，アフリカ諸国に投資をするのです。例
えば，アフリカに先進国の企業の工場を建てて，現地で部品などを生産することが，一番実現可能な
“挑戦”だと思います。不景気なこの時代だからこそ，“新たな賭け”をするべきだと考えます。なぜ，
私がそう考えたのか？理由は三つあります。
　まず一つ目は，アジアでの成功例があるからです。象徴は中国。中国は豊富な原料，働き手があり，
土地をはじめ，何もかもが先進国と比べて安く手に入れることができます。それらによってモノが安
く生産できるシステムが整っていて，今や「世界の工場」とも呼ばれています。アフリカもその「第
二の世界の工場」として躍進できる可能性があるのではないでしょうか。アフリカには原料，人手も
十分そろっていて，ヨーロッパに近いこともあり，日本とアジアの生産地のような関係を築けると思
います。
　二つ目は，お互いが利益を得られるという利点です。現在，世界の国々がアフリカに救援物資を送
っていますが，実際に届いているかは確かではありません。そうかと言って，国にお金を貸し付ける
となると，その国にも負担になります。ちゃんと返ってくるかも分からないので，両国にとって負担
です。しかし，この考えがもし採用されれば，確実に両国が利益を得られます。企業は，低コストで
の物品を手に入れられるし，アフリカの工場に働く人は賃金をもらえて，ある程度の生活は保障され
ると思います。
　三つ目は，アフリカの工業の発展の起爆剤になれるということです。アフリカはこれによって技術
力という利益も得られ，もしかするとそれを基盤にして，アフリカ発の大企業ができるかもしれませ
ん。すると，かつての日本のように急成長して，大きな主要国になってくるのではないでしょうか。
　私はこれらにより，アフリカを“第二の中国”にすることによって，貧困から脱出できると思います。
最終的には景気を刺激して，急成長すると考えています。先進国にはお金や支援だけではない連携を
することが大事です。環境問題や労働条件，人権問題などをしっかり考え，未来に向けた“次世代の
世界の工場”をつくりあげてほしいです。

【生活環境を改善し，食料自給の援助を行う】Ｉ 女
　貧困問題の原因は「食の問題」だと思う。アフリカの地形，気候，歴史で，どうして飢餓や食料不
足が起こるようになったかを考えてみたい。
　発展途上国の食料事情は先進国と大きく関わっていると思う。アフリカに植林をし，農園を増やし，
食料自給を援助すれば，持続可能な社会が実現すると思う。
　理由として，第一にまず，飢餓や食料不足は一番の死亡の原因である。アフリカ大陸は遊牧民が多
く，焼き畑農業やプランテーション農業を行ってきた。サハラ砂漠の南側では，サヘルと呼ばれる地
域で降水量が少なく，気候も不安定である。何度も干ばつが起こり，大地は降水量不足で乾燥し，砂
漠化が進んでいる。作物や草木は枯れて，家畜や人々が餓死する被害が起こっている。砂漠化の原因
は土地利用にもある。人口増加による農地拡大で森林を伐採したり，土壌浸食や飛砂で土地が荒れて
しまったりしている。砂漠化を防ぐためには，植林をして井戸やかんがい施設の開発が必要である。
　第二に，アフリカは，列強の帝国主義により，ほとんどの国々が植民地にされてしまったことにあ
る。独立後も旧支配国からの政治的，経済的支配が根強く残り，食料自給がうまくできていない。商
品作物の輸出でお金を得て，外国からの食料を買うという経済のしくみをとっているので，人々の食
料となる農作物の生産ができていないのも飢餓の原因である。また，一次産品が数種類に限られるモ
ノカルチャー経済で，輸出する品目の市場価格が低いまま，輸入する品目の価格が高いと，輸出入の
悪循環が起こり，貧困の原因となる。
　第三に，アフリカでは民族や宗教の違いや経済上の不平等から内戦が起こり，道路や鉄道など生活
に欠かせない施設が破壊され，国内の産物や外国からの援助物資が国内の隅々に行き渡らず，飢餓の
原因となっている。
　食料自給率の低い日本が発展できたのは，労働賃金の安いアフリカなどから原料を輸入し，製品を
輸出する加工貿易を行い，世界との結びつきが強かったからだ。貧困の解決には資金が必要である。
アフリカのかんがい施設の整備や農業技術の開発，内戦地域の政治の安定，緑化のための植林・食料
輸送の整備には，青年海外協力隊員や専門家の派遣をし，先進国の理解と協力が大切である。
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○単元ポートフォリオの作成
　単元を通して教師が配布した資料，ワークシート，生徒が書いた文章を，Ａ４の紙ファ
イルに綴じさせるという方法で蓄積していく。このファイルは評価する際に提出させると
ともに，生徒が提言文を作成する時に活用するように指導する。たとえば，１０００字提言文
の構想メモを作成する際に，自分が作成した，全体把握ツリーや因果関係マップや２００字
感想文等を参考にさせる。また仲間のファイルに綴じたプリントを参考にすることもでき
る。活用重視型単元においては，このようなファイル（ポートフォリオ）を作成し，評価
で利用するだけでなく，生徒が相互に閲覧し合えるように工夫したい。
○一単位授業における活用の場の工夫
　単発的に活用型単元を導入しても，活用の力はなかなか身につくものではない。一単位
授業（５０分）においても活用する場面を組み込み，計画的，継続的に活用の力を育んでい
きたい。活用の力は日常の授業の中でスパイラルに高めていくことが大切である。そのた
めにも，短時間でできる活用型学習のレパートリーを増やしていく必要がある。その際，
①資料の読解をベースにすること，②言語活動を生かすこと，の二つを重視したい。

（井寄　芳春）
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第２章　歴史的分野における「活用する力」の育成と評価

１　「活用する力」に関する歴史の先行実践分析と課題
　本研究では，「活用する力」（以下，「活用力」と称す）の育成に対して二つの方向から
アプローチする。一つは演繹的アプローチであり，もう一つは帰納的アプローチである。
簡単に図示して説明しよう。

　○演繹的アプローチ
   活用力の定義→活用力育成の仮説→仮説に基づく授業設計→実践・評価（テスト）
　○帰納的アプローチ
　授業実践（授業計画）の分析→活用力育成場面の確定→活用力育成の論理の抽出
   評価（テスト）問題の分析→授業構成の再現・分析→活用力育成の論理の抽出

　本報告書の第Ⅰ部では，主として演繹的アプローチにより，活用力の育成と評価の理論
や方法を論じた。続くこの第Ⅱ部では，帰納的な方法で活用力にアプローチする。具体的
には優れた歴史授業実践と評価問題を収集・分析し，それそれに込められた活用力育成の
論理と手立てを抽出する。
　ここでは，まず活用力の育成に深く関わる歴史授業として，第Ⅰ部で言及した仮説応用
型歴史学習と意思決定型歴史学習の二つに着目し，実践事例の分析を通してそれぞれの育
成と評価の論理を探るとともに，課題についても明らかにしたい。次いで，日本とアメリ
カの中等歴史の評価（ペーパーテスト）問題を比較，分析し，評価の側面から活用力の育
成方法について考察する。

（１）歴史授業分析
ア　仮説応用型歴史授業の分析－岐阜県総合教育センター「江戸幕府の成立と鎖国－宝暦
治水工事を取り上げて－」１）

　仮説応用型歴史授業として，岐阜県総合教育センター（以下，岐阜県センターと略称）
のホームページ掲載の実践事例から，西濃地区のN中学校第１学年における「江戸幕府の
成立と鎖国－宝暦治水工事を取り上げて－」（全６時間，実践者不詳）を分析する。
ア）岐阜県センターの実践の概要 

○単元計画と主発問
第１次　江戸幕府の仕組み（３時間）
　・江戸幕府は人々をどのように支配したのだろう。（単元を通して考える課題）
　・江戸幕府はなぜ多くの大名を２６４年間にわたって治めることができたのでろう。
　　資料１「江戸幕府の大名支配」（①武家諸法度，②お手伝い普請，③参勤交代）
　・人口の多くを占める農民を幕府はどのように支配したのだろう。
　　資料２「江戸幕府の農民支配」（①慶安の御触書，②村のしくみと五人組制度，
　　　　　　　　　　　　　　　　　③農民への負担）
　・幕府の利益が減るのに，鎖国を進めたのはなぜだろう。
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イ）岐阜県センター実践の評価
○単元構成について
　６時間の本小単元は，①江戸幕府の支配体制に関する基礎的知識「習得」の段階（１時・
２時・３時），②習得した知識を「活用」して，地域の出来事である薩摩藩による宝暦治水
の背景・理由を予想・検証する段階（４時），③学習したことを新聞に「まとめる」段階
（５時・６時）で構成されている。「江戸幕府の成立と鎖国」という通史的学習を踏まえ，
そこで習得した知識を地域学習に応用して知識・理解の定着を図る，仮説応用型活用力育
成の単元構成といえるだろう。
○学習内容（内容知）について
　ここでは第３次の学習内容としての説明的知識に着目しよう。全体交流の中での生徒の

　　資料３「江戸幕府の鎖国政策」（①朱印船貿易，②島原・天草一揆，③キリスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　教の考え方と朱子学の考え方）
第２次　江戸幕府と宝暦治水（１時間）
　・どうして幕府は薩摩藩に治水工事を行わせたのだろう。
第３次　江戸幕府の政治の特色がわかる新聞作り（２時間）
　・江戸幕府の政治の特色をまとめよう。
○第２次の展開
＜目標＞
　宝暦治水工事がどうして薩摩藩によって行われたのかを追究することを通して，江戸
幕府の諸政策の目的や内容を地域のできごとの中で具体的につかみ，江戸幕府の政治
の特色が厳格な支配体制の確立とそれによつて築かれた安定した社会にあることを理
解できる。
 ＜構成＞
　１　海津町歴史民俗資料館の特別指導員から当時の人々の様子について話を聞く。
　　・資料４「人物ファイル　海津町歴史民俗資料館　特別指導員　瀬古尹宏」
　　・資料５「寛延二年　石津郡本阿弥新田庄屋善七から笠松郡代への直訴状」
　２　課題の把握と予想の交流
　３　予想を基に調べ活動
　　・資料６「宝暦治水工事資料」（①薩摩義士顕彰館HP，②宝暦治水HP，③宝暦
　　　　　　　　　　　　　　　　　治水につくした平田靱負，④宝暦治水の概要，
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤江戸時代と宝暦治水に関する年表）
　４　全体交流
　５　講師の話を聞き，予想の検証
　　・幕府にとって，薩摩藩は外様大名でありながら，貿易によって富を蓄えていた
　　　「警戒すべき，油断ならない存在」であった。　　　　 （大名統制の視点）
　　・治水工事により，幕府財政の根幹をなす農民の願いに応えることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農民統制の視点）
　６　自己の考えをまとめる
　７　自己評価をする
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予想（教師の想定した予想）として示された意見は以下の通りである。

・幕府は，薩摩藩が命令に逆らえば改易することができる。命令に従えば，莫大な借
金をかかえさせることができる。
・薩摩藩は特に貿易で利益を得ており，幕府にとってはそのお金を使わせる必要があ
った。
・薩摩藩の負担は大きいが，幕府に逆らわないことを示すことで藩を守れる。戦国時
代のように戦乱が続くような時代よりも，安定した世の中を願い，治水工事を受け
いれた。
・海津の人々の生活が救われることは，農民の生活を安定させることでもある。幕府
にとって，これも農民を統制するための政策であると思う。

　幕府，外様大名（薩摩藩），農民（海津の人々）という三者それぞのの立場から宝暦治水
の意味を説明したものであり，最初の３時間で習得した江戸幕府の大名統制策と農民統制
策に関する知識を活用して解釈した説明的知識といってよい。ただし，これらが知識の構
造として目標に明示されず，形式的な評価規準を示すに留まっている。
○学習方法（方法知）について
　学習方法については，単元全体が探究学習の過程に即しているが，特にここでは活用す
る力の育成の観点から宝暦治水工事を扱った第２次に着目したい。第２次もまた探究的過
程からなっている。そこで，第Ⅰ部で示した探究学習の学習モデルを手がかりに第２次を
評価してみよう。

 

　上記の①・②・③は，第１次の各時間において，それぞれ幕府の大名統制，農民統制，
鎖国政策に関して経験済みであり，それらを踏まえて第２次では④の仮説の応用の段階に
入るというのが活用力の育成からすると望ましいプロセスであろう。
　ところが，本実践の場合，せっかく第１次で江戸幕府の支配体制に関する説明的知識を
習得させていながら，それを応用して宝暦治水を説明することより，海津町歴史民俗資料

情報の入手 → ①問題の発見 → ②仮説の設定 → ③仮説の検証 → ④仮説の応用
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↓　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝理論の習得）
＜解説＞
　①入手した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力
　②知識･技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力＝仮説設定のための活用力
　③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のための活用力
　④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮説応用のための活用力
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館の特別指導員を招いたために，彼の話を聞くことに重点がおかれるという結果となって
いる。生徒にとっては，自ら学んだ幕府の仕組みに対する知識を活用して地域の歴史事象
を読解したという実感は乏しいのではないか。その点で，ゲストティーチャーの役割や位
置付けをさらに工夫すべきであろう。
ウ）　 改善の視点と方法
○単元構成の改善
　本実践の主旨や教材を基本的に生かしつつ，上記の通りゲストティーチャーの位置付け
を工夫するとすれば，次のような単元構成が考えられよう。
　第１次の学習を踏まえ，第２次で宝暦治水を取り上げる。その際，この治水工事に関す
る事実については，資料５・資料６を通して確認させるが，あくまで本時の課題の探究に
関しては第１次の説明的知識を動員して当たらせたい。その上で，特別指導員の話を聞く
方が効果的であろう。あるいは，第３次の新聞作りを終えてから，それぞれの新聞の発表
会に特別指導員を招き，新聞の講評や事実の補足をしてもらうやり方もある。
○探究活動における仮説・検証の意義の確認
　本実践では，なぜ疑問を中心とする課題について，生徒が最初は直観的に，次第に資料
に基づき論理的に予想させる展開を想定している。これは活用力育成の点で重要である。
しかしながら，最初から最後まで予想の段階に留まり，明確な仮説としての認識がなされ
ていない。そのことが，最終的に証拠（資料）に基づいて検証することより，ゲストティ
ーチャーのお話しで確認するという展開を帰結していると考えられる。中学生であれば，
予想を仮説に高め，確かな証拠で検証する学習過程を徹底すべきであろう。

イ　意思決定型歴史授業の分析－坂田和也「執権政治・承久の乱」２）

　意思決定型歴史授業の優れた先行実践事例として，魚沼市立入広瀬中学校の坂田教諭の
「執権政治・承久の乱」（４時間）を取り上げ，分析する。まず実践の概要を示し，次に
評価及び改善の視点と方法を述べたい。
ア） 坂田実践の概要 

○目標
　承久の乱に関する朝廷側・幕府側の資料をもとに，承久の乱に際しての御家人の葛藤
の追体験と友人との意見交換をしながら，当時の時代背景や乱の結果とそれ以降の鎌倉
幕府の支配の確立と武家社会の展開について，自分の考えを深める。
○単元計画と評価
＜事前の学習＞
「承久の乱における御家人の葛藤」を考える上で基礎・基本的知識となる史実の理解
　第１時　「武士の起こりと院政」
　　　　　→武士のおこりと台頭について，中央の政治との関連から説明できる。
　第２時　「鎌倉幕府の成立」
　　　　　→武家政治の仕組と朝廷との対立について理解できる。
＜ワークショツプ＞
　第３時　「承久の乱に関する朝廷側・幕府側の資料をもとに，御家人の葛藤の追体
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イ）坂田実践の評価
○単元構成について
　４時間の小単元は，①基礎・基本的知識の「習得」の段階（１時・２時），②「活用」の
段階－意思決定学習としての活用－（３時），③「まとめ」の段階で構成されている。「武
家政治のはじまり」という通史的展開の中に，１時間のワークショツプ型学習を組み込み，
そこで習得した知識の「活用」を図る単元構成といえるだろう。
○学習内容（内容知）について
　学習内容（内容知）としての活用する力について，概念的・説明的知識，あるいは一般的・
評価的知識が習得されたかで評価する。

 ＜説明的知識＞
・後鳥羽上皇は源氏の将軍が三代で途絶えたのを契機に朝廷に政権を取り戻そうして
院宣を出した。
・北条氏は執権として鎌倉幕府の政治を強化しようとして朝廷に対抗した。
・御家人の多くが領地の安堵（御恩）に対する奉公として幕府側についたため，朝廷
側は敗北した。

　授業計画からは，上記の知識が資料の読み解きにより習得される仕組みになっている。
それが習得されたかどうかは，各自の立場の判断理由から評価されるが，生徒の意見から
判断すると，ほぼこれらの説明的知識が習得されたものと評価される。その点で，内容知

　　　　験と友人との意見交換をしながら，自分の考えを深める学習」
＜事後学習＞
　第４時　「朝廷側・幕府側双方からみた承久の乱の歴史的意義を考え，時代背景や乱

の結果とそれ以降の鎌倉幕府の支配の確立と武家社会の展開について，より
深く理解する学習」

　　　　　→乱の結果，幕府の支配が西日本に及び，武家政治の基礎が確立されたこと
が理解できる。

○第３時（ワークショツプ）の展開
　１　本時の発問・課題の提示
　　「朝廷側・幕府側。どちらに従って戦う？－幕府の御家人の立場で考えよう！－」
　２ ①資料１「後鳥羽上皇の院宣」と資料２「義時・泰時父子の会話」を読み解く。
　　 ②自己の考え（立場）を決定し，その理由を記述する。
　　 ③他の生徒と意見を交流し合う。
　３ ①資料３「北条政子の訴え」を読み解く。
　　 ②自己の考えを問い直し，その判断理由を記述する。
　４ ①朝廷側と幕府側に分かれて意見を交流し合う。
　　 ②最終的な判断（意思決定）を行う。
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に関しては活用する力を育成する実践と評価されよう。
　なお，評価的知識に関しては，御家人の立場に身を置いて意思決定を迫っており，特に
評価的知識は想定してはいない。
○学習方法（方法知）について
　学習方法（方法知）としての活用する力については，第３時のワークショツプに着目し
たい。この時間の主発問・課題は「朝廷側・幕府側。どちらに従って戦う？－御家人の立
場で考えよう！－」であり，ここから判断する限り，意思決定学習によって活用力の育成
を図ることがねらいとされている。そこで，第Ⅰ部で示した意思決定学習の方法に関する
学習モデルを手がかりに評価すると，以下のようになろう。

 

　坂田実践の場合は，この学習モデルのように，情報の入手から意思決定までの各ステッ
プ（①・②・③）が明確に意識されずに，生徒に任せっぱなしになっている。その結果，
授業者自身も反省するように，御家人の立場からの意思決定にまで至らない生徒が多い。
具体的にいうならば，それはどちらにつけば得か，勝敗の行方を根拠に判断するケースが
多いという点に如実に現れている。
ウ）改善の視点と方法
　上記の分析を踏まえ，坂田実践を改善する視点と方法について，単元構成と授業設計の
２点を中心に提起する。
○単元構成の改善
　坂田実践のような，通史学習を前提にして，その中にワークショップ型の学習を組み込
む方法では，意図した情報（承久の乱での御家人の立場からする意思決定に必要な情報）
だけでなく，多様な過剰情報を習得することになるため，教師の想定した御家人の立場か
らする意思決定に焦点化しにくくなる。その結果として，ワークショップが単なる生徒主
体の活動として受け取られがちだという課題が生ずる。
　そこで，小単元そのものを，以下のように＜①探究，②意思決定，③探究＞の構成とす
れば，この課題が解決できるのではないか。
　①なぜ承久の乱は起こったのか？　（後鳥羽上皇はなぜ北条氏打倒を図ったのか？）
　②自分が御家人の立場だったらどうするか？
　③なぜ承久の乱は失敗したのか，それにより朝廷と幕府はどうなったか？

情報の入手 → ①論点の認識 → ②論点の分析 → ③未来予測 → ④意思決定
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↓
　　 　　　（既有の知識･技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝価値の習得）
＜解説＞
　①入手した情報から論点を認識する能力＝論点認識のための活用力
　②既有の知識･技能を用いて論点を分析する能力＝論点分析のための活用力
　③新たな情報を用いて未来予測する能力＝未来予測のための活用力
　④未来予測に基づいて主体的に意思決定する能力＝意思決定のための活用力
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○バックワードデザイン（逆向き設計）による授業設計　
　上記の単元構成を実施するためには，歴史の授業設計の考え方を転換する必要がある。
つまり，教科書の構成に従って時間の順に学習を展開させ，結果的に一定の内容知を習得
させようとする伝統的方法では活用する力は育ちにくいと考えられる。
　そこで，ウィギンズとマクタイの提唱した「バックワードデザイン（逆向き設計）」３）

の手法により，以下のような授業設計に転換することを提案したい。
　①最終的に習得させたい「活用する力」としての内容知・方法知を設定する。
　②それらの内容知・方法知を習得するに足る教材（資料）を収集・選択するとともに，
学習活動を設定する。

　③選択した教材と設定した学習活動から目標とする内容知・方法知を習得するための学
習過程を，探究過程ないし意思決定過程として組織する。

（２）歴史テスト問題分析
　ここでは日・米の歴史テスト問題を分析する。周知のように，評価の手段や方法は国に
より人により多様であり，また一単元内での評価の場面や対象も多様である。日本ではま
だまだペーパーテストのウェイトが高いものの，アメリカでは近年オーセンティックな評
価が注目されており４），ペーパーテストによる評価の相対化が進んでいる。そうした評価
のあり方については，第Ⅰ部第３章の峯論文に譲りたい。ここではフォーマルな評価とし
てのペーパーテスト問題からも，活用力を育成する論理が抽出できるのではないかとの見
通しの下に，日・米の歴史テスト問題を分析することにする。
ア　日本の歴史テスト問題
　日本の中学校歴史的分野のテスト問題事例として，大阪府のＫ教諭の定期考査の問題を
分析する。なお，Ｋ教諭は単なる高校入試対策のための授業を良しとせず，生徒の思考・
判断を促す，言い換えれば活用力を育てる授業づくりに取り組んでいる。その意味で，Ｋ
教諭のテスト問題からも一定の活用力育成の論理が導かれることを期待したい。
ア）テスト問題（部分）の概要 

３　次の三つの資料をみて各問いに答えなさい
　Ａ　 

（１） Ａの法律名を答えなさい。
（２） この法律がつくられた理由について，次の語句を使い説明しなさい。
　　　【　口分田　　　逃亡】
（３） この法律のあと，私有地がふえています。この私有地のことを何というか。
　Ｂ

 墾  田 は 期  限 がくると， 公  地 にされるため，農民の 開  墾  意  欲 がわかず，一度開
こん でん き げん こう ち かい こん い よく

墾してもまた 荒 れ 果 ててしまう。今度は 私  有 を許し，親子三代に限ること
あ は し ゆう

は やめ，永久に私有を認める。ただし， 位 によって墾田の広さに 制  限 を 設 
くらい せい げん もう

ける。

私は平家をうつために，ある時はけわしくそびえたつ岩の上を，馬でこえ，
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イ）設問の特色
　Ｋ教諭作成の定期考査問題に見る設問の特色を列挙すれば，以下のようになろう。
①資料（系図・法令・手紙・組織図）を提示し，それを基に小問を構成している。
　（問題１・２は割愛したが，いずれもリード文の空欄を埋める設問になっている。）
②正解（知識の再生）を誘導する設問形式が見られる。以下の設問がそれである。
　・Ⅲの③（藤原氏の行った政治を何というか）

画 臥蚊
　・ⅣのＡ（２）（法律がつくられた理由を，口分田、逃亡の語句を使って説明）

画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊

（１） この手紙を書いた人はだれか。
（２） この人が源平合戦で，平家をうつためにめに兵庫県で戦った場所を何というか。
（３） この人につかえた東大阪の武士の名前を答えなさい。（～氏）
（４） この手紙に兄の頼朝は怒りました。それはなぜですか。
 Ｃ　鎌倉幕府のしくみ（中央と地方の制度図，省略）（侍所が空欄アに）
（１） 将軍に対して家来になることを誓った人を何というか。
（２） 将軍と（１）の人とは何関係に結ばれていたか。
（３） （１）の人が奉公すれば，将軍は恩賞としての土地を与えました。このことを何

と いうか。
（４） 右の組織図のアにあてはまる語句を入れなさい。

４＜論述問題＞
　「平安時代ってどんな時代だったのか」って問いにはさまざまな答が考えられる。次
のような答が考えられるが，その中でもっとも適切だと考えられるものを選び，その
理由を２００字程度で書きなさい。
　Ａ　貴族による政治の時代
　Ｂ　武士が発生し成長した時代
　Ｃ　日本独自の文化が生まれた時代
　Ｄ　政治から離れた仏教が生まれた時代
　Ｅ　東北地方が日本に組み込まれた時代
　Ｆ　律令政治が崩壊した時代
　＜解答例＞Ｆ
　　奈良時代の特色といえば律令政治である。土地と人民が国のものになり，税金を納
める制度が整った。しかし，この制度はじょじょに崩れ始め，平安時代になると私有
地である荘園がふえてきた。寺や貴族が荘園をもつようになり，それが藤原氏が力を
もつようになった要因であり，争いも増えた。そこから僧兵や武士も発生するわけで
あるから，平安時代でもっとも重要なことといえば，律令政治の崩壊であるといえる。

ある時は大海の風波をのりこえ，平家打倒のために戦ってきました。おかげ
で私も朝廷から，五位尉という高い地位をいだきました。源氏にとっては，
大変名誉なことではないでしょうか。
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　・Ｂの（１）（問（４）に，この手紙に兄の頼朝は怒りました。とある）
画 臥蚊蚊蚊蚊

　・Ｃ（２）（将軍と１の人とは何関係に結ばれていたか）
画 臥蚊蚊蚊

　・Ｃ（３）（１の人が奉公すれば，将軍は恩賞としての土地を与えた。これは何か）
画 臥蚊 画 臥蚊

③資料を提示しているが，資料の読解によらなくても既存の知識で回答できる（知識がな
ければ回答できない）問いが見られる。次の設問がそれに該当する。
　・Ⅲの②（藤原氏が勢力を持ってきた理由を述べさせる）→系図がなくても解答可能
　・Ｂの（４）（この手紙に兄の頼朝は怒ったのはなぜか）→知識がなければ解答不能
④地域の歴史と関連づけた問いが見られる。
　・ⅣのＢの（２）（兵庫県の源平合戦場）と（３）（義経に仕えた東大阪の武士）が，
それに該当する。

⑤新学習指導要領を先取りした問いが見られる。
　・Ⅴの論述問題→歴史的分野の内容「（１）歴史のとらえ方」のウ「学習した内容を活
用してその時代を大観し表現する活動を通して，各時代の特色をとらえさせる。」と
示された，いわゆる時代を大観する学習を想定した設問である。

ウ）想像される授業
　定期考査の性格上，そこでは対象となる一定期間内の授業内容の思考・判断や知識・理
解が問われると考えられる。そこで，上記のテスト問題を基にして，Ｋ教諭の歴史授業を
想像・再現すると，以下のようになる。
　第一に，授業過程ないし学習形態としては，教師が資料を用いて説明する歴史授業が想
像される。資料を提示した後に，問答形式で生徒を指名して，資料を音読させたり解釈さ
せたりる場合も想定される。
　第二に，歴史授業のねらいとしては，歴史の展開（流れ）を理解させ，時代の特質を大
づかみさせようとする歴史授業が想像される。その理由として，重要語句の理解を重視す
るとともに，時代の特質をいくつかのキーワードで概括することを重視するテスト問題が
挙げられる。
　第三に，歴史教育の内容構成については，教科書（学習指導要領）に即して日本史の通
史的内容を教えながらも，適宜地域の歴史を織り込んで，日本史の全体像に迫らせようと
する方法が挙げられる。無論，そうした構成方法には，地域の歴史事象を取り扱うことで
生徒の歴史学習に対する関心・意欲を高めようとする意図もあろうが，それ以上に教科書
等の学習で習得した知識（中央史の知識）を活用して，同時代の地域の出来事（地域史）
を説明する授業を可能にする点で，先に分析した岐阜県総合教育センターの授業実践と同
様に評価されよう。
　以上の三者－①資料の読解，②キーワードによる時代の特質の概括，③教科書的知識の
地域史への活用－は，活用力を育成する上で重要だといえよう。

イ　米国の歴史テスト問題
　米国の中等歴史テスト問題は，各州のスタンダードテストや大学進学希望者のための全
国共通試験SAT（Scholastic Assessment Test）Ⅱを想定しており，大半の教科書が各章・
節毎に想定問題を掲載している。ここでは，Prentice Hall社のアメリカ史の教科書５）から，
第一次世界大戦後から第二次世界大戦終結までを扱う「単元８：繁栄，恐慌，そして戦争」
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の想定問題を取り上げ，分析する。
ア）テスト問題の概要 

１　次のニューディール政策の内，目標を正しく説明しているのはどれか。
　　Ａ　TVA：新たな恐慌を防止する
　　Ｂ　WPA：失業を減らす
　　Ｃ　CCC：農民を救済する
　　Ｄ　FDIC：産業の復興を促進する
２　引用文とあなたのもつ社会科の知識を活用して，次の問いに答えよ。

　上記の文章で，パイルはいかなる出来事の後を記述しているか。
　　Ａ　パールハーバーの爆撃
　　Ｂ　ミッドウェーの戦い
　　Ｃ　Ｄデイ（ノルマンディ上陸）
　　Ｄ　広島の爆撃

３　１９２０年代に導入された国別移民割当て制度の主な目標は何であったか。
　　Ａ　移民の流入を終わらせる
　　Ｂ　移民の出所をコントロールする
　　Ｃ　労働組合のストライキ突入を防止する
　　Ｄ　労働組合の会員資格を制限する

４　次の内，第二次世界大戦の経済的帰結ではないのはどれか。
　　Ａ　消費物資の生産増加
　　Ｂ　ガソリンとゴムの配給制
　　Ｃ　税金の上昇
　　Ｄ　大恐慌の終結

５　地図とあなたのもつ社会科の知識を活用して，次の問いに答えよ。

　次の内，この地図によって最も支持される説明はどれか。
　　Ａ　最も深刻な黄塵の嵐がオクラホマ州を襲う
　　Ｂ　旱魃や黄塵の嵐はカリフォルニアには全く衝撃を与えなかった

　「砂浜には戦闘のために費やされた多量の兵士と武器が横たわっていた。それ
らは今や永遠に失われた。しかし，我々にはまだ余裕がある。････なぜなら我々
は前進中であり，足がかりを保持しており，そして我々の背後には，砂浜の残骸
の膨大な代替物があるからである。」（アーニー・パイル『勇敢な男たち』改作）

地　図（黄塵地帯と旱魃･土壌浸食地帯を示す）（省略）
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　　Ｃ　土壌浸食はカンザスやネブラスカでは深刻な問題であった
　　Ｄ　大恐慌期に１０の州が旱魃や土壌浸食に襲われた

６　次の内，自動車の大量生産の帰結でないものはどれか。
　　Ａ　自動車の価格が購入できる程度になった
　　Ｂ　新しい大衆文化の創造を促した
　　Ｃ　他の産業の成長を刺激した
　　Ｄ　農村人口の減少をもたらした

７　グラフとあなたのもつ社会科の知識を活用して，次の問いに答えよ。

　このグラフが最もよく例証しているのは何の増大か。
　　Ａ　ニューディールの結果としての超過支出
　　Ｂ　株式市場の崩壊が経済に与えた衝撃
　　Ｃ　ニューディール下での政府による経済規制
　　Ｄ　連邦予算に関する第二次世界大戦の影響

８　「１９２０年代の作家はアメリカの伝統的価値に対してしばしば批判的であった。」
　次の内、この一般命題に最も当てはまるのはどれか。
　　Ａ　シンクレア・ルイスは小さな町の生活をからかっていた。
　　Ｂ　ラングストン・ヒューズはアフリカ人であることへの誇りを表明した。
　　Ｃ　F.S.フィッツジェラルドは小説の多くに生意気な小娘を登場させた。
　　Ｄ　ヘミングウェイの素朴で力強い書き方は新世代の作家に影響を与えた。

９　次の二つの出来事の内，第一の出来事が第二の出来事の直接原因となったのはどれ
か。
　　Ａ　日本の真珠湾攻撃　　　　第二次世界大戦の開始
　　Ｂ　英仏の対独宣戦　　　　　ヒトラーのポーランド侵入
　　Ｃ　大西洋憲章の調印　　　　合衆国の対英支援
　　Ｄ　ホロコーストの露見　　　ニュルンベルク裁判の開催

１０　クーリッジ，フーヴァー，ローズヴェルトの経済観と経済政策を比較対照せよ。

１１　「第二次世界大戦中，アメリカ人は個々の差異を棚上げして共通の目的のために行
動した。」あなたはこの言明に同意するか，同意しないか，あるいは部分的に同意
するか。理由とともにあなたの考えを答えよ。

グラフ（１９３０-４０年の連邦予算－収入と支出－の推移）（省略）
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イ）設問の特色
　米国のこの歴史教科書に見られる設問の特色を列挙すれば，以下のようになろう。
①多肢選択型の問題が主で，一部論述式問題が出題されている。特に，多肢選択問題の回
答群は四つで，きわめてパターン化された出題になっている。
②史料に基づく問題，地図を活用した問題，グラフを活用した問題を含んでいる。これは，
他の単元の対策問題にも共通した傾向であり，スタンダード・テストやSATⅡの出題ス
タイルを反映したものといえよう。
③日本のように大問毎にリード文を掲げ，それについて小問で問うことはせず，一つ一つ
問いが独立している。これも，スタンダード・テストやSATⅡの形式に準拠したものと
いえるだろう。
④問題文の形式に一定の規則性がある。それは，「引用文（地図・グラフ）と社会科に関す
る既存の知識を活用して，問いに答えよ。」といった出題に見ることができる。
⑤論述式問題にも一定の傾向がうかがえる。それは，他の単元の論述式問題を参照してみ
れば明らかであるが，例えば次のような傾向が指摘できる。第一に，社会科のスキルを
活用させる問いである。具体的にいえば，「複数の政策を比較・対照させる」問いや，「あ
る政治家の主要な政策を列挙させた後に，その特質を一般化させる」問いである。第二
に，一定の歴史的説明（判断）に関する言明を提示し，生徒に同意・不同意を問うやり
方である。その際，同意ないし不同意の理由や根拠をあげて説明させるのも，注目すべ
き特色として指摘できよう。
ウ）想像される授業
　米国の場合，教科書制度はもとより教師にとっての教科書の位置付けが日本と異なって
おり，一概に教科書構成やテスト問題から授業像を断定的に導くことは避けねばならない。
おそらく日本以上に多様な歴史授業がなされていると思われるが，少なくとも以下のこと
は指摘できよう。
　第一に，概念の理解を重視している点である。例えば，どの教科書にも各章･節の冒頭
に「重要用語key terms」や「主要観念main idea」が記載されていることからも明らかで
あろう。そのことから，習得した知識を活用して，歴史事象や時代の特質を解釈・説明さ
せる授業方法が推測される。
　第二に，資料（史料・地図・グラフ等）に基づいて解釈・説明することを重視している
点である。つまり，概念の理解とともに，社会科のスキルを習得・活用できるように授業
を組織していると考えられる。
　第三に，歴史的な評価に関しては，一定の根拠に基づく生徒自身の判断（合理的意思決
定）を求めている点である。これは，学習指導要領が「多面的･多角的な思考」や「客観的
で公正な判断」の重要性をうたい，教師もまた生徒には何よりも正確な事実認識を期待し，
主体的な意思決定を問わない日本との大きな異同といってよいだろう。

＜注＞
１）岐阜県総合教育センターのホームページ「社会科，地理歴史科，公民科の部屋」
　　http://www.gifu-net.ed.jp/ssd/sien/hyouka/syakai１４/syakaiNtyu/syakaiNtyu/page００１.htm
２）坂田和也「思考力・判断力を育てる中学校社会科授業の展開－資料の活用とワークシ
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ョップ型授業，自己内対話・他者対話を通じて－」『教育実践研究』No.１９，上越教育
大学学校教育研究センター，２００９年，pp.５７-６２

３）Wiggins,G. & McTighe,J., Understanding dy Design, ASCD（Association for Supervision and
　　Curriculum Development）２００５
　　西岡加名恵編著『「逆向き設計」で確かな学力を保障する』明治図書，２００８年
４）峯明秀『Authentic Assessment概念に基づく社会科学習評価研究』（２００５～２００７年度

科学研究費補助金－基盤研究Ｃ－研究成果報告書）２００８年３月
５）Davidson,J.W.,et al,ed.,The American Nation, Pearson Prentice Hall,２００５, pp.８０４-８０５

（原田　智仁）
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２ 歴史的分野における「活用する力」を育成する授業提案

（１）はじめに
ア　歴史学習における授業設計の考え方
　これまでの中学校における歴史学習の授業において，高校入試が控えているという理由
などから，とにかく教科書の内容を消化することに重きが置かれる風潮があり，語句の解
説や時代背景などさまざまな情報を限られた時間の中で理解させなければならず，どうし
ても教師主導の講義型の通史学習による授業になってしまうのが現状であった。
　平成２４年度から完全実施される学習指導要領において，中学校学習指導要領解説社会科
編には，「我が国の歴史の大きな流れを理解させ，歴史について考察する力や説明する力
を育てるため，各時代の特色や時代の転機にかかわる基本的な内容の定着を図り，課題追
究的な学習を重視して改善を図る」とあり，また「学習した内容を活用してその時代を大
観し表現する活動や，各時代における変革の特色を考えて時代の転換の様子をとらえる学
習などを通じて，歴史的事象について考察・判断しその成果を自分の言葉で表現する学習
を行うようにした」と記され，身につけるべき知識を明らかにした上で何を理解させるべ
きかを示すなど，学習方略を明示して知識の活用を求めている。
　これからの子どもたちが社会で活躍するためには，PISA型学力で言われているとおり，
連続テキストや非連続テキストなどを通して知識や技能を活用する力をつけていかなけれ
ば，変化の早い現代社会には対応できない。そのために，教員からの講義による知識の習
得に重きを置いた授業ではなく，自ら学んで知識を習得し，さらにそれらを有機的に結び
つける活用力が求められている。
　本研究において，原田氏は，社会科の活用力について以下のように定義している。

①　社会科固有の内容知・方法知はともに具体的な内容に即して初めて習得され，活
用されるものである。つまり内容の伴わない活用力はあり得ない。
②　社会科における活用とは，端的に言えば単元ごとに探究学習あるいは意思決定学
習を組織し，前述の基本過程にそって学習を遂行することである。
③　それゆえ，社会科の活用力を育てようとするならば，具体的な題材に即して探究
学習ないし意思決定学習を遂行するしかない。

　そこで，歴史的分野における活用力を育成するにあたって，「歴史的事象を分析・解釈さ
せる授業」や「時代（あるいは，ある決まった時期について）を解釈させる授業」を組み
込んで，結果として知識や技能を習得させることをめざし，ただ単に語句を暗記して，一
問一答形式の問題に対応できる力をつけるのではない，思考・判断したことを別のことに
も活かせられるような授業を構成したい。
　ここで考えているのは，よくあるような数時間の知識習得のためだけの授業を行い，残
りの数時間で活用の授業を展開するという授業ではない。１時間１時間の授業の中に，習
得と活用の両方を組み込む授業を構成し，また１つの大きなまとまり（ここでいう単元）
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においても，習得と活用の両方が入っているという授業をデザインし，毎時間大きな山に
挑戦する学びのある授業を構成し，毎時間毎時間子どもたちの頭の中がフル回転で考えて
いく，探究していく授業の構成を考える。
　以上のことを視野に入れ，歴史的分野において，この①～③をふまえて授業を構成する
とき，以下の２つを入れた授業をデザインすることを考えた。
　１つは，１コマの授業の前半で，どのようなことを習得させるのかを明確にして，すべ
ての生徒に習得させる内容であること。
　１つは，授業の後半では，習得した内容から発展的な課題を構成すること。つまり，こ
こで探究学習ないし意思決定学習を構成する。
　このサイクルを１コマ１コマ繰り返し，さらに単元トータルとして，習得－活用のサイ
クルを回すことができるように構成することとした。

図１ 本研究における習得・活用のイメージ図

イ　学習の方法について
　日本の産業構造の変化により，学校における課題も変化し，この現状を克服するための
１つとして授業を改善することが必要とされている。第１３回近畿中学校社会科教育研究大
会大阪大会での基調提案において，「今，教育現場で求められているのは，このような現状
を現代社会の変化と課題に対応できるような『生きる力』や『人間力（知・徳・体）』の育
成を目指す授業改善の取り組みであり，生徒が生活している地域や社会とつながり，生徒
一人ひとりが主体となって『学び合う』という『関係性の構築』への取り組みである。すな
わち豊かな心と社会性を培い，問題解決能力や自己教育力を身につけさせる主体性のある
『学び』の学習が求められており，それに応じた生徒の生き方や価値観の揺さぶりをかける
教育活動，学びを中心とした『授業改善』が期待されているのである。」と提案されている１）。
ちなみに，ここで言う「学び」とは，「学習するモノやコトと自分との対話」，「他者との対
話」，「自分自身との対話」の３つからなっている。この３つを通して，今までの一方的な
伝達・説明の授業によって，歴史的知識の習得，暗記をするということから，「活動的で，
協同的で，探究的」な授業をしていくことによって，活用力が育成されると考えた。

単元全体での活用と，１時間の中で習得・活用を繰り返して学ぶ

習得

活用

習得

活用

習得

活用

習得

活用
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　したがって，本研究において活用する力をより高める１つの方法として，１コマの授業
の中に必ず小グループにおける対話的活動を組み込んだ。対話的活動を組み込むことによ
って，個人の学びを豊かにすることができる。それは，授業の中で与えられたさまざまな
資料に基づいて自己の考えができ，また，その自己の考えが他者の考えとのすりあわせの
中で揺れ動かされ，最終的に自己の考えが確立されることにより，学びが深まっていくと
考える。そのため，授業において，教室にはさまざまな資料を持ち込んだ。副教材として
用いられる資料集も，一種類ではなく，各グループに数種類を用意し，それぞれの差異か
ら考えられるようにした。そのことによって，学習指導要領でも求められている“多角的・
多面的”に学習できるようにした。

（２）歴史学習に関する授業モデル
ア　「江戸時代の財政はなぜ窮地に陥っていったのか
　　　－徳川綱吉から松平定信までの経済政策を比べることを通して－」
ア）単元設定の理由
　江戸時代中期以降の政治史については，享保の改革，寛政の改革，天保の改革の３つの
改革を中心に江戸幕府が行った政策を学び，その成果と課題を問う授業が構成されてきた。
しかし，江戸幕府の財政は５代将軍徳川綱吉の時代から財政難に陥っており，この時期か
ら幕府の収入を増やすためにさまざまな政策が行われてきた。また，江戸時代中期では新
田開発をはじめ農業生産が増加し，さらに商品作物の生産もあって，農村にも貨幣経済が
浸透してくる時期である。そこで，今までの３つの改革を中心とする学びを捉え直し，徳
川綱吉や田沼意次の政策も入れて，幕政改革について特に経済面を中心に捉え直したい。
そして，それぞれの政策についてさまざまな資料から是非を問い，さらには総合的なとこ
ろから，幕政改革について考えさせたい。
イ）教材分析
　５代将軍徳川綱吉の政治について，教科書２）では，それまでの武断政治とはちがって，
文治政治を行ったということ，また生類憐みの令を出したり，貨幣の質を悪くしたことで
経済を混乱させたことが書かれており，どちらかというとマイナスのイメージを持ってし
まう記述になっている。
　特に貨幣の質を悪くしたことについては，寺院の建設などに多額の費用をかけたため，
幕府財政が悪化し，それを補うために発行したと書かれているが，それだけでは多面的だ
とは言い難いと考える。なぜなら，１６５７年の明暦の大火後，３回も江戸で大火事があり，
さらに１７０３年には関東に大地震，１７０７年には富士山の噴火など火災や自然災害に見舞われ，
その復興費用も必要であり，また，１７世紀後半には商品経済がさかんになり，年貢米の収
入が減り財政難に陥ったこと。さらに，金・銀の産出量が減少し，貨幣経済が浸透してき
て，貨幣の発行量が少なくなってきたことも原因として考えられる。つまり，徳川綱吉の
時代は奢侈による財政逼迫という考え方で終わらせるのではなく，多方面から検討をして
判断しなければならない。その判断できる資料がある程度そろっており，その資料を読み
取らせることで，綱吉に対して一面的なイメージで終わるのではなくて，学習者それぞれ
のイメージをつくりあげていく。
　同じように，徳川吉宗，田沼意次，松平定信の時代の改革にしても，教科書や中学生向
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けの資料集でさまざまなことが書かれているが，それらの改革を一つずつ見ていって，そ
の政策の善し悪しのみを判断するのではなく，前後の改革と結びつけて判断することによ
って，改革とはどういうことなのか，彼らが国を守るためにどのようなことに注意をしな
がら行ったのかということに迫っていきたいと考える。
　この学習をすることによって，今日の日本の財政問題，さらには東日本大震災という未
曾有の大災害をはじめ，さまざまな自然災害から復興に向けて取り組まなければならない
状況において，この江戸時代の改革の歴史から学べることが多いのではないかと考える。
ウ）単元の目標
　①そのときの為政者が，さまざまな要因の中から，国を守るためにどのような政策を講
じていったかを理解する。

　②それぞれの為政者の政策について，その成果と課題を多面的・多角的に考える。
　③改革には何が必要なのか，今の社会と比較しながら考察する。
エ）指導計画（全５時間）
 学習内容学習活動テーマ

・国内外の平和と安定を背景に，
それまでに武断政治から学問や
礼節を重んじる文治政治へとか
わった。
・極端な動物愛護を定めた生類憐
れみの令を出した。
・佐渡金山，石見銀山，生野銀山
などが開発されそこから産出さ
れる金銀から貨幣がつくられた。
・金貨，銀貨は重要な輸出品とな
った。
・貨幣経済の発達により多くの金
銀が必要になった。
・多くの金銀が必要になる中で，
産出量が減少し，幕府の収入が
少なくなった。
・明暦の大火や富士山の噴火，寺
社の造営など，多額の支出があ
り，質の悪い貨幣を大量に発行
して切り抜けようとした。
・耕地面積の拡大や農具の改良な
どにより米の収穫量が増えてい
った。
・商業の発達により，両替商も現
れ貨幣経済が浸透していった。
・商品作物の栽培が一層盛んにな
り陸路や水路の開発も行われた。

・徳川綱吉の時代の政治，
経済，社会の動きを理解
する。

・なぜ徳川綱吉の時代に貨
幣改鋳が行われなければ
ならなかったのか，貨幣
の改鋳によってどのよう
な影響があったのかを多
方面から分析する。

なぜ徳川綱吉の時代に
貨幣改鋳が行われたの
だろうか。

第１時

・農業を中心として発展した生産
活動が引き続き拡大した。
・厳しさが続く幕府財政の立て直
しを図った。
・支出の減少をはかり，増収策を
考えた。
　→新田開発を進めた。年貢の増
徴を行った。
　→商品作物の奨励
・米価は安定しなかった。
・ききんが重なり，打ち壊しが起
きるなど不安定になった。

・徳川吉宗の時代の政治，
経済，社会の動きを理解
する。

・なぜ享保の改革を行わな
ければならなかったのか
を多方面から分析する。

・徳川綱吉，新井白石の政
策を比較し，吉宗時代の
成果と課題について分析
する。

なぜ享保の改革を行わ
なければならなかった
のだろうか。

第２時
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 学習内容学習活動テーマ

・年貢米の収入は頭打ちになり，
米価の下落も加わって幕府財政
はふたたび行き詰まった。
・年貢米だけでなく，各地で発展
しつつあった商品作物や商品の
流通から得る利益に着目した。
・商工業者たちの株仲間の営業権
を認めて税を納めさせた。
・長崎貿易の振興に乗り出し，俵
物を輸出して，金・銀を輸入し
たりした。
・大商人の資金を積極的に活用し，
新田開発によって耕地を拡大さ
せた。
・蝦夷地の開拓にも乗り出した。
・わいろが横行し，士風を退廃さ
せた。
・天明の飢饉，浅間山の噴火，関
東・江戸の大洪水などの災害が
相次いだ。
・百姓一揆や打ち壊しが頻発した。
・発展してきた商品生産・流通と
それが生み出す富に着目し，経
済発展の成果を吸い上げて幕府
の財源とし，財政問題の解決を
図ろうとした。

・田沼意次の時代の政治，
経済，社会の動きを理解
する。

・なぜ，田沼意次は商業政
策を重視したのかを多方
面から分析する。

・徳川吉宗の時代の政策と
比較し，田沼時代の成果
と課題について考える。

なぜ田沼意次は商業の
発達をめざしたのか。

第３時

・天明の打ちこわしがきっかけと
なり，寛政の改革が始まった。
・幕府の財政の立て直しのため，
倹約令や棄捐令を出した。
・商品経済の浸透により不安定化
し，凶作・飢饉により荒廃した
農村の復興をおこなった。
・都市に出稼ぎに行くことを制限
し，農村に帰ることを勧める法
令を出した。
・主穀生産を奨励し，農民が商業
に携わることを抑制した。
・ききんに備えるために，囲い米
をおこなった。
・田沼時代末期の危機的な状況を
乗り切った。
・一時的に幕政を引き締め，幕府
財政の均衡を回復して幕府の権
威を高めた。
・あまりにも厳しすぎたため，民
衆の反発をかった。

・松平定信の時代の政治，
経済，社会の動きを理解
する。

・なぜ，松平定信は田沼政
治を転換し，農業政策を
重視していったのかを多
方面から分析する。

・徳川吉宗，田沼意次の政
策を比較し，松平定信の
政策の成果と課題につい
て考える。

なぜ松平定信は徳川吉
宗の政治を理想とした
のだろうか。

第４時

・それぞれの改革には，政策者の
人物像がはっきり現れている。
・為政者には，現状に対する課題
認識，未来に対する展望，そし
て，どのような批判があろうと
も，意志を貫く姿勢が必要であ
る。
・それぞれの改革は，結果として
失敗に終わったとしても，現状
をいかに打破するかという点に
おいて，しっかりと練られた政
策を出している。

・それぞれの人物が生きて
いた時代の社会背景を理
解した上で，一人の人物
を挙げ，その成果と課題
や，改革をするには何が
必要なのかを自分の言葉
でその見解を述べる。

徳川綱吉，徳川吉宗，
田沼意次，松平定信の
４人から一人を選び，
その改革について他者
の改革を比較しつつ，
自分の見解について述
べよう。

第５時
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オ）展開例
 第１時の展開例

予想される生徒の考え
教師の支援等形態生徒の活動

・どうして，このような
金貨が発行されるのか。

・「なぜ？ 」と疑問を持
たせるようにしていく。

一斉・徳川綱吉の絵を見せて，イメージする。
・金貨（ 慶長金銀と元禄金銀）の比較をする。

導入

・わからないところがあ
れば，資料等で調べさ
せるか，グループの仲
間に訊くように指導を
する。

対話的活動・徳川綱吉の生誕から没までの年表をワークシー
トにしたがって作成し，この時代の大まかなで
きごとを理解する。

展開Ⅰ

・綱吉時代の大きな流れ
について把握させる。

一斉ワークシートの中からわからないところを全体で
補充する。

・資料等を見ながら，仮
説を立てて検証を行う。
　その際，グループで自
分たちの考えのすりあ
わせを行わせる。

対話的活動・どうして貨幣改鋳を行わなければならなかった
のか。

・貨幣改鋳が世の中にどのような影響があったの
かについて資料を基に追究する。

展開Ⅱ

・資料集等根拠を持って
発言をするように促す。

一斉対話的活動で考えたことを全体の場で共有し，検
証を行う。

今日，学んだことをワークシートに記入する。まとめ
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カ） 第１時のワークシート①
 世の中のできごと幕府のできごと年代

出生1 6 4 6
明暦の大火→ 江戸の大火事1 6 5 7

五代将軍となる1 6 8 0
江戸の大火事1 6 8 2

武家諸法度を出す
「文武忠孝を励し礼儀を正すべき事」
→（　　　　　）政治を行った

1 6 8 3

（　　　　　　　　　　）を出す
→動物をたいへん愛護した
　貨幣の改鋳を行った

1 6 8 5

1 6 9 5
江戸の大火事1 6 9 8
江戸の大火事死去1 7 0 3
富士山の噴火1 7 0 7

1 7 0 9

★なぜ徳川綱吉の時代に貨幣の改鋳を行わなければならなかったのか

★貨幣の改鋳を行ったことで，どのような影響があったのかを考えよう。

★今日の授業でわかったこと，わからなかったことを書きましょう。
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ワークシート②
 

［解説］３代将軍家光のころ
までは幕府財政には余裕が
あった。しかし４代家綱，５
代綱吉の時代，明暦の大火
後の再建費用・大名への貸付
金，寺社の造営費用などで
財政は悪化した。

［解説］改鋳と経済成長の関係
　同じ１両の小判でも，金の含有量には大
きな違いがあった。正徳・享保期を例外とし
て，金の含有量は減る一方であった。浮い
た差益を幕府の財政難解消に用いることも
繰り返された。
　元禄期の貨幣改鋳は，経済成長による通
貨不足を補う必要性から考えられたもので
ある。その結果，流通経済がいっそう発展
し，元禄文化を育むこととなった。逆に，
正徳・享保の改鋳は通貨流通量の縮小を招き，
大不況をもたらした。

（『歴史資料集』新学社，p.９０より）

（竹内誠監修・市川寛明編『地図・グラフ・図解でみる一目でわかる江戸時代』小学館，p.１７より）

［解説］享保の改革では年
貢の増収に成功し，財政
は黒字に転じた。石高の
増加以上に収穫高が増え
ているが，これは年貢率
の増加によるもので，農
民に過度の負担を強いる
ものであった。そのため，
百姓一揆などが多発し，
改革の成果は長続きしな
かった。享保の改革に倣
った寛政の改革も，一時
的な成果をあげただけだ
った。

（竹内誠監修・市川寛明編『地図・グラフ・図解でみる一目でわかる江戸時代』小学館，p.１０７より）

（写真：日本銀行金融研究所貨幣博物館）
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キ）第１時の授業の分析
　徳川綱吉の政策について，年表形式でまとめさせることで，おおまかな把握をすること
ができた。生類憐みの令だけにこだわらずに，経済政策に視点を置かせるため，ここの説
明は簡単に済ませて，貨幣改鋳を中心とする経済政策に取り組ませるようにした。生徒た
ちは，はじめに小判の比較をする所で，なぜ重さが違うと世の中が変わるのかというとこ
ろに疑問を持ち，各自が持っている資料集やワークシートに記載されている資料などから
仮説を立てた。その中で，貨幣を改鋳することで，お金の価値が従来のものとは低くなる
から，物価が上がるのだという意見がグループの中からでるなど，貨幣価値と物価との関
係を正しく認識することができたと思う。

（３）成果と課題についての考察
ア　成果について
ア）「興味を引く」課題設定ではなく「興味がわく」課題の設定
　どの時間でも「なぜ」という疑問がでるような課題設定を心がけた。「なぜ」という疑
問を出すことによって，子どもたちはその疑問に基づいて追究をすることができる。
イ）資料をどのように読み取らせるか
　「なぜ」という疑問があり，それを追究する手がかりとしての「資料」は重要である。
適切な資料を提示し，その資料に書かれていることを根拠にして自分の考え（仮説）を確
立させることができる。
ウ）貨幣価値と物価との関係の認識について
　貨幣価値と物価との関係を教科書で学習するのは，３年生の公民的分野において経済学
習においてである。しかし，子どもたちは，これまでの“生活経験”として，貨幣を使っ
た生活を行っており，その経験的な知識によって貨幣価値と物価との関係を認識すること
ができた。このことは，第一次世界大戦後のドイツにおける急激なインフレを理解するこ
とにも活用することができるだろうし，現代における世界の経済においても応用可能な理
論を習得させることができる。

イ　課題について
ア） 授業者の「学ばせたい」ことと，子どもたちの「学びたい」こととの一致を
　授業者は毎時間，「これを習得，活用させたい」という授業の“ねらい”をもって授業に
臨む。そのために，どのような課題を設定し，どのような資料を使って子どもたちを学ば
せるのかについて教材研究を行うわけであるが，授業者が「学ばせたい」内容に適した資
料が見つからない場合が少なくない。資料が見つからないなら授業の軸を大きく変えなけ
ればならない。また，子どもたちが疑問を持つような資料の提示が必要である。例えば，
それぞれの改革における狂歌をもとに授業を構成するなどを試みたが，他にも絵画を使用
したり，時には高等学校で使用する史料集なども活用する必要があるのではないかと考え
る。
イ） 歴史における本当の意味での活用とは何か
　今回の授業提案は，歴史を経済の側面から考えさせ，現代において応用，活用できるね
らいがある。しかし，物価変動など経済のしくみは，先述したように３年生で学習する公
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民的分野において設定されており，この授業が歴史の授業でありながら，貨幣価値と物価
を理解させなければならなず，ともすれば公民的要素の強い授業になってしまったのでは
ないかと危惧する。その点において，歴史における本当の意味での活用とは何かを検証し
て行く必要があると考える。

＜注＞
１）第１３回近畿中学校社会科教育研究大会≪大阪大会≫ 冊子
２）堺市が採択している「新編新しい社会歴史」（東京書籍歴史７０９）による。

＜参考文献＞
・大石慎三郎『徳川吉宗と江戸の改革』講談社学術文庫，１９９５年
・大石慎三郎『田沼意次の時代』岩波新書，２００１年
・笠谷和比古『徳川吉宗』ちくま新書，１９９５年
・鈴木浩三『資本主義は江戸で生まれた』日経ビジネス人文庫，２００２年
・辻善之助著『田沼時代』岩波文庫，１９８０年
・藤田寛松平定信』中央公論社，１９９３年
・藤田寛『日本史リブレット　近世の三大改革』山川出版社，２００２年
・藤田覚『田沼意次　御普請を蒙ること，身に覚えなし』ミネルヴァ書房，２００７年
・村井淳志『勘定奉行　荻原重秀の生涯－新井白石が嫉妬した天才経済官僚』集英社新書，
２００７年
・渡辺尚志『百姓たちの江戸時代』ちくまプリマ－新書，２００９年

（佐古田　英樹）
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３　歴史的分野における「活用する力」の評価計画と評価問題案

（１）はじめに－歴史的分野における「活用する力」の評価－
　原田氏は，本研究において社会科における活用力を評価するにあたり，次のように述べ
ている。

・社会科の活用力を評価しようとするならば，到達目標としての知識・技能を明示し
た上で，探究ないし意思決定の学習過程を具体的な授業計画書として構成し，そこ
に評価方法（評価計画）を記載することが望ましい。
・評価方法としては，授業過程でのワークシートやノート等のポートフォリオ評価の
他に，目標とした知識・技能で用いたものとは別の事例の中から発見させたり，習
得した知識や技能を応用して事象を説明・解釈させたりするテスト問題が考えられ
る。

　本研究において，歴史的分野における評価を考えるとき，次の２つのことを意識した。

①知識・技能における評価
　活用するために必要な歴史的事象がどの程度理解できているのかということと，図
表などからの読み取りがどの程度できていたのかということ。
②探究ないし意思決定の学習の評価探究をしていくために，上記①をふまえて自らの
“疑問”を出すことができたのか。
そして，その疑問を探究していくにあたって，上記①を根拠として活用できているか
ということ。

　知識・技能における評価については，一問一答の形式になるのではなく，史料や図表の
読み取りを通して知識や技能を評価するようにしなければならない。また，評価問題にお
いてもそのような評価問題を作成しなければならない。
　授業づくりの観点から，探究学習においては，「なぜ？」という疑問が学習者自らの中に
出ることが望ましい。それは，学習者の側に立てば，「なぜ？」という疑問がわくことによ
って「学びたい」「探究したい」という意識が起こるのである。そのため，本時の授業，
あるいは単元全体の中で，子どもたちが「学びたい」「探究したい」と思う「疑問」を出
させるようなしかけ，つまり資料が大切である。そして，子どもたちが「学びたい」とい
う「疑問」と，授業者が定めている「ねらい」とを一致させられるようにしなければなら
ない。
　そこで，２節で示した授業提案を元に，評価規準と評価の方法，評価問題について下記
に示す。評価については，日頃の授業における評価（生徒の発言，ワークシート，ノート
への記載）と評価問題における評価の２つが柱となる。
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（２） 授業提案「江戸時代の財政はなぜ窮地に陥っていったのか－徳川綱吉から松平定信
までの経済政策を比べることを通して－」の評価

ア　活用する力の評価の観点について
　峯氏は，単元における評価基準の基本形として，到達目標となる知識と技能の組み合わ
せを次のように整理した。

図１ 単元の評価規準の基本形

　この基本形をもとに，２節で示した授業提案について，第１時から第５時までの評価の
観点（それぞれにおいて身につける活用力）を示すと下記の通りとなる。

第１時において 

④仮説応用のため
の活用力

③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

ｄ　複数の仮説を
応用して総合
的に説明でき
る

ｃ　新たな情報を
用いて仮説を
検証できる

ｂ　知識・技能を用
いて問題に関
する仮説を設
定できる

ａ　入手した情報
をもとに問題
を発見できる

概念的・説明的
知識（理論）

⑧意志決定のため
の活力

⑦未来予測のため
の活用力

⑥論点分析のため
の活用力

⑤論点認識のため
の活用力

ｈ　未来予測に基
づいて主体的
に意志決定で
きる

ｇ　新たな情報を
用いて未来予
測ができる

ｆ　既有の知識・技
能を用いて論
点を分析でき
る

ｅ　入手した情報
から論点を認
識できる

一般的・評価的
知識（価値）

④仮説応用のため
の活用力

③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

浅間山の噴火や江
戸の大火，また寺
社造営の費用がか
さんだことにより，
幕府の財政が非常
に逼迫していた。
また，貨幣経済の
発達により多くの
金銀が必要になっ
た。そこで徳川綱
吉は，貨幣の改鋳
を実施し，金の含
有率を下げること
で幕府の利益を出
そうとしたが，物
価が上昇し，経済
が混乱した。

・寺社造営の費用
がかさんだ。
・非常に贅沢な暮
らしをしていた。
・幕府の財政が非
常に逼迫してい
た。
・貨幣経済の発達
により多くの金
銀が必要になっ
た。
・多くの金銀が必
要になる中で，
金銀の産出量は
減少していた。
・商品作物の栽培
がいっそう盛ん
になっていた。
・浅間山の噴火や
江戸の大火など
の事象も起こっ
た。

なぜ徳川綱吉は貨
幣改鋳を行わなけ
ればならなかった
のかという疑問を
持つ。

貨幣の改鋳によっ
て幕府の利益が増
えた一方で，物価
が値上がりする事
態となり経済が混
乱したとあるが，
理由はそれだけな
のだろうか。

概念的・説明的
知識（理論）

（本書28頁より）
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第２時において

第３時において 

④仮説応用のため③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

新田開発を進め，
年貢率を上げるな
どの政策を行った
結果，幕府の収入，
は一時的に増えた
が，農村では貨幣
経済が浸透してお
り，米価がそれほ
ど上がらなかった。
そして，ききんな
どの自然災害が発
生し，農村におい
て打ちこわしが起
きるなど社会が不
安定になって改革
がうまくはいかな
かった。

・農業を中心とし
て発展した生産
活動が引き続き
拡大した。
・新田開発を進め，
年貢の増徴を行
った。
・農業重視の政策
をしたにもかか
わらず，米価は
安定しなかった。
・「米価安諸色高」
の状況となった。
・ききんが重なり，
打ちこわしが起
きなるなど社会
が不安定であっ
た。

なぜ徳川吉宗は農
業中心の政策をだ
していったのかと
いう疑問を持つ。

徳川吉宗が出した
政策の意味を知る。
・公事方御定書
・足高の制
・上米の制
・年貢率を上げる
・新田開発

概念的・説明的
知識（理論）

④仮説応用のため
の活用力

③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

徳川吉宗時代の年
貢による幕府財政
の回復は，年貢米
の収入が頭打ちの
状態になっている
ので，それだけで
は回復しないと考
え，商業を重視す
る政策を行ったが，
その結果，わいろ
が横行し，士風を
退廃させた。

・年貢米の収入が
頭打ちの状態に
なっていた。
・商品作物の栽培
は各地で発展し
つつあり，また，
それら商品の流
通から得る利益
に着目した。
・金銀を輸入する
ために俵物を輸
出した。
・大商人の資金を
積極的に活用し
た。
・新田開発をおこ
なった。
・天明の飢饉，浅
間山の噴火，関
東・江戸の大洪
水などの災害が
相次ぎ，改革を
阻んだ。

なぜ田沼意次は商
業の発展を目指し
たのかという疑問
を持つ。

田沼意次は，徳川
吉宗の政策とはち
がい，商業を発展
させることで財政
難を乗り切れると
考えた。田沼の政
策の理解
・株仲間の奨励
・長崎貿易の奨励
・蝦夷地の開発計
画

概念的・説明的
知識（理論）
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第４時において

第５時において

　上の表に従って生徒の活用力を評価する際，生徒の発言やワークシートの中から，必ず
以下の点をふまえて活用力がついているのかを考えなければならない。
　①　活用するための資料（文書，図，表など）をしっかりと読み込めているかどうか
　②　ワークシートや発言において，根拠となることがらを明示しているかどうか
　ただ単なる“思いつき”で記述する，あるいは発言をするのではなく，しっかりと根拠
をもつことで，資料の読み取りや解釈，それにもとづく活用力がついているかどうかの評
価ができると考える。

イ　評価問題について
　テストにおける評価をするにあたっては，本研究において「授業で用いたものとは別の

④仮説応用のため③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

わいろが盛んにな
り，政治が乱れた
田沼時代からもう
一度立て直すため
に農村復興に力を
入れた政策を行っ
たが，武士の生活
難を解決するまで
には至らず，改革
の内容も厳しすぎ
たことが民衆の反
発をかい，改革が
うまくいかなかっ
た。

・浅間山の大噴火
などの自然災害
がおきた。
・倹約令や棄捐令
を出し，幕府財
政の立て直しを
図った。
・都市に出稼ぎに
行くことを制限
し，農村に帰る
ことを勧める法
令を出した。
・ききん対策のた
め囲い米をおこ
なった。
・一時的に幕政の
引き締めに成功
したが，あまり
にも厳しすぎた
ため，民衆の反
発をかった。

なぜ松平定信は徳
川吉宗の政治を理
想としたのだろう
か。

松平定信の政策を
理解し，田沼政治
の問題点をあげる。
・囲い米の制
・質素
・倹約令
・札差しからの借
金帳消し

・旧里帰農令

概念的・説明的
知識（理論）

④ 仮説応用のため③仮説検証のため
の活用力

②仮説設定のため
の活用力

①問題発見のため
の活用力

政策を成功させる
ためには政策者の
人物像や時代を的
確によむことが必
要である。

・人々の暮らしか
ら 読 み 取 る。
（武士，百姓等）
・経済のしくみは
どうなっていた
か。（米本位制
から貨幣経済の
農村への浸透等）

なぜ成功した政策
と失敗した政策が
あるのだろうか。
何がそれに関係し
ているのだろうか。

徳川綱吉，徳川吉
宗，田沼意次，松
平定信の，それぞ
れの政策について
まとめる。
（一人の人物を挙
げるために情報を
まとめる）

概念的・説明的
知識（理論）
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事例の中から目標とした知識・技能を発見させたり，習得した知識や技能を応用して事象
を説明・解釈させたりするテストが考えられる」とした。
　そこで，本単元において，以下の評価問題を考えた。
ア） 習得した知識や技能を応用して事象を説明・解釈させたりする問題

問題例
次の①～⑥の歌を読んで，後の問いに答えなさい。
①　上げ米と　いへ上米は　気に入らず　金納ならば　しじうくろふぞ
②　旗本は　今ぞ淋しさ　まさりけり　御金もとらで　暮らすと思へば
③　役人の　子はにぎにぎを　よくおぼえ
④　田や沼や　汚れた御代を　改めて　清らかにする　白河の水
⑤　世の中に　蚊ほどうるさき　ものはなし　ぶんぶといふて　夜も寝られず
⑥　白河の　清き流れに　魚（うお）住まず　濁れる田沼　今は恋しき
問い
１）①，②は徳川吉宗の改革を批判する歌である。どうしてこのような批判がされる
のか，当時の社会情勢をふまえて説明しなさい。
２）③の「にぎにぎ」とは何のことか。
３）③はどのようなことを批判しているのかを説明しなさい。
４）④，⑤，⑥は，この順番に時代の流れに応じてよまれたものである。どうしてこ
のように変化しているのだろうか説明しなさい。

　この時期の幕政改革の時には多くの歌が詠まれている。その歌を題材にして活用力を問
う問題例である。なお，この歌は，それぞれの授業の導入においても扱える歌である。授
業の最初にこの歌を見せて，子どもたちの中から「どうしてこのように詠んでいるのだろ
うか」ということから，それぞれの改革について学ぶことができる。特に④は，田沼政治
に失望し，松平の改革に期待を寄せているが，その改革が厳しすぎたために，⑥のように
前の時代がよかったと批判する歌が詠まれる。この２つを比較してどうして対照的な２つ
の歌が詠まれているのかを考えさせることもできるだろう。
　４）の問いに対する解答例を下記に示す。

　④の「田や沼の汚れた御代」は，田沼意次のわいろ政治ことをさしていて，松平定信
は白河藩主だから，そのことに関連させて「清らかにする」とあるように，よい方向へ
変えてくれるだろうという期待を表している。しかし，改革が進んでいくにつれて，良
いと思う人もいれば，不満を持つ人もでてくるから，不満を持つ人たちがよんだのが⑤
や⑥の歌で，⑤は，松平定信の厳しすぎる政治に不満を持ち，⑥は，松平定信の改革を
期待していたけれど，思った以上に厳しすぎて，やっぱり田沼意次の時代の方がよかっ
たなぁと思っている歌である。だから，改革は最初は期待する人が多いけれど，途中か
ら不満を持つ人もでてきて，すべての人が良いと思える改革は難しい。
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　ここでは，改革が良いと思う人もいれば，不満を持つ人もいるという両面性があるとい
うことを意識させたい。また同じように，最初は期待をするが，進むにつれて前の時代が
よかったという声もでてくるということを，この歌によってとらえさせようと考えている。

　問題例
　次の文章は田沼意次の「遺訓」と呼ばれているものである。これを読んで，後の問
いに答えなさい。
第１条　主君にたいする忠節のこと，仮にも忘却なきよう。なかんずく当家（田沼家）

においては９代家重公，１０代家治公には，比類のない御厚恩を受けているのだ
から，夢々忘却なきように。

第２条　親にたいする孝行，親族にたいする配慮をおろそかにしないように。
第３条　一類（同族）中は申すにおよばず，同席の衆，さらに付合ある人たちにたい

し，表裏・疎意がないように心掛けるべきこと。どんなに身分が低い人でも，
人情をかけるところは差別なく接するように。

第４条　家中の者には憐愍を加え，賞罰はえこひいきがないように気をつけること。
使いやすい人，使いにくい人にも，及ぶかぎり気くばりをして，油断なく召仕
うべきこと。

第５条　武芸は懈怠なく心掛け，家中の者にも油断なく申し付けるように。若者には
とくにせいだすように心掛けさせ，また他見苦しからざる芸は，折々見学させ，
時には自分自身も見物を心掛けるように。しかし武芸にせいをだした上は，そ
の余力で遊芸をすることは勝手次第で，それを止めだてする必要は毛頭ない。

第６条　権門の衆中には隔意失礼のないようにとくに心掛けるように。すべて公儀に
かかわることは，どんな些細なことでも大切に心を用い，諸事入念に行なうこ
とが肝要である。

第７条　諸家の勝手向（財政状況）を見るに不如意なのが一般のようで，良いのは稀
である。不勝手がつのると公儀の御用さえ心ならずも勤めにくくなる。もちろ
ん軍役も十分つとめにくくなるので，領地を拝領していても意味がなくなる。
家の経済をたてることは大切至極のことであるので，常時油断なく心掛けるこ
とが肝要である。

　問い
　１）田沼意次の人となりがわかるところに下線を入れなさい。
２）田沼意次の人となりと，実際に彼が行った政策やその結果をふまえて，田沼意次
の評価をしなさい。

　田沼意次のイメージは“悪い政治家”という印象を持たれがちだが，はたしてそうなの
だろうかということを，史料をふまえて検証し，田沼の改革の評価をさせることを考えた
問題である。教科書や資料集における記述と，上記問題の「遺訓」とを比較させ，解答者
それぞれに価値判断をさせる問題と考えている。
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イ）授業で用いたものとは別の事例の中から目標とした知識・技能を発見させる問題

　問題例
　次の文章を読み，後の問いに答えなさい。

　山田方谷は，１８０５（文化２）年に備中松山藩の貧しい農家に生まれた。陽明学を
学び，藩校有終館の学頭となり多くの弟子を教育した。１８４９（嘉永２）年板倉勝静
が藩主となり，藩政改革に取り組む。その改革の結果，わずか８年で１０万両（約６００
億円）の負債を返済し，しかも同じ額の余剰金も残している。また，１人の犠牲者も
なく，百姓一揆も起こらなかったと言われている。
　山田方谷は，以下の行財政改革を行っている。
①　教諭所や学問所を開設して，すべての領民が学問をできるようにしている。
②　干害の場合，飢えた領民に対して貯倉を開いて米を与えている。金のないもの
には無利子で貸し与えている。
③　道路と水運を整備し，経済発展につなげている。
④　身体壮健な者に西洋式戦術を教え，幕末動乱の政情不安定な時に備中松山藩の
国防を強化している。
⑤　盗賊の取り締まりを強化し，風俗を正している。改心した者は放免している。
　山田方谷の改革が成功した理由
①　藩，商人，工人，武士，農民との協調体制をつくり，全体の費用の負担を全員
で平等に負担していった。
②　自分から率先して倹約をして自然に多くの人から協力を引き出していった。
③　財政赤字になった原因（米本位経済から貨幣経済）を前向きに考えてうまく利
用した。
④　１つの商品を作るためにできるだけ多くの商品が関連するようにした。
⑤　教育により領民が知識を身につけ，その知識が有効に働き，知恵に変えられる
ように活かせる場を提供した。

　問い
１）山田方谷の藩政改革と，これまで学習してきた人物（徳川綱吉，徳川吉宗，田沼
意次，松平定信）の改革との同じ点，違う点をそれぞれまとめなさい。
２）山田方谷の藩政改革はどうして成功をしたのか。①でまとめたことを参考にしな
がら理由を述べなさい。
３）山田方谷をはじめ，この時期には各藩においても改革が進められ成功をおさめて
いる藩も多い。国レベルの改革と藩における改革のちがいはどのようなところにあ
るだろうか。資料集などを参考に説明しなさい。
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　この問題例は，教科書や資料集には掲載されていない山田方谷の藩政改革という別の事
象を取り上げ，目標とする知識・技能を発見させる問題と考えている。藩政改革において
は，上杉治憲（鷹山）の藩政改革が教科書や資料集などに成功例として掲載されている。
山田方谷は教科書や資料集には掲載されていないが，現在の国や地方公共団体の財政難，
企業の経営状態が苦しい中において，彼の改革からヒントを得ようとしている。したがっ
て，この問題例において，さらに山田方谷の藩政改革をヒントとして，現代の状態を打破
するためには，どうすればよいのかを考えさせる問題を設定することもできるであろうと
思う。
　次に示す問題例は，学習してきたことをふまえて，現代にどのように活かすのかという
ことを考えている。

　問題例
　私たちが生きている今，日本の財政状況は非常に危険な状態である。平成２３年度末
における国の公債残高は約６６７兆円，国民１人あたり約５２１万円にもふくれあがってい
る。また，地方の分とをあわせると，約８９４兆円にもなっている。
　このような状況の中で，平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災をはじめ，地震，
豪雨による自然災害など日本各地でさまざまな被害があり，多くの復興費用が必要な
現状である。
　財政難，自然災害というのは，私たちが学習した江戸時代にも同じような状況が見
られた。そのことに関して，江戸時代に幕政改革を行った，徳川綱吉，徳川吉宗，田
沼意次，松平定信のそれぞれの政策やその結果を参考に，今の日本の危機を乗り越え
るためには，どのような改革が必要なのであろうか。あなたの考えを述べなさい。

　江戸時代における財政難や自然災害（火山の噴火や天候不順によるききん）を乗り越え
るため，さまざまな幕政改革を行っている。そのことと，今の日本の状況とを重ね合わせ，
どのような改革をすればよいのかを考えさせる問いである。この問いは，歴史的分野にお
ける学習だけでなく，公民的分野の学習をもふまえたものになっているが，そもそも歴史
を学ぶということは，現代を生きる私たちが，それを教訓として，今の時代にどう生かす
のかが問われているのであり，まさに「いま」何をしなければならないのかを考え，活用
力を問う問題を想定している。

＜参考文献＞
・三宅康久『現代に生かす山田方谷の藩政改革その経済政策を中心として』大学教育出版，
２００６年

（佐古田　英樹）
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第３章　公民的分野における「活用する力」の育成と評価

１　「活用する力」に関する公民の先行実践分析と課題
（１）活用型学力育成のための学習過程
　社会科における活用力を育成するためには，単元レベルの典型的事例をもとに学習過程
における探究と意思決定を区別し，知識・技能の習得過程を明示することの必要性が指摘
される。そして，各々の学習過程で要求される段階的な能力を，知識・技能とセットにし
た授業計画や評価方法を示すことで，外部から見取ることができる（原田，本書９頁内容）
というものである。学習過程で要求される段階的な能力は，次のように示される。
ア　学習過程（思考・判断の過程）からのアプローチ
　　探究学習

　　意思決定学習

　公民的分野の学習において，探究学習と意思決定学習をどのように取り入れることが可
能だろうか。図１は，探究学習や意思決定学習の①～④のそれぞれの段階において必要と
される能力（X）と，中核となる理論や価値に段階的に迫る能力（Y）を示している。年
間のカリキュラムの中では，社会の諸事象を分析・総合し，普遍的な政治や経済の概念の
探究を目指す探究学習として設定される単元や，社会の諸事象を評価し，政治や経済の価
値を方向付けたりする意思決定学習として設定される単元が考えられる。活用の仕方とし
ては，探究学習・意思決定学習において，例えば単元Ａ～Ｃでは，①～④のいずれかの段階，
①，②，③，④ごとに活用力が適用されたり，単元Ｄでは①→④に連続した段階に必要と
される能力が活用されたりすることを示している。
　その上で，中学校公民的分野ではどのような概念や価値の取り扱いが考えられるだろう
か。

情報の入手 → ①論点の認識 → ②論点の分析 → ③未来予測 → ④意思決定
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝価値の習得）
＜解説＞
　①入手した情報から論点を認識する能力＝論点認識のための活用力
　②既有の知識・技能を用いて論点を分析する能力＝論点分析のための活用力
　③新たな情報を用いて未来予測する能力＝未来予測のための活用力
　④未来予測に基づいて主体的に意思決定する能力＝意思決定のための活用力

情報の入手 → ①問題の発見 → ②仮説の設定 → ③仮説の検証 → ④仮説の応用
　　　　　　↑　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　↓　　　　　↓
　　　　　（既有の知識・技能）（新たな情報の入手）（高次の知識＝理論の習得）
＜解説＞
　①入手した情報等から問題を発見する能力＝問題発見のための活用力
　②知識・技能を用いて問題に関する仮説を設定する能力＝仮説設定のための活用力
　③新たな情報を用いて仮説を検証する能力＝仮説検証のための活用力
　④複数の仮説を応用して事象を総合的に説明する能力＝仮説応用のための活用
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図１　単元ごとの学習と活用力の関係

イ　理論説明，概念枠組みの必要性
　今回の改訂では『中学校学習指導要領解説　社会編』に，次のことが示されている。

「見方や考え方」については，従前より「諸事象をとらえる概念的な枠組み」とされ，
「個人の尊厳」「国民主権」などの概念で構成されていると考えられていた。この考
え方は変わらないが，今回はさらに現代社会をとらえる概念的な枠組みの基礎となる
ものとして，「対立」「合意」「効率」「公正」などを挙げているのである。…省略…
「対立」と「合意」については，以下のようにとらえることができる。「効率」につ
いては，社会全体で「無駄を省く」という考え方である。すなわち，「合意」された内
容は無駄を省く最善のものになっているかを検討することを意味しているのである。
一方，「公正」については「みんなが参加して決めているか，だれか参加できていない
人はいないか」というような手続きの公正さや「不当に不利益を被っている人をなく
す」「みんなが同じになるようにする」といった機会の公正さや結果の公正さなど，「公
正」には様々な意味合いがあることを理解させた上で，「合意」の手続きについての公
正さや「合意」の内容の公正さについて検討する。（１２５頁）

　ここでは「対立」「合意」「効率」「公正」の概念と，とくに合意に至るため無駄を省
く「効率」と「公正」について，手続きの公正さ，機会の公正さ，結果の公正さ，内容の
公正さが示される。これら概念によって，現代社会の諸事象を捉え，政治や経済，国際社
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会の諸事象を理解する学習につなげることがねらわれている。それは，図２に示されるよ
うな内容構成なっていることから窺える。大項目（１）の「現代社会はどう見えるのか」
「どう見るのか」で社会の見方・考え方の学習，それをもとにした（２）～（４）アに反
映される。また，各内容には「豊かな暮らしって何だろう」「民主主義って何だろう」
「世界平和のために何ができるのかな」などの価値に迫る問いが設定されている。

 
図２　中学校公民的学習の流れ

（文部科学省『中学校学習指導要領解説　社会編』日本文教出版，２００８，p.１１７）

　しかし，現実の社会で生起する問題，対立は複雑に絡み合い，価値や信念と密接に関連
している。だれにとっての幸福や自由か，美徳に照らしてどうかなど合意形成に至るため
には，「効率」「公正」によってのみ問題解決が図られないことを意味する。そして，現実

（１）私たちと現代社会
現代社会をどう見えるの？

ア　私たちが生きる
　　現代社会と文化

（２）私たちと経済
ア　市場の働きと経済
イ　国民の生活と政府の役割

イ　現代社会をとらえる
　　見方や考え方

現代社会をどう見るの？

現代社会を見てみよう！

豊かな暮らしって何だろう？

（３）私たちと政治
ア　人間の尊重と日本国憲法の基本原則
イ　民主政治と政治参加

（４）私たちと国際社会の諸課題
ア　世界平和と人類の福祉の増大

（４）私たちと国際社会の諸課題　　　イ　よりよい社会を目指して

民主主義って何だろう？

世界のために何ができるかな

歴
史
的
分
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で
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の問題それ自体を深く掘り下げて捉えるための理論の説明，概念枠組みが必要になる。例
えば，様々な分野が関係し検討を要する社会保障や地球環境の問題では，どのような価値
の指向性をもった公正なのか，公正を裏付ける理論は何かが明らかになっていることが必
要である。この観点からすれば，公正や効率を考えるための手がかりとなる理論，社会の
諸事象をどのように捉え説明するのかが評価の鍵となる。例えば，表１の波線囲いで示す
ように，どのような理論や概念を用いて，どの知識を扱うのかを示すことである。

表１　 中学校公民的分野の学習のための理論と知識

（筆者作成）

（２）先行実践における「活用する力」の分析
　では，公民的分野の経済単元を例に，探究学習や意思決定学習に「活用する力」がどの
ように位置づくかを検討する。
　事例Ａ　探究学習
　鹿児島県総合教育センターの研究紀要から，平成２０年度の研究提携校である吉田南中学
校，社会科　二川明信教諭の①単元名「市場経済のしくみ」の学習指導案を取り上げる。
（http://www.edu.pref.kagoshima.jp/research/cooperation/sidouan/yoshidaminami/h２０/
syakai.pdf　２０１１.１１.１０）
　本事例は授業設計の視点として，以下のように記している。

ア　資料を分析する力を育成する工夫　（研究との関連→資料を読み取り，理解したこ
とをまとめる学習活動の展開：リードカードの活用）

扱われる知識理論や概念例学習指導要領内容

グローバル化，少子高齢
社会，経済のサービス化，
情報化，共生，多文化

メディア 
社会システム 
社会的公正

（１）私たちと現代社会 
ア　私たちが生きる現代社会と文化
イ　現代社会をとらえる見方や考え方

市場，金融，需要・供給，
価格，生産，消費，契約
消費者保護 
財政，社会保障，税 
社会資本

資源の再配分 
パレート最適，合理的期待 
デモクラシシー 
リバタリアニズム，コミュ
ニタリアニズム

（２）私たちと経済 
ア　市場の働きと経済 
イ　国民の生活と政府の役割

基本的人権，権利，義務，
労働 ，政治，権力，主権，
法，民主主義，平和主義，
憲法，象徴，地方自治，
住民参加

自然権， 
国家論 多元的国家論 
ナショナリズム 
社会選択理論

（３）私たちと政治 
ア　人間の尊重と日本国憲法の基本的原

則 
イ　民主政治と政治参加

主権国家，領土・領海・
領空，貿易資源エネルギ
ー，環境保全 持続可能性

文明の衝突（４）私たちと国際社会の諸課題 
ア　世界平和と人類の福祉の増大 
イ　よりよい社会を目指して（新設）
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　資料を読み取り，理解したことをまとめる学習活動の展開では，各学年の生徒の発達
の段階に応じて，思考をうまく導いていくために，リードカードの活用を図りたい。そ
の際，支援として資料や内容のどこに着目して書けばいいのか，その視点を明確にし，
段階を経てまとめられるようなリードカードの作成に努めたい。ここでは，需要曲線や
供給曲線のグラフを理解させるために，まずは，それぞれのグラフの特徴を数値化する
ことでより具体的に理解させ，価格の変動によってどのような変化があるのか，それぞ
れ２つのグラフを合わせることで，価格や生産量が決定することを導き出させたい。そ
の際，商品の余る状態と不足する状態がどこなのか，その結果，価格がどのように変動
するのかを段階的に整理させながら考えさせ，まとめられるようなリードカードの工夫
に努めていきたい。
イ　考えをまとめる力を育成する工夫　（研究との関連→社会的事象を多面的・多角的
にとらえる工夫）
　社会的事象を多面的・多角的にとらえる工夫として，いくつかの視点から，それぞれ
の立場に立って考えることが必要であると考え，段階的に自分の考えを整理させること
で，自分の考えをまとめることができるようなワークシートの工夫に取り組みたい。こ
こでは，価格と生産量の視点からそれぞれの生産者側（売り手）と消費者側（買い手）
の立場で考えさせ，お互いに意見を出させることで考えをまとめさせたい。また，入荷
量と価格の変動のグラフからわかることをとらえさせ，予想させたいと考える。最後に，
本時の目標を再度振り返ることで自分の考えを確認させるとともに，商品の価格決定の
仕方には，さまざまな要因があることに気づかせることで，市場経済に興味・関心をも
たせたい。　　（下線…筆者）
 

本時の学習展開は，次の通りである。
 指導上の留意点と研究の視点（◆は評価項目）学習活動

１　今の時期の高価なメロンを提示して，収穫の最盛
なのか考えてみよう。安い時期と高い時期で価格の
変動があるのはなぜか，興味・関心を持たせる。

１　今の時期のメロンの価格がなぜ高
いのか考えてみよう。

導
入

２　売り手と買い手のそれぞれの立場で考えさせなが
ら，両者が利益を得るための行動であることを理解
させる。
①価格を通して，それぞれの要求を考えることで，そ
れぞれの立場で考えさせることを重視する。

２　生産者（売り手）とそれを買う消
費者（買い手）のそれぞれの立場で
考えてみよう。

①　それぞれの望みとは，どんなこと
だろう。

展
開

・時期がずれるから
・天候に左右されるから

価格はどのようにして決まるのだろう。
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②　それぞれの要求の傾向がどうなるか，需要曲線
　供給曲線のグラフを活用しながら説明する。

３　一般的に価格がどのように決定しているのか，供
給曲線と需要曲線の関係について学ばせる。
①　需要・供給曲線を合わせることで，その商品の価格
と同じになることに気づかせる。また，

　

　２つのグラフから，商品が余っている状態なのか，
不足している状態なのか考えさせることで，価格が
どう変化するか考えさせる。その中で市場価格と均
衡価格を理解させる。
◆　価格の決まり方を考え，価格の決定には，需要と
供給の関係があることを理解する。
４　一般的な価格の決定について学び，それをもとに
実生活で起こっている現象について考えさせる。需
要曲線や供給曲線の変動により，均衡価格が上下す
ることに気づかせる。小学校で学んだ内容を振り返
らせたり，高校で学ぶ内容について触れる。

②　それぞれの曲線を考えよう。

３　一般的に商品の価格はどのように
して決まるの？

①　２つの曲線の交わりから具体的な
数値を出そう。（均衡価格）

４　価格の決定について考えを深めて
いこう。

終
末

売り手（供給）の立場
・多く作って，多く売りたい。
・高値で売りたい，儲けたい。
買い手（需要）の立場
・安く買いたい。
・たくさん必要なときに安ければ，
たくさん買いたい。

供給曲線のグラフ
・価格上昇→増やそうとする
・価格下降→つくる量をひかえる
需要曲線のグラフ
・価格上昇→買う量をひかえる
・価格下降→多く買おうとする

一般的な価格決定について
・市場と市場経済
・需要と供給の関係

300円で150個つくればよい。
・物余りの状態→価格は下がる。
・物不足の状態→価格は上がる。

○　社会的事象を多面的・多角的にとらえる工夫

○　資料を読み取り，理解したことをまとめる学習
活動の展開（リードカードの活用）

○社会的事象を多面的・多角的にとらえる工夫
　２つのグラフから読み取れる事実を拾い出させ，
どういう傾向があるか確認させる。
　価格の上昇・下降により，供給量や需要量がどう変
化するか予想させる。

資料を読み取り，理解したことをまとめる学
習：活動の展開（リードカードの活用）



－ 110 －

ア　「資料の読み取り」「解釈」「説明」「論述」の学習活動の充実
　二川氏の授業設計の視点には，「資料の読み取り」「解釈」「説明」「論述」の学習活動
が位置付いている。グラフや表，文章資料などから情報（事実）を正確に読み取り，「社会
的事象の意味や意義」を解釈し，「事象の特色や事象間の関連」を説明する。そして，まと
めとして自分の考えや意見を記述する活動が意図されている。具体的には，表やグラフか
ら読み取れる社会的事象の変化や特徴はどのような意味があるのか，変化の背景にどのよ
うなことがあったのかなどを解釈したり，社会的事象がなぜ存在しているのか，その時代
の社会にとってどのような働きや影響があったのかを解釈したりすること，そして，原因
と結果との「関連」，目的と手段との「関連」などの説明，まとめとしての論述が求められ
る。　
　ところで，経済単元における知識・概念は抽象度が高く，学習者にとって簡単にとらえ
ることが難しい。そこで，具体の社会事象を自らの経験を通してとらえさせることが必要
となる。このとき，学習者は習得している知識・概念を「枠組み」として活用する。例え
ば，メロンの価格と生産量との関係から需要と供給の変動による均衡価格の決定を「枠組
み」として理解し，それをキャベツの廃棄やリンゴの価格高騰の現象の説明に使うという
学習展開に見られる。

イ　一般化可能なモデルと個別具体の往復
　紙幅の都合で，本時以降の指導展開例を見ることはできない。次時予告にあるように価
格の決定は市場の均衡だけではない。計画では，独占価格や公共料金などを取り上げ，政
府の介入についての学習が盛り込まれている。この他にも，現実の社会では一杯数千円も

◆身近で具体的な事例を通して，商品の価格の決まり
方を考え，経済についての興味・関心を深めることが
できる。

５　これでの授業を通して，重要語句を確認し，自分
の考えをまとめさせ，発表させることで，より理解
を深めさる。

６　自己評価カードを使って記入させる。
　生産者と消費者の関係が価格に関わることやすべて
の価格が市場で決定するわけではないことに触れ次時
につなぐ。

５　本時のまとめをしよう。

６　自己評価を行う。
次時の予告を行う。

なぜキャベツを捨てるのだろう。
台風で落ちたリンゴが多いと，価格
がなぜ上がるのだろう。
閉店間際のおそうざいをなぜ値引き
するのだろう。

一般に価格は需要量と供給量のバラ
ンスで決まる。（均衡価格）
商品が売り買いされる場が市場あり，
市場において需要と供給との関係で
営まれる経済を市場済という。

○社会的事象を多面的・多角的にとらえる工夫
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するようなコーヒーの値段や一泊数十万円もする宿泊料金もある。これは需要と供給の関
係だけでなく，地価や諸費用などのコストの反映と見ることもできる。その他にも商品自
体の希少性や個人の選好による高騰やダンピングによる下落などもある。一般化可能なモ
デルとして抽象化を図る思考と個別具体化する思考の往復により知識や概念を活用するこ
とが考えられよう。

事例Ｂ　意思決定学習
　経済単元において，探究学習で得た知識や概念を，意思決定学習で活用する例も見られ
る。越智裕司教諭の単元「消費生活と経済のしくみ」平成１９年１１月１６日実施の指導案を手
がかりにする１）。４時間扱いの３時間で，学習者にとって身近な今治商店街の現状を取り
上げ，なぜ商店街が衰退したのだろうかを探究する。小集団での課題は，社会の変化・地
域の変化・競争店の増加・商店街の問題点を調べ，人の集まる魅力ある商店街にするには，
どうすればよいだろうかを４時間目の課題に据えている。以下，本時の展開である。 

○指導の工夫　　◎評価
【評価場面】学習内容時間

（分）学習活動

５１　前時までの学習
内容を確認する。

○フラッシュカードや写真を
用い，商店街の課題と良さ，
取組に目を向けさせる。

◎商店街の活性化案の発表や
話し合いに意欲的に取り組
んでいるか。

【評価場面Ａ】
◎商店街の長所を生かした具
体的な活性化案を考えるこ
とができたか。

【評価場面Ｂ】
◎活性化案と提案理由をわか
りやすく説明できた

【評価場面Ｃ】
◎他地域の事例を提示し，商
店街だけの問題でなく地域
の問題でもあることに気づ
かせる。
◎話し合いを通して，地域社
会の形成者としての責任と

40２　今治商店街の活
性化について話し
合う。

　１　班で考えた活
性化案を発表し
合う。

　２　各班から出さ
れた活性化案を
もとに，学級全
体で練り合い，
提案する意見を
つくる。

なぜ，今治商店街には人が集まらないのだろうか？

今治商店街の課題と工夫・努力

（学習問題）人の集まる魅力ある商店街にするには，どうしたらよいだろうか？
唖
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挨
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消費者は大型ショッピングセンタ
ーやスーパー，コンビニなどの利
便性ばかりに注目しがちであるが，
地域での役割や地域経済の視点か
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地域社会の担い手として

今治商店街の活性化案　
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　学習者から出された活性化案　
活性化案１：商店街でつかえる地域通貨をつくる。
　地域通貨は，公共交通機関でもつかえるようにしてもらう。その理由は，商店街は広
い駐車場を確保することが難しく，お年寄りなど自動車に乗らない消費者にとってバ
ス・タクシー・フェリーなどの公共交通機関を利用すれば商店街に来てもらうことが
できる。
活性化案２：空き店舗を利用して，託児所，地域のお年寄りとともに過ごせる施設やス

ペースをつくる。
（越智裕司「『自分の考えを論述する』授業づくり」小原友行『「思考力・判断力・表現力」をつける

公民授業デザイン　中学校編』明治図書，２００９年，pp.１２９-１３８）

ア　問題解決における創造的アプローチ
　授業展開は，商店街が衰退した原因を社会や地域の変化から探り，また消費者のニーズ
と商店街が備える施設の問題点を特定し，その解決を図るというものである。学習形態と
しての班や学級全体での話し合い活動において，よりよき解決策を見出すものとなってい
る。単なる現状維持の問題解決でなく，商店街の活性化のための具体案が導かれる点で創
造的な判断が求められる点が評価できる。ただし，前提となる価値の吟味が重要である。
この場合，授業者が意図した「商店街の今後について，消費者の立場からとともに地域社
会の担い手としての立場から，生活を豊かにするために判断し行動していくこと」がなぜ
重要なのかも問われることになろう。逆説的に，商店街が衰退してはなぜいけないのか，
なぜ地域社会の担い手としての責任から商店街を活性化しなければならないのかなどの暗
黙の価値の前提を探究の対象にすることになる。

イ　判断の妥当性の吟味
　各評価場面における評価の観点については，検討の余地が残される。「意欲的に取り組
んでいるか」「考えることができたか」「説明することができたか」など行動表現での評
価ではなく，内容を吟味する必要が出てくる。例えば，評価場面Ｃでは活性化案と提案理
由の説明のわかりやすさでなく，内容の妥当性を吟味する。

　役割について考えることが
できたか。

【評価場面Ｄ】

５３　本時のまとめを
する。

ら見た商店街の価値にも目を向け
るべきである。商店街の今後につ
いて，消費者の立場からとともに
地域社会の担い手としての立場か
ら，生活を豊かにするために判断
し行動していくことが重要である。

唖
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挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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　地域通貨は，公共交通機関でも使えるようにしてもらう。その理由は，商店街は広い
駐車場を確保することが難しく，お年寄りなど自動車に乗らない消費者にとってバス・タ
クシー・フェリーなどの公共交通機関を利用すれば商店街に来てもらうことができる。

　これについて，なぜ公共機関が介入しなければならないのか，どのくらいの費用を投じ
るのか，競争原理に反するのではないかなど，どのような立場を念頭において提案してい
るのか，提案の実現可能性を考える必要が出てこよう。

　以上，事例Ａ・Ｂともに，具体的な事例を通して抽象的な概念の理解をせまる学習として
構成されている。そこでは，知識の習得が課題を探究する中で行われる。さらに獲得され
た知識や概念を，現実の社会事象の解釈や判断の材料として活用する学習になっている。
つまり，授業の改善を行うには，
探究学習における　①問題の発見→②仮説の設定→③仮説の検証→④仮説の応用　
意思決定学習における　①論点の認識→②論点の分析→③未来予測→④意思決定　
それぞれの学習過程の①～④において，獲得されている知識・技能に対応して，新たな情
報がどのように利用されているかを検証する必要性が示された。そこで，活用型学力育成
における評価をどのように行うかについて，事例Ｃを見てみよう。

事例Ｃ　探究学習・意思決定学習を組み合わせる学習
　事例Ｃは，次節で示す奥田修一郎教諭の回転寿司の授業である。授業は，日常の身近な
経済生活の中で，「なぜ安いの」「どのような工夫があるの」などの問いから，その解明を
通して，効用や選好，費用や価値といった経済概念に迫るように構造化されている。その
概念は回転寿司とは異なる他の社会事象，ハンバーガー店の経営やコンビニエンス・スト
アーのさまざまな工夫に共通することとして，「枠組み」をあてはめて考えられるものにな
っている。表２は，回転寿司店とハンバーガーショップに共通して，学習者が目にしてい
る具体の事象から，経済概念のどのようなことが見出されるかを示したものである。
　その他，店舗の立地条件やレイアウト，原材料の仕入れのコストダウンも扱われている。
無駄の削減，効率化を図り，利潤を追求するにはどうすればよいかを探究する学習と，そ
れを前提とする中での企業の戦略的な意思決定を追体験する学習が組み込まれている。授
業展開の詳細は，次項に委ねたい。
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表２　　概念の活用の適用事例

（奥田修一郎教諭の授業事例から扱われる概念を筆者抽出）

　評価については，ある事例によって習得された概念を他の事例において説明できるかど
うかを見ることになる。また，学習者が行う意思決定が企業行動に照らして合理的である
かどうか，その筋道をみるものになろう。本稿の「第３章　社会科の「活用する力」の評
価に関する理論モデル」で示したモデルを振り返るならば，探究学習と意思決定学習にお
ける知識と思考・判断の評価について，次のようにまとめておきたい。

　事実にかかわる思考において，事実的知識，概念や理論などの説明的知識と思考技能と
の関係に焦点をあてるならば，内容領域に即した知識の質と知識間のつながりをみればよい。
　価値にかかわる判断については，論証の妥当性をみる。その場合，使用される資料や証
拠，それをどのように使用し筋道立てられているかが評価の対象となる。従来の価値的知識
に関する誤解は結果としての価値そのものを評価しようとしていたことであり，価値判断の思
考技能との区別がなされていなかったことが指摘される。

　今回，焦点をあてた経済以外の公民分野の単元に共通して，学習者が質やレベルの異な
る知識をどのように活用し，原因や結果，影響や理由などを説明するのか，また価値判断
の過程を辿るのか，各単元や事例に応じた評価規準（基準）の具体が集積されることが早
急に必要となる。

＜注＞
１）越智裕司「『自分の考えを論述する』授業づくり」小原友行『「思考力・判断力・表
現力」をつける公民授業デザイン　中学校編』明治図書，２００９年，pp.１２９-１３８

（峯　明秀）　  

ハンバーガーショップ回転寿司店具体概念

セットメニューがある，おまけがつ
いている，新商品が次々にでる，期
間限定商品がある，安いもの・高いも
のがある。

一皿100円である，値段が皿でわかる，
サイドメニューもある，注文できる
のもある，高い皿のものもある。

商品
メニュー

購買意欲
安価
稀少性

最初からカットされている，具を流
れ作業にしている，冷めないようガ
ラスケースに入れてある，など。

卓上にぎり機や自動食器洗い機があ
る，鮮度管理されている。ベルトコ
ンベヤーで回転している，など。

調理機械化
大量生産
効率
品質管理

メニューを聞く人と渡す人に分かれ
ている，全員がイヤホンをして，連
絡を取っている，並んでいるときに
メニューを持ってくる。

業務部，広報宣伝部，品質管理部な
どに分かれている，
正社員，パートやアルバイト
に分かれている，など。

従業員分業
雇用形態
労働生産
性
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２　公民的分野における「活用する力」を育成する授業提案

（１）はじめに―授業を構想するにあたって―
　原田氏は，教育学一般の活用力と社会科固有の活用力との違いを，次のように定義して
いる。
①社会科固有の内容知・方法知はともに具体的な内容に即して初めて習得され，活用され
るものである。つまり内容の伴わない活用力はありえない。
②社会科における活用とは，端的に言えば単元毎に探究学習ないし意思決定学習を組織し，
前述の基礎的過程に沿って学習を遂行することである。
③それゆえに，社会科の活用力を育てようとするならば，具体的な題材に即した探究学習
ないし意思決定学習を遂行するしかない。
　この定義は，日々おこなっている授業を省察する上で，大変示唆に富んだものである。
新学習指導要領では，「習得」「活用」「探究」という学力や学習方法が強調されているも
のの，「習得」と「探究」，「活用」と「探究」の関係が見えにくい。この「習得」「活用」
から発展学習としての「探究」へとつながる学習論は，一見するとわかりやすい。しかし，
このとらえ方からすると，目の前の子どもたちを見るにつけて，「学習意欲のなさ」や「荒
れ」の中で，日々の「習得」型学習すらままならないし，ましてや「活用」型学習や「探
究」型学習に発展させられないという声が現場から聞こえてくる。だが，原田氏の定義の
ように「習得」「活用」「探究」を捉えると，日ごろの授業改善に多いにつながる。まず，
着目したいポイントは：

活用力育成には，具体的な題材に即した探究学習・意思決定学習が必要であること

　では，どんな題材がいいのだろうか。一つには，子どもたちが切実に思っていることや
身近なことをテーマに設定することである。時事問題では，今，話題になっていること，
関心を寄せていることを題材として取り上げることであろう。しかし，テーマが常に切実
感のあるものばかりではない。その場合は，探究学習をしていく中で，切実感のあるもの
にしていく授業構想がもとめられる。それは，常識的判断では捉えられない事象をぶつけ，
子どもの中に「なぜ」疑問をおこさせ，追求を促していくことや，多角的・多面的な見方
から，仮説を検証してみる学習などで行えるものである。ここでの多角的というのは，例
えば，消費者ではなく企業側から見るとどうなのか，経営者ではなく労働者の視点に切り
換えると，どのように見えるのかという風に，立場を転換させて事象を捉えていこうとい
うものである。また，多面的とは，いろんな経済的な見方（理論・学説）から，考察でき
るようにすることである。
　ここで，もう少し「習得」「活用」「探究」の関係について整理しておこう。原田氏は，
学習とは基本的に探究のことだと考え，習得・活用をいずれも探究活動を通して獲得すべ
き知識・技能と位置づけ，両者の違いは，個別的な知識（情報）や技能が「習得型学力」
で，一般的な知識（概念・法則・公式）とそれを駆使する技能が「活用型学力」とする１）。
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活用型の学習では，「なぜか，これからどうなるのか，どうすればいいのか」といった納得
解がもとめられる。学習者にとっては，別な言い方をすれば，事象や問題の背景を「読み
解く」力がもとめられる。

（２）授業構成の仮説
　本研究では，公民的分野の経済学習における「活用する力」の育成をはかる授業提案を
する。授業提案をする前に，まず，経済とは何かと経済学習のねらいとは何かを次に整理
したい。

　経済とは，わたしたちの生活に必要なさまざまなモノやサービスを，限りある資源を
用いて作ったり（生産），それを売り買いしたり（流通），買ったり使ったりする（消費）す
べての活動とそのしくみ。この生産と消費を中心とした活動は，お金と引き替えに行わ
れる。 別な言い方をすれば，私たちの生活・社会は「分業と交換のしくみ」で成り立っ
ていることを理解すること。もう少し詳しく言えば：
　○労働して得たお金を基に，消費活動を行う。
　○協力して働き，生産量を増やす。
　○交易（交流）によって，生活を豊かにする。

　そして，「経済」の目的を，参加する人々の福祉（幸せ）を高めるための，システムをつ
くることと考えた。さらに経済学習のねらいであるが，次のように捉えた。

　公民の経済学習のねらいは，社会の仕組みや成り立ちを理解することにある。また，
その仕組みがうまく機能していないなら，（１）なぜ，うまく機能していないのか，その
理由を理解し，（２）それがうまく機能するためには，どうすればよいのかを考えること。

　この機能しているかどうかの基準として，新学習指導要領では，「効率と公正」という概
念的な枠組みが明示された。この「効率」とは“ムダのない“ことと捉えてもよいが，経
済的な事象をとらえるための次のような概念的な枠組み（言い換えれば理論的な知識）を
使うことで，より経済的な見方・考え方の深化をうながすことができるであろうと考える。
　仮説①　活用する概念的枠組みを明確にすることは，見方・考え方の深化を促すととも

に，評価の際の規準にもなり，学習者にフィードバックすることでさらに社会認
識を広げることができるであろう。

　その概念的枠組みとは，次の４つである。
　Ａ「個人がベストな選択をするために関わる概念的枠組み（知識）」
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A１すべての資源には限りがある。（稀少性）
A２資源には限りがあるので，片方しか選べない。（トレードオフ）
A３選ばれなかった選択肢は「コスト」と考える。（機会費用）
A４メリットが変われば，行動が変わり，結果が変わる。（インセンティブ）

　もう一つが，Ｂ「価格がはたしている重要な役割を知る概念的枠組み（知識）」

B１足りないものは値上がりし，余っているものは値下がりする。
B２価格が自動的に資源の節約をする。

　さらには，経済学習だけでなく，公民分野の学習の中で，いろんな事例を捉えることが
でき，その解決策を考えていけるＣ「社会的ジレンマに関する知識」

社会的ジレンマとは：
C１まず，一人一人の人間にとって，「協力」か「非協力」かのどちらかを選択できる状
況がある。
C２このような状況で，一人一人の人間にとっては，「協力」を選択するよりも「非協力」
を選択する方が望ましい結果が得られる。
C３一人一人の人間にとっては「非協力」の方が「協力」より望ましい結果を生み出す
が，全員が自分にとって個人的に有利な「非協力」を選択した場合の結果は，全員が
「協力」を選択した場合の結果よりも悪いものになってしまう。

（山岸俊男『社会的ジレンマのしくみ-「自分１人ぐらいの心理」の招くもの-』サイエンス社，1990年，pp.7-8）

　この社会的ジレンマの知識は，「学校生活の清掃」，「授業中のおしゃべり」，という身近
な例から，外食産業やアパレル業界に見られる「値下げ競争」，公共財供給ゲームにみられ
る「フリーライダーの問題」，さらには，共有地の悲劇にみられる環境問題，特に「地球温
暖化問題」に活用でき，解決策も考察することができるものである。
　なお，Ｄ「公正」に関する枠組みは，経済学習だけでなく，公民分野の学習の中で，習
得・活用されていくものであるが，「公正」の意味は，いくつかあるので，これも次のよう
に整理したい。

D１みんなが参加して決定するようになっているか。（手続きの公正）
D２機会が不当に制限されていないか。（機会の公正）
D３結果が不当なものになったりしていないか。（結果の公正）
D４その立場になったとき，それを受け入れられるものであるか。また，自分が生まれ
ていない状態であることを想像しながら，最も弱い立場におかれている人のことを
考えられているか。（無知のヴェールからの公正）
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仮説②　これらの活用する概念的枠組み（知識）を使って，異なる事象を捉えられるよう
に学習計画を立て実施することで，より見方・考え方が深まるであろう。

仮説③　身近な例やワークショップ教材を用いることで，探究学習が進められるであろう

（３）実施した実際の経済学習から

大項目（２）国民生活と経済　中項目ア『私たちの生活と経済』（平成10年12月告示学
習指導要領　以下10年版と略）
大項目（２）私たちと経済　中項目ア『市場の働きと経済』（平成20年3月告示学習指導
要領　以下20年版と略）
「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解させる」

①　無人島に漂着！あなたならどうする２）

　　この時間では，まず経済活動の基本を考えることができるようにする。経済とは難し
いことばかりではなく，人間生活の基本的な行為であることに気づけるようにする。ま
た。次のような発問（さまざまな工夫と努力で，なんとか生活できるようになったころ，
島の反対側に人が住んでいることがわかりました。あなたはどうしますか。）をするこ
とで，物々交換のこと，さらには貨幣の３つの働きを考える。
②　無人島生活の経験を現代社会に置き換える。
　　あるモノ（携帯電話やポテトチップスなど）から，生産・分業・流通のしくみを概観
できるようにする。また，所得には３つの所得があることを，クイズからつかむ。資源
には限りがあり，何かを得れば，何かを失うことを，いくつかのワークショップから習
得し，活用できるようにする。A１～A３
　○こつこつ貯めた預金が４０万円になりました。家族でどう使うか話し合いました。
　○修学旅行のお小遣い６０００円は何に使った？
　（お金以外の限りある資源を考えたあとで）
　○火曜日から，期末テストがはじまる。今は土曜日の昼。Aさん：テスト勉強は予定ど
おりには進んでいない。でも，今日であの人気の映画の上映も終わりだ。映画館の近
くのお店で洋服をみたいな。夕方までにもどって残りがんばってやれば，間に合うで
しょう，まずは映画に行こう。Aさんが得られるものは何？失うもの（あきらめない
といけないもの）は何？

　○電力も今年は限りあるものに。電力を使わないようにするために，どんな解決策があ
るのか。B２

大項目（２）国民生活と経済　中項目ア『私たちの生活と経済』（10年版）
大項目（２）私たちと経済　中項目ア『市場の働きと経済』（20年版）
「価格の働きに着目させて市場経済の基本的な考え方について理解させる」

③　富士山の缶ジュースはなぜ高い
　　「なぜ都心のホテルのコーヒーは１２００円するのか？」「車内販売のホットコーヒーは
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なぜ高い？」「深夜のタクシー料金（夜１１時～朝の５時まで）は，昼間より２～３割高
くなるのはなぜ？」など，価格の決まり方には，いくつかあることを知る。コブクロの
コンサートチケットをいくらで販売，いくらで買うかのワークショップを行い，需要と
供給との関係で価格が決まることを理解し，さらに価格の役割を考えていけるようにす
る。B１とB２
④　家計とは何だろうか
　　２０年後の家計簿をつけ，家計のしくみについて理解する。また，昨年の支出が多かっ
たもの，ここ４０年で変わってきた支出項目，ある食品の消費が多い都道府県などを班対
抗のクイズを行う。A１～A３　さらに，貯蓄の目的と方法についても知る。
⑤　広告と正しくつきあうために
　　いくつかの広告に関したクイズをしたのち，ワークショップ「広告をつくってみよ
う。」（宣伝する商品，対象，どんなイメージ，どんなタレントを使うかなど）班・ク
ラス発表から広告の役割と課題を理解する。また，支払い方法には，いくつかあり，ク
レジットカードや電子マネーの仕組みを知る。ミニ討論。
   
大項目（２）国民生活と経済　中項目ア『私たちの生活と経済』（１０年版）
大項目（２）私たちと経済　中項目ア『市場の働きと経済』（２０年版）
「現代の生産の仕組みのあらましや金融の働きについて理解させるとともに，社会にお
ける企業の役割と社会的責任について考えさせる」（10年版）
「現代の生産や金融などの仕組みや働きを理解させるとともに，社会における企業の役
割と責任について考えさせる」（20年版）

⑥　会社って何だろうか。
　　自分の興味のある企業を調べ，発表し合う。さまざまな企業（会社）があることを知
り，企業の役割をまとめることができる。それを踏まえて「会社をつくろう」の企画書
をつくることで，生産に必要な３要素（自然，労働，資本）に気づけるようにする。
⑦　会社はどんな工夫や努力をしているのだろうか。
　　回転寿司屋に関したアンケートをとり，生徒が疑問に思っていることを探究できるよ
うにするとともに，すでに知っていることを，経済の考え方からとらえられるようにす
る。
　■回転寿司屋さんで学んだことを，ハンバーガー屋さんに応用してみよう。
　※⑦については，（４）のところで詳しく言及したい。
⑧　CSRに着目して，どの会社を応援しますか。（株式会社のしくみ）　 シミュレーショ
ン（簡易株式学習ゲーム）A１～A３
⑨　もし企業が競争しなかったら？２０１０年度のヒット商品番付を調べる。近くにあるお
店の商品の工夫を発表する。トップ３企業ビンゴゲームから，市場の寡占につて知る。
独占によって誰がどんな害を受けるのかを考える。　
⑩　あなたは誰だったらお金を借りますか？（金融・直接金融・間接金融・日本銀行の役
割）
⑪　景気変動のしくみ（デフレ・インフレ）
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⑫　円高・円安って何？（産業の空洞化）　 活動として：クイズ円高OR円安　班対抗戦追
求課題として円高はなぜおきるのか？B１とB２

大項目（２）国民生活と経済　中項目ア『私たちの生活と経済』（10年版）
大項目（２）私たちと経済　中項目ア『市場の働きと経済』（20年版）
「社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善について，勤労の権利
と義務，労働組合の意義及び雇用と労働条件の改善について，勤労の権利と義務，労働
組合の意義及び労働基準法の精神と関連付けて考えさせる」(10，20年版)

⑬　求人票をみて：どの働き方がいいのか。A１～A３
　　どの給料のもらい方がいいのか？（ア　だんだん少しずつ増える。イ　毎年変わらな
い。ウ　だんだん少しずつ減っていく。エ　年によって増えたり，減ったりする。）な
ぜ，そう思ったのか？働く人の立場から考えよう。A４
　取材教材（回転寿司屋さんで働く人からのインタビュー）  正規雇用と非正規雇用・終
身雇用・成果主義について考える。
⑭　突然，こんなことを言われて（ロールプレイで労働基準法と労働組合法を学ぶ。）
⑮　「子どもの○顔よりも，子どもの□顔」（○には寝　□には笑の漢字がはいる。女性
と労働　ワークライフバランス）なぜ，女性と男性の賃金格差があるのだろうか。ワー
クライフバランス社会を実現するために，何が必要か？（ミニ討論）

大項目（２）国民生活と経済　中項目イ『国民生活と福祉』（10年版）
大項目（２）国民生活と政府の役割　中項目イ『国民生活と政府の役割』（20年版）
「国民生活と福祉の向上を図るために，国や地方公共団体が果たしている経済的な役割
について考えさせる。租税の意義と役割及び国民の納税の義務について理解させる」（10
年版）
「市場の働きにゆだねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団体が果たしてい
る役割について考えさせる。租税の意義と役割について考えさせるとともに，国民の租
税の意義について理解させる」（20年版）

⑯　マンションの耐震改修にあなたは一時金を支払いますか。：公共財供給ゲームをおこな
って，税の役割，フリーライダーについて理解できるようにする。C
⑰　公正な税の負担って？「税の種類はなぜこんなに多いの？」「どの課税制度が公正な
のか　定額課税・定率課税・累進課税を比較してみる。」D
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大項目（２）国民生活と経済　中項目イ『国民生活と福祉』（10年版）
大項目（２）国民生活と政府の役割　中項目イ『国民生活と政府の役割』（20年版）
「消費者の保護について理解させる」（10年版）
「消費者の保護など市場の働きにゆだねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共
団体が果たしている役割について考えさせる」（20年版）

⑱　リカちゃん人形の何が変わったのか？（消費者をささえる政府の取り組み）
　　ちょっと待て！契約はそこからはじまっている。（身の回りの契約を探り，契約がい
つ成立するかを考える。）○ロールプレイ教材「ついつい買ってしまったダイエット商
品」○リカちゃん人形の変化から，ＰＬ法を理解する。

大項目（２）国民生活と経済　中項目イ『国民生活と福祉』（10年版）
大項目（２）国民生活と政府の役割　中項目イ『国民生活と政府の役割』（20年版）
「社会保障の充実について理解させる」（10年版）
「社会保障の充実など市場の働きにゆだねることが難しい諸問題に関して，国や地方公
共団体が果たしている役割について考えさせる」（20年版）

⑲　アリとキリギリスの年金問題（社会保障）
　　「なぜ，国民年金の未納者が２０代で増えているのか」を追求課題にしながら，今の年
金制度を理解できるようにする。その解決策や今後の年金制度には，どんなものがあり，
それぞれにはどんなメリットとデメリットがあるのかをまとめ，これからの年金制度を
設計してみよう。
　　意思決定学習から社会形成型学習へ　A１～A４　

大項目（２）国民生活と経済　中項目イ『国民生活と福祉』（１０年版）
大項目（２）国民生活と政府の役割　中項目イ『国民生活と政府の役割』（２０年版）
「限られた財源の配分という観点から財政について考えさせる」（１０年版）
「財源の確保と配分という観点から財政の役割について考えさせる」（２０年版）

⑳　日本はギリシャのようにならないのか。国債について調べよう。学習課題としては，
大きな政府がいいのか小さな政府がいいのかをミニ討論。消費税アップにあなたは賛成
それとも反対それはなぜ？A１～A４
蔚　予算案をつくってみよう。（国と地方公共団体の歳入と歳出）A１～A４
　　予算配分ゲームを行い，住民の気持ちにこたえるために，どんなことを考えればよい
かを考える。D
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（４）公民的分野のおける「活用する力」を育成する授業モデル
　　　〜「回転寿司屋さんから考える経済学」〜
　（３）では，経済学習を通しての「活用力」の育成をはかる授業計画と実際おこなった
ことをおおまかにまとめた。次に，「生産の仕組みのあらましや社会における企業の役割」
における「活用力」を育む学習モデルを提案したい。
　生産や企業についての学習は，習得型学力の獲得を受容学習で達成する授業，あるいは，
習得型学力の獲得を探究する授業のいずれかの授業構成が多い。それは，一つには，活用
する知識である概念的な枠組を，あらかじめ授業をつくる時に措定してこなかったことに
よるし，また，経済概念を深化させる問いを用意できなかったこと，視点を変えた見方が
できるような学習課題を提示できなかったことなどによる。さらに，どこまで活用する力
がついたかを検証をする次のステップの学習展開につなげることが，難しかったことにも
よる。これらを踏まえて，「回転寿司屋さんから考える経済学」という授業を開発した。

ア　単元設定のねらい
　３年生の経済学習では，「回転寿司屋さん」を教材化した。それは次の二つの理由からで
ある。一つ目は，子どもにとって考えやすいテーマであること。つまり，大阪が発祥地
（まさにネタの宝庫，例えば『何から回転するヒントを得たのか』，東大阪の中小工場の技
術）であり，身近にお店（大阪狭山市近辺に４軒）があること。そのため，何回かの取材
が可能であったこと。子どもへのアンケートでは，全員が，回転寿司屋さんに一度は入っ
たことがあるということで，どの子もまず自分の経験から考察できると考えた。二つ目は，
習得・活用させたい見方・考え方を学習の中に，組み入れやすい素材であったことである。
なお，この学習で習得させたいこと・活用させたいこととは次の通りである。
　○どのように限られた資源を使って，どのように利潤をあげているのか。
　　→コスト（利潤）・稀少性・選択 （活用）A１　A２
　○ムダ（ロス）をなくすとは？ いろんなムダ（ロス）を考える。
　　→機会費用という見方の（活用）A３
　○立地条件（１年生の地理『通販はなぜ急に成長したのか』の活用）
　○流通    （習得）
　○グローバル化（習得）
　○働き方「正規雇用」「非正規雇用」「OJT　on-the-job training」[OffJT off-the-job training] 
     （習得）
　○値下げ競争はなぜ起きるのか（「囚人のジレンマ」）  （習得）C
　　→後の学習で「公共財供給ゲーム」「環境対策のジレンマ」（活用）C

イ　教材の特色
　○ロールプレイ型（回転寿司屋さんに就職したとして，いろんな部署につくという設定）
　　※ゲーム，クイズ，取材したＶＴＲなどを入れて，変化をつける。
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　［ストーリーの展開］
　①「回転寿司屋さんに就職が決まりました。」…中学校の時の職業インタビューや職業
体験がきっかけになり，高校の時には回転寿司屋さんでアルバイトもしていました。マ
ネジャーさんから，将来，回転寿司屋さんに就職してみないかと言われていて，この業
界に進むことになりました
　②新入社員は入社して約３ヶ月，お寿司の製造や接客などをおこないます。店長さんが，
あなたにこんな宿題を出しました。「たくさんのお客さんにきてもらうために，どんな
工夫をしたらいいのか，アイディアをどんどん出してください。」「お客さんが，何度
もきてもらえるような工夫も考えてください。」 

　　さらに，店長さんは，こんなことも考えてみるようにと言いました。「お客さん（消
費者）は，何を，回転寿司屋にもとめているのでしょうか？自分の経験をふまえて考え
てみてください。」…消費者の目線に近いところからの学習をはじめるようにする。 

　③お店での仕事と平行して，研修もおこなわれます。研修での講師の先生の言葉として：
 　「回転寿司屋さんは売り上げを大きくのばしてきています。その理由はさまざまです。
今日は，安いお寿司を提供するために，どんな工夫をしているのかをあらためて考えて
みよう。」
　　…利潤を大きくするには。お寿司１０５円の内訳から，どの費用（材料費，人件費，減価
償却費，光熱費，本部経費，お店の利益，消費税）に注目するか。回転寿司屋さんでは，
材料費は簡単には削れない。ポイントは人件費。では，人件費をおさえるための工夫は，
どんなものがあるのだろうか。（卓上にぎり機，タッチパネル，皿カウンター，自動皿
あらい機，）
　④研修では，こんな宿題がでました。「ムダをなくすために，どんな工夫をしたらいい
ですか？ 」
　　…ムダという考え方を広げて説明できるようにする。一つは，売れ残ったために，商
品を捨てなければならないムダ。もう一つは，お客さんが食べたいと思っても食べられ
ない場合におきるムダ（ロス）。食べたいと思っているネタが流れてこないことや，せっ
かく来店しても満席だったためにかえってしまうことや，食べたい寿司ネタが品切れに
なってしまうことなど。さらには，寿司ロボットなどを休ませてしまうロス（ムダ）や
職人さんが手持ちぶさたになるロス（ムダ）
　（そのための工夫として，鮮度管理システム，バイパス装置，切換装置，特急レーンな
ど）
　⑤お店での実習が終わると，購買部に配属されました。なお，回転寿司屋さんには，次
のような部署があります。業務部（お寿司の製造や接客などを行います），広報宣伝部，
品質管理部，環境事業部，商品開発部，購買部，人事部，私は，まず，購買部に配属さ
れました。
　　「スシ食いねェの歌詞に出てこないネタとは？」格安なネタを提供するために，日本
国内だけでなく世界とも取引をしている。サーモンは１９８０年代には寿司ネタにはなって
いなかったが，ノルウエー産のものが輸入されるようになり，今や人気メニューになっ
たことを，番組録画をしたDVDを使いながら説明する。他の寿司ネタもどうなってい
るかを調べたり，流通面でも，産地直送のルートをつくっていることに気付かせる。
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　⑥親しい同期の人は，商品開発部に配属されました。ここでは，サイドメニューの開発
（ここの工夫が売上につながる！）や市場調査が重要なことを研修で学びます。また，
店舗開発部に配属された人は，新店舗を建てる用地を確保することが仕事となります。
ここでは立地条件がとても大切な要素です。クイズ「回転寿司屋さんでは，お店をつく
る時に，あるところの近くに建てることが，とても重要な要素になっています。それは
何？」
　　品質管理部でも，コンベヤーをつくる会社と手を組んで，こんな努力をしています。
（衛生面や外国仕様を着眼点にして，ケース入りの皿や磁気で動くレーンの開発）
　⑦早いもので入社して２年。そんな私が店長になりました。お店での正社員は（ａ　）
名　残り（ｂ　）名はパートやアルバイトの人です［aは２　ｂは４８］。働き方には，さま
ざまな種類があります。どんな種類があるのか，確認しておこう。２年目店長。大丈夫
？心配は入りません。こんなサポートシステムが？ （キッチンにつけられたビデオカメ
ラが動きを見守り，適切なアドバイスをしてくれる。）
　⑧今年で４年目。スーパーバイザーといって，エリアの店長を指導する立場になりまし
た。ところが，こんなことがおきたのです。 
　
　<ア>大阪狭山（大野台地区）に昨年から大きな回転寿司屋さんが進出してきました。そ
のお店は長寿屋。私たちの店と同じく長寿屋も，ターゲットは子ども連れの家族。大野
台地区のお客さんを，それぞれ半分ずつ確保できている。
　<イ>二つのお寿司屋とも今後価格をどうするかで悩んでいる！お寿司の価格を１０５円に
するか。それとも９０円にするか。
　<ウ>お互い１０５円ならば，今まで通り，私たちの店も「長寿屋」も１日それぞれ２０万円
ずつもうけがある！お互い９０円するならば，もうけは，私たちの店も「長寿屋」も減っ
てしまい，１日それぞれ１０万円ずつのもうけになってしまう。 

　<エ>私たちの店が９０円して，「長寿屋」が１０５円のままだと，私たちの店が一人勝ちして
４０万円のもうけで，「長寿屋」のもうけは０になってしまう。逆に「長寿屋」が９０円にし
て，私たちの店が１０５円のままだと，「長寿屋」が一人勝ちして４０万円のもうけで，私た
ちの店のもうけは０になってしまう。 

　<オ>さて，それぞれの班が，私たちの店，「長寿屋」として，価格を決めてください。
相手の動きは，わかりませんよ。「せいの！」で手元にある札をあげてください。９０円
　１０５円　２回目もやってみよう。 

ウ　回転寿司屋さんで学んだことを，ハンバーガー屋さんに応用してみよう。
　次に，「回転寿司屋さんから考える経済学」で習得・活用した知識を，ちがった文脈で応
用していく学習を展開した。子ども達にとって，回転寿司屋さんは家族と行くお店である
が，ハンバーガー屋さんは，友人と行くお店である。事前のアンケートでは，ハンバーガ
ー屋さんに来店する頻度の方が，回転寿司屋さんのそれよりも多い。そのため，お店のサ
ービスや様子などは，よく知っている。まず，ハンバーガー屋さんでは，どんな工夫をし
ているかを，一人に１０枚のポストイットを渡し，思いついたことを一つひとつ記入するよ
うに指示をする。すべてのポストイットがでそろったら，グループの中でそれを読みあい，
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同じ内容のものを一つにまとめて小見出しをつけるようにする。

【サービスを充実させる】
○チラシにクーポン券をつけている。○おサイフ携帯が使える。○マックでＤＳができ
る。○コンセントをテーブルにつけている。○注文してから早く出す。○「スマイル０
円」と書かれている。○時間がかかる時は，番号のかいた札を持たせて，あとでもって
きてくれる。○並んでいる時に，店員がメニューをもってきてくれたりすることがある。
【お店に関したこと（立地条件・レイアウト・店内・トレイ）】
○スーパーの中に店を出している。○カウンターのすぐうしろにキッチンがある。○お
客が机の配置を変えてもＯＫにしている。○固いイスがおかれている。○トレイには紙
がひかれている。○捨てられる食器が使われている。

【調理に関したこと】
○ハンバーグにはさむ具材が，あらかじめカットされている。○ハンバーガーの具を流
れ作業化している。○ポテトをいっきにあげて，すぐに出せるようにしている。○ポテ
トなどは，さめないようにガラスのケースにいれておいてある。○注文を受けてからつ
くるようにしている。
【従業員やお客の動き】
○メニューを聞く人と，お客さんにわたす人にわかれている。○商品を客が運び，テー
ブルまで持っていき，片付けもさせている。○全員が，イヤホンみたいなものを使って
コミュニケーションをとっている。○レジでは，ヒマな人がいないようにしている。
【商品・メニューに関したこと】
○つぎつぎに新商品を発表する。○期間限定メニューを出す。○朝マック・夜マックな
ど，時間帯に制限のある商品を出す。○味をおいしくしている。○セットメニューをつ
くっている。○安いメニューを出している。

　さらに，今まで学んできたことをもとに，なぜ，そのような工夫をしているのかをグル
ープで考え説明できるようにする。
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○時間がかかる時は，番号のかいた札を持たせて，あとでもってきてくれる。
○並んでいる時に，店員がメニューをもってきてくれたりすることがある。
→お客さんを待たさないようにする。待たせるロスをなくす。
○商品を客が運び，テーブルまで持っていき，片付けもさせている。
→人件費を削っている。
○メニューを聞く人と，お客さんにわたす人にわかれている。○全員が，イヤホンみた
いなものを使ってコミュニケーションをとっている。○レジでは，ヒマな人がいないよ
うにしている。
→労働の効率化
○スーパーの中にお店をだす。
→買い物客や子ども達をターゲットにした立地条件

　また，回転寿司屋さんとのちがいと共通点をまとめる。最後に，このような工夫をして
いるのは，なぜかを考えてのレポートをまとめる。（評価）

　ハンバーガー屋さんの工夫からはじめ，その背後にある企業の行動原理を探究していく
学習のまとめとして，授業時間内のレポート作成をおこなった。制限時間は２０分。

○近ごろ，外食に行く人の数が減っている，だから，売り上げは簡単には上がらない。
このことを理由に，もうけを得るために，売り上げを大きくしようとするだけでなく，
ムダな費用をなくそうとする工夫をしているのだと思う。例えば，人件費を減らすため
に，商品を運ぶことや後始末を客にやらせ，簡単に調理できるものにしてその調理をム
ダなく，流れ作業にすることなどが，それだ。また，材料費を安くすることにも力をい
れている。それに，買おうとしているお客を逃がさないようにする工夫や，ドライブス
ルーなどで，回転率をあげるたりすることもしている。それでも，売り上げが上がらな
いとなると，ファミリー層をターゲットに，子ども向けのキャンペーン（マックでＤＳや
ハッピーセット）や，昔に売れていた今は売っていない商品を出したりしている。

＜注＞
１）公益財団法人日本教材文化研究財団『児童・生徒の習得・活用型学力を育成する社会
科学習指導方法と評価に関する研究』２０１０年

２）財団法人経済広報センター『住宅メーカー職場シミュレーション』２０１０年，pp.４- ７

（奥田　修一郎）
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３　公民的分野における「活用する力」の評価計画と実践分析

（１）授業構成の基本原理
　峯氏は，「社会科で評価すべきことの最大公約数は，社会の見方・考え方が育ったかであ
る。」１）とする。２節でも述べたように，経済学習では，社会の見方・考え方言い換えれ
ば理論的知識の習得，他の事例への応用をしながら，今ある仕組みや制度を理解し，うま
くいっていないのなら，その理由をつかみ，改善された仕組みを提案することにある。思
考力は，この事実と理論の間の往復が繰り返されればされるほど深まっていく。具体的に
は情報を入手し，たくさんの事実を知ることから，問題を発見する（第１段階）。その事実
から「どうして？」「なぜ？」について解明できる仮説（理論）を設定したり引き出した
りする（第２段階）。次に，新たな情報や視点を用いて，さきの仮説を検証し，修正してい
く（第３段階）。１～３の段階を踏まえて，複数の仮説（理論）を応用して，事情を総合的
に説明できるようにする（第４段階）。しかし，これまで多く行われてきた実際の授業では，
１と２段階でとどまっていたり，演繹的方法からのアプローチをしたりすることが多かっ
たのではないか。

（２）教材研究の方法論から
　たくさんの事実から帰納法的に理論を引き出す方法があるが，経済学習では，むしろ，
理論的知識（仮説）から具体的事象を見ていく演繹的方法がとられる。企業についての学
習では，「企業は利潤を最大にするように行動する」という大前提（仮説）を理解すること
がもとめられる。また，この大前提には，利潤と利益のちがいについての前提（仮説）を
つかんでおくことが大切である。

利益＝総収入（売上）–総費用（支払った金額）
利潤＝総収入（売上）－総費用（犠牲にしたものすべてで，他の利益を得る機会を失っ
た場合，その失った利益も費用とする［機会費用］）
利潤を上げるには，総収入（売上）を増やすこと，かかる総費用をおさえること。

　ここからもわかるように，費用という概念を機会費用ととらえる前提がある。次に，利
潤をより多くあげるためには，①総収入（売上）をより増やし，②総費用をよりいっそう
削ることが必要であることがわかる。前者の売上を増やすためには，より商品が売れるこ
とがポイントになる。そのために，たくさんの人に知ってもらい，来てもらい，何度も足
を運んでもらう工夫やサービスに目を向けていく。また，費用も，いくつかの視点からみ
ていくことができる。①人件費の面　②客を待たせる費用の面　③材料費にかかる費用な
どである（実際には，光熱費・フランチャイズ費，広告費などもある）。
　大前提（上位の理論）から前提（下位の理論）を導き出し，前提にそって具体的な事実
を整理し，次のような知識の構造化をはかる。
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［大前提（上位の理論）］［前提（下位の理論）］　 　　　［具体的な事実］
※表中　（回）は回転寿司屋での，（マ）はマクドナルドでの工夫

図１　知識の構造図

企業は利
潤を最大
化するよ
うに行動
する。

人にかかる
費用（人件
費）

客を待たせ
る費用（ロ
ス）

材料費にか
かる費用

利潤は，総収入（売上）からかかっ
た費用をひいたものである。売上
を伸ばすことに企業は力をいれ
る。売上を伸ばすために，たくさん
の客にはいってもらうような工夫
や商品がたくさん売れる努力をお
こなっている。

利潤は，総収入（売
上）からかかった
費用をひいたもの
である。売上を伸
ばすことと同時に
企業は費用（ムダ）
（ロス）をおさえる
工夫をしている。

いろんなメニューやサイドメニューを開発し
ている。（回）（マ）

セットメニューをつくっている。（マ）

チラシ・ケイタイにクーポンをつけている。（マ）

安い商品を販売し，客を集めている。（回）（マ）

マンガのキャラクターを採用しての広告制作（回）

スタッフ全員がコミュニケーションをとり，
客を待たせないようにしている。（マ）

駅前・駐車場スペースのある郊外，人通りのある
所（回）（マ），小学校の近くに立地している。（回）

ムダな廃棄をなくしている。（注文を受けてす
ぐつくる）（ITの導入）（回）（マ）

セントラルキッチン方式などをとっている。
（一括した仕入れをおこなう）（回）（マ）

注文を受けてからすぐに出せるようにしている。
（回）メイド・フォー・ユー（マ）

客に店の仕事をさせるようにする。タッチパ
ネル，セルフの片付け（回）（マ）

正社員を減らし，非正社員を増やす。（回）（マ）

研修を増やし，店長の労働の質を高める。（回）（マ）

ターゲット：家族中心（回）いろんな年代層（マ）

機械を導入する。自動握り機など（回）（マ）

安い食材を世界にもとめている。（回）（マ）

並んでいる時に，店員がメニューをもってき
てくれたりすることがある。（マ）

産地直送などの流通の合理化をはかる。（回）（マ）

安全な食材を使う。（回）（マ）

味をおいしくする。（回）（マ）
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（３）授業づくりのために
　授業づくりの第一段階は，子ども達が具体的な事実を掴みやすい題材を選ぶことである。
つまり，よく目にするもの，話題になっているもの，行ったことがあるところ，普段使っ
ているもの，近所にあるものなどである。また，子ども達にアンケートをとるのも，一つ
の方法である。その際，どれくらいの頻度で利用しているのか，いつ，どこで，誰と使っ
ているのか，どれだけのお金を支出するのかを尋ねるようにする。さらに，ここでのポイ
ントは，探究していこうとする課題の問いに，自分なりの答えを出すように指導すること
だ。例えば，「他の外食産業の成長が伸び悩む中，回転寿司屋さんが，最近，右肩上がり
の成長をしているのはなぜ？」という問いを設定する。この問いへのアプローチは，社会
的背景，消費者側，企業側（経営者）側など，いろんな角度から可能であり，出てきたも
のを分類していく。大きな問いの次には，企業側（お店）に着目させるため，「回転寿司屋
さんは，（成長させるため）どんな工夫をしているのだろうか」という問いを準備し，探究
できるようにする。ここでのポイントは，経験してきたことをまずもとにし，具体性のあ
るところからはじめることである。ただ，経験の中だけでは，気付かないこともあるので，
取材をしたり，再調査や聞き取りをしたりするという学習も大切である。次に，その問い
をKJ法の要領で，同じような内容のものを一つにまとめたり，小見出しをつけたりする。
第二段階では，第一段階でまとめた項目一つひとつに，なぜ，そうなっているのかを考察
していく。個人でまず考え，グループ討議をする。討議したことを全体で吟味していく。
例として，「お客さんに片付けをしてもらっている。」これは，「従業員の片付ける手間を
省くことになっている」→「このことで，人件費を削ることができるのではないか」とい
う風に，より一般化しやすい言葉でまとめるように促す。第三段階では，さらに第二段階
の学習の際，探究してきた個々の事柄が，他の企業（マクドナルド）ではどうなっている
のかを，共通点と相違点から工夫の背後にある経済的な見方（仮説）を検証できるように
する。第四段階では，第三段階で検証したことや複数の経済的な見方を応用して，その工
夫は，企業はそもそもなぜおこなっているのか，それはどんな行動につながっているのか
を考察できるようにする。思考したことは，レポート作成をすることで表現できるように
する。この一から四の段階は，知識の構造を，問いの構造におきかえ，より説明ができる
概念（理論）を発見できる過程に他ならない。　　

図２　問いと単元展開
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（４）活用する力を育むために
　回転寿司屋さんの急成長の秘密を，具体的な工夫に着目し，次にその背後にある企業側
の意図さらには企業行動の大前提（理論）を探究・発見する学習へと展開していった。こ
こで習得・活用したことを，ちがう文脈にあてはめてみて，さきの前提をより深く広げる
学習へとつなげていくことが肝要だ。ここでいう文脈は，急成長してきた（最近だけでな
くこれまでに成長したケースを用いてもよい）他の外食産業に着目して，お店の工夫を回
転寿司屋さんとの共通点と相違点から明らかにし，その工夫の背後にある企業の行動意図
や経済理論を探究していく学びである。今回は，マクドナルドに着目した。方法知の活用
をはかるためにも，さきの問いの構造化をもとに，なぜ疑問を追求し，仮説を整理し，さ
らに新たな情報を用いて仮説を検証することにした。具体的な学習では，まず，自分が店
に訪れた際に気がついたことを出し合った。次に下記の資料を使って，マクドナルドの工
夫・努力を整理し，その背後にある企業の行動意図を総合的に説明していけるようにした。

資料１「回転寿司屋さんと共通していること，ちがっていることを下の資料を参考にし
てまとめてみよう。（日本マクドナルドHPの沿革より作成）」

２００４年１２月オーダーメイド調理システム「メイド・フォー・ユー」をほぼ全店に導入
２００５年２月朝食時間帯を強化。１８００店以上で営業開始時間を６：３０に設定
２００６年１月　「えびフィレオ」が定番メニューとして販売開始
　　　４月　ドライブスルー店舗を中心に２４時間営業を強化
２００７年１月　期間限定販売の「メガマック」が記録的ヒット
２００８年１月　１００円マックに楽しいスナック「シャカシャカチキン」新登場
　　　２月　「至福のコーヒータイムを１００円マックで」「プレミアムローストコーヒー」

を販売
　　　１２月　電子マネーEｄyを導入
２００９年６月　「ニンテンドーDS®」を利用したマクドナルドの新サービス「マックでDS」

全国で導入開始
２０１０年１２月　スマートフォン用 マクドナルド公式アプリを１２月より提供開始　　

資料２　探究ワークシート②

共通しているところ

ちがっているところ

なぜ，その工夫はされて
いるのか。
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ア　評価計画と評価観点　　

表１　学習過程ごとの評価規準と評価方法

イ　レポート文の評価
　ハンバーガー屋さんの工夫からはじめ，その背後にある企業の行動原理を探究していく
学習のまとめとして，授業時間内のレポート作成をおこなった。制限時間は20分。

実際のレポートから：
　○マクドナルドでは，人件費を削るために，客が商品を運び，片付けをする。捨てる量
を減らすために「つくりおき」をやめる。待ち時間を短縮するために，早くできるもの
から渡すなど，さまざまな工夫をしています。これらの工夫は，効率よく作業をし，ロ
スをなくすためだとわかりました。
　○近ごろ，外食に行く人の数が減っている，だから，売り上げは簡単には上がらない。
このことを理由に，もうけを得るために，売り上げを大きくしようとするだけでなく，
ムダな費用をなくそうとする工夫をしているのだと思う。例えば，人件費を減らすため
に商品を運んだり，後始末を客にやらせたり，簡単に調理できるものにして，その調理
をムダなく，流れ作業にすることなどが，それだ。また，材料費を安くすることにも力
をいれている。それに，買おうとしているお客を逃がさないようにする工夫や，ドライ

評価方法評価規準必要な能力学習過程

・探究カードの記入
・取材活動
（聞き取り）
・グループでＫＪ法を
使っての活動ができ
ているか。
・小見出し

回転寿司屋が右肩上がりの成長
をしている理由を，いろんな観
点から書くことができる。企業
（お店）側がどんな工夫をして
いるかの情報を集め整理し，同
じ内容のものを集めたり，小見
出しをつけたりすることができ
る。

入手した情報等から
問題を発見する能力
＝問題発見のための
活用力

問題の発見
第
一
段
階

・探究ワークシート①その工夫がなぜそうなっている
のか経済的な見方から考察でき
ているか。（仮説が設定できて
いるか。）

知識・技能を用いて問
題に関する仮説を設
定する能力＝仮説設
定のための活用力

仮説の設定
第
二
段
階

・探究ワークシート②マクドナルドでの工夫の情報を
集め，回転寿司屋との共通点・
相違点を整理し，その工夫の背
後にある仮説（経済的な見方）
が検証できているか。

新たな情報を用いて
仮説を検証する能力
＝仮説検証のための
活用力

仮説の検証
第
三
段
階

レポート回転寿司屋とマクドナルドでの
工夫は，企業として，そもそも
なぜおこなっているのかを考察
し，説明することができている
か。

複数の仮説を応用し
て事象を総合的に説
明する能力＝仮説応
用のための活用力

仮説の応用
第
四
段
階
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ブスルーなどで，回転率をあげるたりすることもしている。それでも，売り上げが上が
らないとなると，ファミリー層をターゲットに，子ども向けのキャンペーン（マックで
ＤＳやハッピーセット）や，昔に販売していたが今は売っていない商品を出したりしてい
る。
　○列に並んでいる間に，メニューを見せて，早く決められるようにしたり，費用はかか
ったが，機械を導入して，調理の時間を削ったり，イスの工夫をしたり，ドライブスル
ーを取り入れたり，店の回転率を早くしようとしている。そのことで，より多くの商品
を買ってもらえるようになった。持ち運びから捨てるまでを，客にやってもらったり，
容器を捨てられるようにしたり，ヒマな人がいなくなるようにしたり，パートやアルバ
イトなどを多く雇ったりして，人件費を削っている。このようにむだなところにお金を
かけなくてもよくし，利益を最大限に上げられるようにしている。

ウ　評価規準
　レベル　　　　　評価の観点
５：すばらしい　①回転寿司屋で学んだことをもとにマクドナルドの工夫と努力を具体に

に書き，その工夫がなぜされているのかの説明がある。
　　　　　　　　②工夫・努力を経済概念から的確に捉えようとしている。（利潤をあげ

るために売上を伸ばすことだけでなく，同時に費用をおさえるように
していることが述べられている。）

　　　　　　　　③費用には，ａ人のかかる費用　ｂ客を待たせる費用　ｃ材料費にかかる
費用があるが，それらにも適切な例を出し，関連づけながらの言及が
できている。

　　　　　　　　④さらに，企業の行動原理を総合的に説明することができている。
　　　　　　　　⑤全体的にわかりやすい構成で書かれている。
４：よい　　　　①～⑤のうち，③（または②）に関してやや不十分。
３　ふつう　　　①～③は，ほぼ書けているが，①～③を踏まえて企業の行動原理の説明

が十分にできていない。
２　もう一歩　　①は具体的に書けているが，②～④の言及がない。
１　努力が必要　レポートが未完成。
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レポート評価例
○マクドナルドでは，回転ずしと同じように，ロスをなくすことに力をいれています。
まずは，ごみ！捨てられるものを使っているので，洗うものが減ります。それに，食器
などもそうですが，自然と客が処理しています。そうすることによって，店員がわざわ
ざひとりひとりの席にいって，片づける手間が省けて，店員はちがう仕事ができて，効
率よく働かせていると思います。効率よく店員がたくさん働くことによって，店員の数
は，そんなにいらなくなるので，人件費削減にもなります。注文を決めるのも，前に大
きくメニューがあったり，店員が聞いてくれたりするので，待ち時間は減るし，スムー
ズにメニューを作ることができる。そのことで，また，無駄なく店員を働かせることが
できていると思います。また，注文されて調理するやり方で，ムダな廃棄もなくなるの
で，材料費も削減しています。このような工夫があるから，マクドナルドは，すごく人
気はあるし，ムダをなくすことで，商品自体も手ごろな価格で提供できるようになって
いるんだと思いました。その工夫・努力をすることで，利益を最大限にしようとしてい
ます。

図３　「上記のレポート分析をする」 

【上位の理論】

評価の観点④ 評価の観点③

評価の観点①

【下位の理論】 【工夫することでの効果】

評価の観点②

※評価の観点①～④を踏まえているが，このレポートでは，
　売上を伸ばす工夫についての言及がない。

利益を最
大限にし
ようとして
いる。

ムダをなく
すことに力
をいれて
いる。

人件費
を削減
する。

洗うものが減る。

【具体的な工夫・努力】

捨てられるものを使う。

前に大きなメニュー

片付ける手間を減ら
す。

ムダな廃棄をなくす。 注文されての調理

客に自然と処理させようと
している。

（待っていると）店員が聞
いてくる。

客の待
ち時間
を減ら
す。

材料に
かかる
費用を 
減らす
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エ　評価問題例として
　右のグラフはカレ－屋さんのココイチの売上高と店
舗数の推移を表しています。ココイチは近年，右肩上
がりの成長をみせています。その秘密のいくつかを次
の資料をもとに，答えなさい。

①消費者は昨今，食に安全・安心をもとめる傾向が強くなっています。ココイチでは，そ
の消費者の声にそうためのメニューをそろえています。それはどのメニューですか。な
ぜ，それを選んだのか理由も含めて書きなさい。
解答例：特定原材料を含まないカレー
　　　　理由　特定原材料とは，食物アレルギーをおこしやすいとされる食品のことであ

るが，あらかじめメニューにいれることで，消費者に安心して注文できるよ
うにしているから。

②カレー店の客単価は676円（東京都区部）ですが，このカレー屋さんでは，客単価は830
円ということです。カレー本体の値段は，600円前後なのに，なぜ，ココイチでは客単
価があがるのでしょうか。簡潔に述べなさい。
解答例：何種類ものトッピングや12段階辛さで自分好みのカレーをつくれるように，客が

選択できるようになっているため，単価が上がっていく。

（４）実践分析
　授業づくりの第一段階として，子どもたちが具体的な事実を掴みやすい題材の選択がポ
イントであった。授業の前にとったアンケートから，回転寿司屋さんが子どもたちにとっ
て身近であることがわかった。この段階で，探究課題である「他の外食産業の成長が伸び
悩む中，回転寿司屋さんが，最近，右上がりの成長をしているのはなぜ？」を設定した（問
題の発見）。その問いに対する答えは整理すると，社会的背景，消費者をその気にさせる
工夫，お店の工夫に分けることができた。そこから，さらに「回転寿司屋さんは，（成長さ
せるため）どんな工夫をしているのだろうか」という問いに焦点化し，来店した際に気付
いたことを手始めに，再取材や再調査をすることで，探究できるようにした。それをＫＪ

グラフ１２）

●期間限定メニュー７種類，朝カレーセットメニュー４
種類，肉類のカレー14種類，魚介類のカレー５種類，野
菜のカレー３種類，特定原材料を含まない（小麦，卵，
乳　そば，落花生　えび　カニ）カレー５種類，ハーフ
カレー14種類，お子様カレー７種類，
○トッピング（ゆでたまご70円　ツナ100円　オムエッグ
150円，イカ200円，ハンバーグ250円，エビフライ300円
など）
○辛さ（甘口，普通）は基本料金，１辛あがるごとに20円
アップ（12段階） （『週刊ダイアモンド２０１０年５月２２日号』p.６８より）
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法で分類した上で，「なぜ，その工夫をおこなっているのか」の問い（仮説の設定）をおこ
なった。ここまでを回転寿司屋での学習で確認し，次に「その工夫」がマクドナルドでは
どうなっているのかを調べていった（仮説の検証）。最後に，回転寿司屋とマクドナルドで
得られたいくつかの見方・考え方（仮説を応用）し，企業の経済的行動を総合的に説明す
る学習を行い，レポートによる評価活動を行った。

ア　仮説検証
　仮説①　活用する概念的枠組みを明確にすることは，見方・考え方の深化を促すととも

に，評価の際の規準にもなり，学習者にフィードバックすることでさらに社会認
識を広げることができるであろう。

　活用する概念的枠組みだけでなく，知識の構造化・問いの構造化を明らかにしたことで，
それぞれの思考・判断の積み上げや躓きが，個々の子どもにそって見ることできた。また
今回，費用の概念を深めることが大きなポイントであったが，ムダ（ロス）をなくすため
のお店の工夫から，機会費用の概念を習得することができた。

　仮説②　これらの活用する概念的枠組み（知識）を使って，異なる事象を捉えられるよ
うに学習計画を立て実施することで，より見方・考え方が深まるであろう。

　今回，回転寿司屋で習得した概念的枠組みを，マクドナルドに応用するようにしたが，
マクドナルドのいろんな工夫とその背後にある企業のねらいに気付ける子どもが多かった。
（例えば，なぜトレイには「なぜ広告の紙がひかれているのか？」→広告だけでなくトレ
イをきれいに保つ，トレイをきれいにする手間をお客にさせている。）また，２つの外食産
業と比較することで，共通点が多いことから，企業の経済的行動原理を言語化できる子ど
もが約1/3いた。

　仮説③　身近な例やワークショップ教材を用いることで，探究学習が進められるであろ
う。

　子どもたちに馴染みの深いものを題材にし，実際，聞き取りや取材をしたことで，興味
をもち，問いを自覚させなら，授業をすすめることができた。また，回転寿司屋さんに就
職してというロールプレイのストーリー性のある教材を教師側が創作したことで，子ども
たちにとって学習の見通しが立てやすいものになった。

イ　次の学習につなげるために
　「生産の仕組みのあらましや社会における企業の役割」における「活用力」を育む学習
教材として，子どもにとって身近な企業が有効である。ＣＭでお馴染みの企業もよいが，
地域の代表的な企業を取り扱う方が，取材や撮影などの子どもたちの調べ学習ともリンク
でき，より探究学習が進められる。
　この授業では，ムダのない（効率的）ということを，コストという観点から深めていけ
るようにした。この学びを財源の問題でも活用していくことがもとめられる。ここでは，
コスト削減だけでなく，資源（財）をムダなく，どう配分していくかという効率のもう一
つの側面からの捉えが必要である。さらに，そのため，どんな配分が公平なのかを考えて



－ 136 －

いける学習へといけるようにしたい。

＜注＞
１）峯明秀「参考資料の生かし方―小学校社会―」，『指導と評価』，2011年9月号
２）『週間ダイヤモンド』2010年5月22日，p.68 

＜参考資料＞
・石川秀樹『単位が取れるミクロ経済学』講談社サイエンティフィク，2009年

（奥田　修一郎）


